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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















『孝たか士しってもっと醒さめた人だと思っていたわ』

　体の関係があった女にそう言われたのは、ちょうど一週間前のことだった。

　相手は前の部署で取引のあった会社の担当者で、三度目に体を重ねた後に告白をしたら、そんな答が返ってきた。

『あなたとなら割り切ったつき合いができると思っていたの』

　困ったように微笑ほほえんだ年上の女は、実は夫がいるのだと衝しよう撃げき的なことを打ち明けた。告白と同時に渡わたそうと思っていた一足早い誕生日プレゼントは、結局贈おくることができなかった。

　二十六年間生きてきて、「醒めた人だと思っていた」と言われたのはこれが初めてじゃない。

　実は何度も同じような理由でふられている。恋こい人びとに浮うわ気きを繰くり返され、それを怒おこった時に「どうせあなただってしてるんでしょう？」と言われた事もあった。

　不誠実に見られるのはいつものことで、自分の外見が人に与あたえる第一印象も自覚している。

　冷たく見えるのは、薄うすい唇くちびるや尖とがった鼻、一ひと重えのせいかもしれない。

　これでもう少し背が低かったり声が甘かったりしたら、多少は雰ふん囲い気きも違ちがっただろうが、威い圧あつ的な身長と低い声がネガティブな印象に輪を掛かけている。

　中身が外見とは程ほど遠いと自覚しているだけに、『クールで格好良い』と後こう輩はいや見知らぬ女から言われる度たびに、違い和わ感かんを感じる。

　学生時代はどうにか印象を変えようと服装や髪かみの色を工く夫ふうしていたが、余計に軽けい薄はくに見えてしまったので、今はもうその手の努力を諦あきらめてしまった。

「はぁ」

　思わずため息を吐ついて、割り切ったつき合いのできない自分が悪いのだろうかと考えた。

　一週間前にふられた相手のことをこうしてぐずぐず考えてしまうあたり、自分でも情けないとは思うが止められない。外見を中身に合わせられないなら、いっそ中身を外見に合わせてしまうべきなのかも知れない。そうすればふられることもなくなるだろうか。

「佐さ藤とう先輩、いつものお電話です」

　思考のループを断たち切るように、後輩の岡おか本もとに声をかけられる。

　はっとしてぼんやりと見つめていたパソコンのモニタから顔をあげ、頭のスイッチをプライベートから仕事に切り替かえた。

「分かった」

　デスクの上に山のように積まれた資料をかき分けて電話の受話器を持ち上げると、点灯している外線のボタンを押す。

「お電話代わりました、システム部の佐藤です」

　名乗りながら、デスクの上にあった会議資料の裏紙とペンを手に取った。

『アクセスの鈴すず木きです。サーバが停止しました。早急に復旧させてください』

　電話の相手は冷たい声でそう言うと、取り付く島もなくガチャリと通話を切断した。

　株式会社アクセスの担当者、鈴木からの「いつもの」電話だ。

　俺は受話器を下ろすと、横にあるリモート接続用のパソコンに向き合う。

　半円形のデスクには合計三台のモニタが置かれている。開発用のパソコンに二台、リモート接続用のパソコンに一台のモニタを使用している。今はそれに加えて検証用にノートパソコンも開いているから、それだけでデスクの上は容積率が限界だ。

「またアクセス？」

　隣となりのデスクから平ひら井い先輩が俺を見て声を掛けてくる。二日に一度のペースで鈴木からは苦情の電話がかかってくるので、周囲の人間も慣れたものだ。

「はい」

「あそこの会社とは昔から親和性が低いんだよね。ご愁しゆう傷しよう様さま」

　先輩は俺に自分が持っている飴あめを一ひと粒つぶ投げた。右手で受け止めたその飴の包装紙を破いて、中身を口の中に放り込む。バターの塩気と独特の風味が口内に広がる。先日北海道に出張で出かけた際に買ってきたらしい。

　七月に入ってから余計に強まったクーラーのせいで乾かん燥そうした喉のどに、バター飴の塩気が少しきつい。

「ありがとうございます」

「早く直るといいね」

　貰もらった飴を舌で転がし、俺は吐き出された膨ぼう大だいなデータを半ば諦めの気持ちで見つめた。

　新卒で入社して四年目。三ヶ月前までは同じシステムでもこことはフロアが違う、警備システム部門にいた。工科大を卒業したことから開発に回されたが、警備システム部は人数が少なかったので、営業から顧こ客きやくのフォローまで幅はば広ひろく行っていた。元来人と話すのは不得意ではないので、それなりに上手うまくこなしていたが、それが問題だったようだ。

　お陰かげで業績不ふ振しんの部門で厄やつ介かいなクライアントを担当しながら、最低のシステムを一人で修復する役が回ってきた。

『優ゆう秀しゆうなエンジニアで、人間関係も円えん滑かつにこなせる人間が他ほかにいなかったんだ』

　人事部長はそう言って俺を取りなしたが、本心なのかどうか分からない。

　四月に配置されて以来、修復よりも顧客のサポートに時間を取られて、一向に作業が進んでいない。システムを修復すれば元の部門に戻もどすと上は言っているが、今のところそう簡単に直る気配はない。

「ロールバックとエラーばっかりだな」

　ログを漁あさっていると、思わず恨うらみがましい声が出た。ロールバックが出るということは、何らかの障害が発生したことを意味している。

　その障害の理由を探さぐるべくエラーを見るが、数が多くて切り分けが難しい。一つ一つ検証していくしかなさそうだと、画面を睨にらみつける。

　現在アクセス社に導入しているこのシステムを開発したのは、クライアントの担当者と同じく、鈴木という名前の男だ。その男は四ヶ月前に突とつ然ぜん何の前まえ触ぶれもなく会社を辞やめた。

　ここまで大きなシステムなら通常は複数人で作るのだが、鈴木は全すべて一人で製作したらしい。そのため、鈴木以外の人間がシステムの仕様をまったく把は握あくしていない。

　要件定義書も設計書も無い。三ヶ月前、俺に渡されたのはシステムが詰つめ込まれたディスクと、クライアントへの概がい要よう説明用として作られた十ページ程度の簡単な資料だけだった。

　それだけでスパゲティ並みに複雑に絡からみ合ったシステムを修復しろというのだから、エンジニアなら逃にげ出したいと思う俺の気持ちに同意してくれるはずだ。

　鈴木が退職していてよかった。もし鈴木が在職中に今の仕事を任せられたら、顔を合わせる度に首を絞しめ上げていただろう。

「佐藤先輩、鈴木さんから伝言です」

　先程、俺に電話を回してくれた岡本が再び声をかけてきた。

　ログを見てシステムの中身をいじっているうちに、気づけば二時間ほど経たっていた。

　クライアントの鈴木が痺しびれを切らして再度電話してきたらしい。

「あと一時間で直せないなら、業務妨ぼう害がいで訴うつたえるって言ってますよー」

　その言葉に思わず口元が引きつる。

「畜ちく生しよう」

　二人の鈴木に向けてその言葉を口にした途と端たん、モニタには新たに「エラー」という文字が俺を馬ば鹿かにするように表示された。

　昼食の時間を削けずり、パソコンにしがみついてシステムを修復したが、結局クライアントの鈴木からは報告時に「遅おそい」と文句を言われた。

　その後に「業務妨害で訴える」という話を聞いていた部長から呼び出され、一時間近く会議室で説教をされた。

　空腹で苛いら々いらしていたせいで、つい「開発者に仕様書をまともに作らせなかったのは誰だれなんだ」と神経質そうな顔をした部長に苛いら立だちをぶつける。警備の部長がどちらかというと暢のん気きで穏おだやかな人ひと柄がらだったので、余計に今の部長と比べてしまう。

「そもそも納品の際に開発者以外に誰もチェックしていないなんて、警備の方ではありえませんでした。今回も修正が俺一人だっていうのは、おかしいと思います」

　そう言った後で、警備システム部とここの部長が同期でライバル関係にあるのを思い出したが、今いま更さら自分の言葉を撤てつ回かいする気もなかった。

「うちの部は警備部とは違ちがってこんな仕事に人員を割さけるほど暇ひまじゃないんだ。もっとしなければならない重要な仕事があるからな」

　それで自分の部の尻しりぬぐいを、他の部署の人間に押しつける理り屈くつを通したつもりなのだろうか。この部長の主張を受け入れた人事部も人事部だ。

　これ以上部長のくだらない言い分を聞くのは時間の無む駄だだ。

「前任者の失敗例があるにも拘かかわらず、一人の人間がシステムを担当することの弊へい害がいを相変わらずご理解頂けていないようで残念です」

　ぐっと言葉を詰まらせた部長に「仕事があるので」と口にして会議室を出ると、苛立ち紛まぎれに喫きつ煙えん所に寄りそうになったが、禁煙中なのを思い出して耐たえる。

　ここで煙草たばこを吸ったら一ヶ月間の忍にん耐たいが水の泡あわだ。

　それでも素す直なおにオフィスに戻る気にはなれず、一階のロビーにある自じ動どう販はん売ばい機きでココアを買う。昼食を抜ぬいているので、カロリーが高くて甘いものが欲しかったのだ。

　それをオフィスのある階の休きゆう憩けいブースで飲んでいると、岡本が通りかかる。

「先輩、なんか似合わないの飲んでますね」

　ティディベアの描えがかれた缶かんのパッケージを見て、岡本が意外そうに首を傾かしげた。

「似合わないってなんだよ」

「だってなんか、先輩って炭焼き無糖ブラックってイメージなのに」

「たまにはいいだろ」

　確かに普ふ段だんはコーヒーも飲むが、ミルクティだってポタージュだって好きだ。

「いいですけど、折せつ角かく出来る男って見た目なのになんか勿もつ体たいないですよー」

　何が勿体ないのか、よく分からない。

　岡本は言いたいことだけ言って、サーバルームに消えた。

　俺は空になったココアの缶を見ながら、そう言えば以前にも女に同じようなことを言われたと思い出す。もしかしてそういうところがふられる原因なのだろうか。

　またネガティブなことを考えそうになり、追い払はらうように立ち上がる。

　空き缶をゴミ箱に捨ててオフィスに戻り、作りかけの仕様書に取りかかった。

　システムが複雑なので仕様書だけで百ページを越こえそうだ。しかし後々の人間のためにも仕様書だけは完かん璧ぺきなものを残しておきたい。

　開発者が作るのではなく、完成品を見ながら俺が作っているので、余計に時間がかかる。いっそ丸ごと俺が一からシステムを作り直したほうが早い気もしたが、その許可は部長から下りないだろう。

　一時間近くされた理り不ふ尽じんな説教を思い出し、苛々しながらキーボードを叩たたいていると、突然パソコンの画面が真っ暗になる。

「は……？」

　思わず目を瞠みはると、向かいのブースから新人が「すみません」と泣きそうな声を出す。

「間ま違ちがって配線抜いちゃいました」

　カーペットを捲めくり上げ、床ゆか下したの配線を弄いじっていた新人がおそるおそる、と言った雰ふん囲い気きでオフィスを見回す。

　床下を縦じゆう横おう無む尽じんに走っている配線を抜いたことで、誰に迷めい惑わくをかけたのかが分からないようだ。思わず両りよう肘ひじをデスクに突つき、組んだ指を額に押し付ける。

　データはまめに保存してあるが、それでも作成途と中ちゆうの分が消えたのは痛い。

　やるせない気持ちで俯うつむいていると、新人が「本当にすみません」と甘えた声で言う。

　これ以上俺の忍耐力を試ためすような真似まねはしないでくれ。

「……二度目は無いからな」

　つい本音が漏もれると、新人が「ひっ」と小さく息を吸い込む。

　今の一言で怯おびえさせてしまったようだ。けれどここまで嫌いやなことが重なると、余よ裕ゆうを持って対応できなくなる。

　結局、データが消えた分を残業して、パソコンの電源を落とす。

　帰り支じ度たくをしていると不意に部長に声をかけられた。

　終業後に何の話だと思いデスクに近づくと、左上をホチキス留めされた資料を渡わたされる。

「これ、来週の月曜日までに見積もりを作っておいてくれ」

　渡された書類は俺がやっている仕事とは関係ないものだった。

　意味が分からずに顔を上げると、部長はにやりと笑いながら、鞄かばんを持って立ち上がる。

「月曜の午後に入ってる新規の打ち合わせなんだが、先方から提示された言語が急きゆう遽きよ変へん更こうになってね、見積もりを作り直すことになったんだよ。君、警備部ではそっちの言語を扱あつかっていたんだろ？　うちの部ではその言語に詳くわしい人間が他にいなくてね」

　資料に目を落とすと、あまりメジャーではない言語名が書かれていた。確かに部長の言うとおり、この部では俺がこの言語に一番詳しい。しかしだからといって、帰宅間ま際ぎわに自分には関係ない仕事を押し付けられて、いい顔をできるかと言えば別だ。

　言語が急遽変更になるなんてありえないと思いながら、部長の陰いん気きな顔を見つめた。土気色の顔には人を小こ馬ば鹿かにした笑えみが浮うかんでいる。

「間違った言語で作成された見積書を見せて頂けますか？」

　最初から見積もりなんて作成されてなかったんじゃないだろうか。

「なんだ、私が噓うそをついてるとでもいうのか？」

　部長はむっとしたように顔を歪ゆがめた。底が浅いからすぐに地金が出る。

「人にん月げつの参考にしたいので」

　人月とは見積もりを組むときに参考になる作業単位のことだ。一人の人間が一ヶ月かけて行う作業は一人月、三人で一ヶ月だと三人月となる。一人で三ヶ月でも三人月だ。見積もりはこれを元に組まれる。

「……元の見積もりはもう既に破は棄きしてしまっている。必要なことはその資料に書いてあるから、そこから人月を割り出してくれ」

　間違った見積書とはいえ、完全に破棄してしまうとは考えにくい。もしもちゃんと作っていたのならデータが残っているはずだが、問とい詰つめたところで埒らちが明あかないだろう。

「月曜の何時までですか？」

　午後の打ち合わせなら今日は資料を持ち帰り、家で考えながら月曜日の午前中にやればいいと思い、そう尋たずねる。

「もちろん朝までだよ。午前中に資料の出来を確かく認にんしたいからな。できたら七部印刷して、データは私のアドレスに送っておいてくれ。なに、優ゆう秀しゆうな警備部の人間ならすぐに終わるだろう」

　そう厭いや味を言い残して、部長がオフィスを出て行く。

　その後ろ姿を見ながら、思わず歯は嚙がみする。

　デスクに戻もどると、同じく残業していた平井先せん輩ぱいがまた飴あめをくれた。

　包装紙に牛のイラストが描いてあるところを見ると、今度はミルク味らしい。男だが喉のどが弱いのを理由にいつも飴を携けい帯たいしている。ことあるごとに貰もらうから、デスクの一番上の引き出しには先輩から貰った飴がいくつも入っていた。

「ありがとうございます」

「大だい丈じよう夫ぶ、部長のことを嫌きらいなのはお前だけじゃないよ」

　そんな慰なぐさめにもならないような言葉を貰ったが、腹立たしい気持ちはなくならなかった。

　結局さらに二時間ほど残業して見積もりを作り終え、資料を出力して部長のデスクに置く。

　メールで部長宛あてに資料を送った後で、電気を落としてから、サポート用の携けい帯たい電でん話わを持ってすっかり人の居なくなったオフィスを出る。

　営業時間外のサポートは契けい約やく外だが、クライアントの電話に対応するために、会社を出ても肌はだ身み離はなさず持っている。お陰かげで休日や明け方に起こされることも珍めずらしくない。

　かけてくるのはほとんどがアクセス社の鈴木で、着信履歴が全て鈴木で埋うまったこともある。

「さっさと直さないとな」

　システムさえ直せば底意地の悪い部長とも苦情の電話からも解放され、元の部署に戻れる。戻ったら主任だと警備部の部長は約束してくれたが、戻りが遅おそくなればその話も流れてしまうだろう。

「腹減ったな」

　朝から何も食べていない腹が空腹を訴うつたえるのを聞きながらエレベーターに向かうと、「点検中」の札が貼はられていた。

「いいことねぇかな……」

　十数階分を階段で下りることが決定して、思わずそんな呟つぶやきが漏れる。

　薄うす暗ぐらく、窓の無い階段はカビ臭くさい。蒸むし暑くて息苦しい階段を下りきってビルを出る頃ころには、くたくたになっていた。

　今週は月曜日からずっと残業が続いていたので、体力的に限界だった。

　とりあえず何か腹に入れたいが、飯だけではなく酒も飲みたい気分だった。

　疲つかれた足で電車に乗る気になれずに近づいてきたタクシーを拾い、行きつけの店の名前を告げる。

　自宅からは三駅程度離はなれているその店は居酒屋だが料理の味が良く、中でも揚あげ出だし豆どう腐ふと魚の干ひ物ものが絶品だ。普段女と出かけるときは相手に合わせて畏かしこまった店を選ぶが、本当は居酒屋や定食屋のほうが落ち着けるし味も好みだ。

「あー、この先工事やってるねー、あとちょっとだから歩いたほうが早いかもよ」

　店が近づいたところで、渋じゆう滞たいに巻き込まれたタクシーの運転手がそう口にする。

　疲れていたが、確かにこのまま乗っているよりも歩いた方が早いだろう。

　素す直なおに運転手の忠告を受け入れてその場で降りる。

　むっとした熱い空気が体を包む。湿しつ気けを多分に含ふくんだそれが鬱うつ陶とうしくて、ネクタイを緩ゆるめた。

　目的の店には大通りを行くよりも裏道を歩いたほうが近い。薄暗い飲食店の裏路地を歩いていると、前の方で道をふさいでいる男の二人組に気づく。

　険悪な雰囲気だが、引き返すのも億おつ劫くうなのでそのまま近づいた。するといきなり若い男が、俺に背を向けている男の頰ほおを叩く。

　パシン、と小気味良い音が辺りに響ひびいた。

「この浮うわ気きもの！　もう別れてやるんだから！」

　ヒステリックな声に女言葉でそう怒ど鳴なり、若い男は苛いら立だった足取りで俺の方に歩いて来た。そのまま脇わきをすり抜ぬける時に、見ていたことを咎とがめるようにきつく睨にらみあげられる。

　十代後半と思える若い男はそのまま足音も荒あらく通り過ぎていく。

　ゲイの痴ち話わゲンカを見たのは初めてだが、これといって男女の修しゆ羅ら場ばと変わらないらしい。

　少し気まずい思いで動かない男に近づく。

　無関心を装いながら殴なぐられた男の脇を通るときに、不意に何かを踏ふみつけた事に気づくが、その時にはもう既に遅かった。

　パキン。

　足の裏で小さな音を立てたそれを、嫌な予感を持って見下ろす。

「あー……」

　それはフレームレスの眼鏡めがねだった。シルバーメタルの蔓つるが、大通りから差し込む毒々しいネオンを受けて光っている。

「悪い」

　慌あわてて拾ってみるが、ブリッジのところが折れている。壊こわしてしまった眼鏡を手にして、徹てつ底てい的てきについていない一日に、うんざりしながら男の顔色を窺うかがう。

　その瞬しゆん間かん、思わず息を飲んだ。男の顔は驚おどろくほどに整っていた。

　顔の形と鼻の高さは理想的で、切れ長の目は男でも見み惚とれるほどに魅み力りよく的だった。あまりにも完かん璧ぺきすぎるが故ゆえにどこか人形じみていて、ショーウィンドウの中のマネキンを彷ほう彿ふつとさせられる。

　長い睫まつげの終わりには泣きぼくろがあり、唯ゆい一いつそれが男の顔が作り物でないことを証明しているようだった。

　先さき程ほど打たれた頰にはうっすらと赤味がさしているのに、それさえも男の顔の良さを少しも損そこなわせていない。

　───世の中には綺き麗れいな顔をした人間がいるもんだな。

　そんな風に思っていると、男の手が俺の掌てのひらの上の眼鏡に伸のびる。ひやりと冷たい指先がかすかに触ふれた。

「もう使い物にならないな」

　男は折れた眼鏡を手にしてそう言った。

　声はこれといって特とく徴ちようの無い、普ふ通つうの男の声だった。整った顔と同様に、整った声をしているわけではないらしい。けれどその声を聞いた瞬間、何故なぜだか胸の下の辺りが強く痛む。

　胸が騒さわぐ。焦しよう燥そう感かんと動どう揺よう、得体の知れない緊きん張ちようを覚えた。

「弁べん償しようする」

　内心の揺ゆれを押し殺してそう申し出たが男は「結構だ」と断ると、壊れた眼鏡をポケットに押し込んで、俺に背を向けて路地を出て行く。

　男がいなくなったことに何故かほっとしながらも、じっとりと汗あせばんだ掌を見下ろす。

　先程の動揺の理由が分からずに、らしくもない自分の心情を無視して俺も歩き出した。

　路地から出て辺りを見回したが、既すでに男の姿はない。

　そのことを残念に思いながら、行きつけの店の縄なわのれんをくぐり、引き戸に手を掛かける。

「らっしゃい！」

　威い勢せいのいい声と一いつ緒しよに馴な染じみの店員が顔を見せる。店はほどほどに込んでいた。立地や雰ふん囲い気きから客のほとんどが同性なので、落ち着けるが若じやつ干かんむさ苦しい。女子の少なかった高専時代や大学時代を思い出して、どこか懐なつかしくもあるがやはり華やかさに欠ける。

　カウンターの中で唯一空いていた奥の席に座り、適当に料理を頼たのんだ。

「酒より飯を先に出してくれ」

　そう頼むと店主が「また昼抜いたんでしょ。ダメですよ」と笑って、すぐに焼きおにぎりを出してくれる。味み噌そ、醬しよう油ゆ、梅の三種類の焼きおにぎりはこの店の人気メニューの一つだ。

　それをあっという間に食べ終えて、次に運ばれてきた焼き鳥の盛り合わせを口にしていると、ガラリと扉とびらが開く。

　近づいてきた足音が、鞄かばんだけ置き去りにされていた隣となりの席で止まった。

「あれ、さっきのお連れさんは？」

「帰った」

　その声に、再び胸がざわめく。

「そりゃ残念。新規のお客さんには是ぜ非ひうちのスペシャル茶ちや漬づけを食べて貰もらいたかったのに」

　カウンター越ごしに店主とそんな会話をしてから椅い子すに座ったのは、先程路地で俺が眼鏡を壊した男だった。

　男は俺に気づくとこの偶ぐう然ぜんを喜んでいない顔をしたが、何も言わずにビールを頼む。

　すぐに店員がビールを持ってきたが、男が伸ばした手が微び妙みようにずれる。

　覚おぼ束つかない指先は眼鏡がないせいだろうと気づき、俺が代わりに受け取って男の前に置く。

「さっきの眼鏡、やっぱり弁償する」

　不自由そうな男を見て再度そう言ったが、男は「別に、あんただけのせいじゃない」とぶっきらぼうに答えた。

「すぐに拾わなかった俺も悪い」

　男はそう言うと自分のグラスにビールを注つごうとして、カウンターの上にビールを零こぼす。

「相当悪いみたいだな」

　男の代わりにビールを注いでやる。

「……夜だから余計に視力が利きかないだけだ」

「眼鏡の詫わびに、ここは俺が奢おごる」

　考えるように黙だまり込んでから、男が俺を見た。初めてまともに目が合う。

　その目に見つめられて、喉のどが渇かわいた。緊張していることを自分で不思議に思いながらも、再び汗を搔かいた掌を無意識に握にぎり込む。

「なら、お言葉に甘えて」

　男は自分のグラスに口を付けて、そのまま一気に飲み干す。

　何一つ特別なことのない仕草だった。それでも男がやると様になる。

「何だよ？」

　見られていることに気づいたのか、男はそう言って俺に視線の理由を問うた。

「綺麗だと思って見惚れてた。その顔なら、ゲイでもありかもしれないな」

　思ったままを口にすると、男は一いつ瞬しゆん呆あきれたような顔をしてから小さく笑った。

　そんな表情を浮うかべると、綺麗で洗練された印象が劇的に変わる。

　子供っぽくすら思えるその顔から目が離せなくなる。無神経なことを言ってしまったのに、男は気分を害した素そ振ぶりは見せなかった。

　最悪な一日だったが、この顔が見られただけで最近の不幸が帳消しになるような気がした。

「口説いてるのか？」

「そういうわけじゃない。そう聞こえるか？」

　男は俺の問いかけに肩かたを竦すくめて見せた。

「お前、相手に不自由したことないだろ。だけど女にはすぐにふられるタイプだな」

　やけに確信的に男が言った。

「大だい胆たんで強気だ。自分主体の恋れん愛あいをしたがるくせに、勝ち気な女に惚ほれるから関係が長続きしない」

　その分ぶん析せきに思わず食事の手が止まる。

　相変わらず俺の第一印象はその手のものになるらしい。女にふられるのは当たっているが、自分が主体の恋愛をしたがるというのは間ま違ちがっている。けれど勝ち気な女に惚れる、という指し摘てきは言われてみればその通りだ。何故分かったのだろうか。

　男は茄子なすの煮に浸びたしと焼き魚を頼むと、瓶びんビールの中身をグラスに注ぐ。

　その様子を見ながら、俺も男を分析した。

「あんたは……恋愛を面めん倒どうだと思っているタイプだ。惰だ性せいでつき合い、負担だと感じたら別れる。恋愛そのものに夢を抱いだいていないから、努力もしない」

　先ほど路地裏で叩たたかれたときの無感動な男の瞳ひとみを思い出す。

　男は叩いた相手を怒おこることも追いかけることもしなかった。

「それでも、あんたの顔に釣つられて後から後から、相手がやってくる。あんたも不自由しないから、余計に一つの恋愛に固こ執しゆうしない」

　俺が言い終わると、男は「そうかもな」とつまらなさそうに言った。

　会話に区切りがつき、沈ちん黙もくが落ちた。

　男がグラスに口を付ける。

　一人で静かに飲むつもりで来たのだから、これ以上会話を続ける必要はない。けれど、男のことがやけに気になった。できることなら、もっといろいろなことを話したいと思っていた。

「俺も先週末にふられたばかりだ」

　話題を作るようにそう言った。男が無視するなら、それで終わってもいいと思いながら。

「どうしてふられたんだ？」

　僅わずかでも興味を覚えたのか、男に聞き返される。

「性格の不一いつ致ちだな」

「構わなかったんだろ？」

　事実はその逆だったが、それを口にするのは男として格好が悪い。

「ああ」

　小さな噓うそを吐ついた。

「恋愛を面倒だと思っているのはお前もなんじゃないか」

　それは共犯者に向けるような口調だった。

　俺は頷うなずかずに答えを濁にごしたままビールを飲み込む。

　見み栄えを張ったのは同性同士のプライドのせいか、それとも男に感じている胸むな騒さわぎのせいなのか分からなかった。

「なんだかここ二人だけ、掃はき溜だめに鶴つるって感じですね。二人ともカッコいいのにこんな店で男同士で飲んでていいんですか？　金曜の夜ですよ？」

　料理を持ってきた店員が俺たちを見てそう言うと、その後頭部を店主が叩く。

「掃き溜めってなんだ、掃き溜めって！」

「いやだって、二人とも全然うちの店に似合わないから、つい」

　悪びれもせずに店員はちらりと俺たちを見た。

「この店落ち着くんだよ。それに料理もうまい」

　怒っている店主を取りなすように、運ばれてきた料理に箸はしをつける。男が頼んだものだが、どうせ会計は俺がするのだからと断らなかった。男も特に気にしていない。

「酒の種類も豊富だしな」

　同意を求めるように男を見ると、壁かべに掛かったメニューを見ながら小さく頷いた。

「寒くなったら熱あつ燗かんとおでんもうまい」

　どうやら男もここの常連客のようだ。

「キムチチゲ鍋なべがうまいよな」

「締しめのうどんもいける」

　冷たい程ほどに整った綺き麗れいな顔をしているのに、食べるものはわりと庶しよ民みん臭くさいようだ。

　そのことに好感と親近感を覚える。

「分かる。卵入れて煮に込むと格別だよな」

　男は顔に似合わず気さくで、意外にも話題は尽つきなかった。

　飯の話から酒の話になり、気づけば上司の愚ぐ痴ちを交えながら恋愛話に広がる。

　酒を飲むごとに表情に乏とぼしかった顔に笑えみが浮かぶ回数が多くなり、男のことをもっと知りたいという気持ちが強まっていった。

　腹も満たされて、酔よいが回った頃ころに、男が愚痴を零す。

「大体つき合ってもいないのに浮うわ気きを責められる理由が分からない。仮に恋こい人びとだとしても、下らないメールに返信する義理も、休日の度たびに予定を告げる義務もない」

　男はそう言い切ると、苛いら立だたしげに少し色素の薄うすい前まえ髪がみを搔き上げる。

　整った顔は酒のせいで少し赤味を帯び、目元は妖あやしく潤うるんでいた。先程口にした「ゲイでもありだ」という自分の台詞せりふが蘇よみがえる。

「つき合ってなかったのか？」

　男が言っているのは、先程彼を殴なぐった若い男の事だと分かり、そう尋たずねた。

「何度か寝ねただけだ」

　そう答える男の頰ほおからは、既に叩かれてできた赤味は引いている。

「あんたらの場合、どうやって知り合うんだ？」

　男女だってなかなか良いと思える相手には出会えないんだから、男同士なんて余計だろう。ゲイ系統の店や知人の紹しよう介かい以外で出会う方法が考えつかない。

　男は俺の質問に少し間を置いてから「男女と変わらない」と答えた。

「変わらないことはないだろ。どうやって相手が仲間かどうか見分けるんだ？」

　不意に男が意味ありげに微笑ほほえむ。その瞳から目が離はなせなくなる。

　吸い込まれそうになった。お互たがいの中に芽生えた何かが磁石のように引き合っている、その引力を感じたような気がする。

「こんな風に目を合わせて相手の瞳の色を読む」

　そう言われた瞬しゆん間かん、知らず知らずのうちに居酒屋の喧けん噪そうを忘れ、男と二人だけの世界に浸ひたっていたことに気づいた。

　先程までの妖しい雰ふん囲い気きが噓のように、追加で頼たのんだ揚あげ出し豆どう腐ふを食べている男の横顔をみるともなしに見つめながら、自分の瞳にはどんな色が浮かんでいたのだろうかと気になった。

「さっきの相手のときも、今みたいに見つめたのか？」

　男は俺の質問に「俺にばかり答えさせるな」と言った。

「今度はそっちの話をしろ。この間ふられた相手とはどこで知り合ったんだ？」

　いきなり話をふられて、正直にふられた相手の事を答える。確かに俺ばかりが訊きくのは公平じゃない。

「前の部署のクライアントだ。年上で既き婚こん者だった」

　まさか結けつ婚こんしているとは思わなかった。本人もそんな雰囲気は匂におわせていなかった。

「不ふ倫りんか。悪い奴やつだな」

　男は口元だけ歪ゆがめて微笑んだ。その表情がぞくりとするほど蠱こ惑わく的で、視線が離せなくなる。

　寝るだけの関係だったと言うと、男は「割り切った関係は好きだ」と笑う。

　だけど別に俺は割り切った関係が好きだったわけじゃない。

「どうせつき合うなら、精神的に成熟している相手の方が楽だ」

「年上が好みか？」

「実際の相手は年下が多いけどな」

「あんたみたいないい男が、女を相手にしないなんて勿もつ体たいない」

　純じゆん粋すいな感想だった。この容姿ならどんな女でも引く手数多あまただろう。

「俺は、お前が女しか相手にしないことのほうが勿体ないと思うけどな」

　半はん端ぱではなく整った顔の男にそんな風に言われるのは、満まん更ざらでもない。

　気づけば酔いが回り、馬ば鹿かなことを口にしていた。

「確かに、俺は女としかしないけど、あんたなら男でも抱ける気がする」

　思わず漏もれた本音に、男が小さく微笑む。

「抱かれた経験はないが、俺もお前が相手なら抱かれてもいいと思える」

　それは酒の上での戯ざれ言だった。酔った勢いで見知らぬ相手に口にした台詞は、本来なら実行に移される種類の物ではなかった。

　けれど店を変えて飲もうという話になったとき、何故なぜかそうするのが自然であるかのように、どちらともなく目に付いたホテルに向かった。

　酔っていたのだろう。酒にも雰囲気にも。そして何より目の前の男に。

　最初に裏路地で感じた焦しよう燥そう感かんと緊きん張ちようは、不思議なことにずっと胸の奥で続いていた。

　ホテルの薄うす暗ぐらい部屋の中、一番先に視界に入ったのは大きめのベッドだった。そこでこれからすることを考えると、やけに喉のどが渇かわく。

「本当にいいのか？」

　逃にげ出してしまいたいような、がむしゃらに突つき進んでしまいたいような、相反する衝しよう動どうが芽生えて思わずそう口にした。

　男相手に体を重ねること自体に抵てい抗こうを感じる。しかし同時に、目の前の男を組み敷しいてその体を暴あばいてしまいたいとも思っていた。同性の俺にすら性的魅み力りよくを感じさせる男が、どんな風になるのか想像するだけで体の芯しんが熱くなる。

「お前こそ」

　俺の内心の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさを読みとったのか、男はまたあのぞくりとするような微笑みを浮うかべる。余よ裕ゆうの態度にほんの少し、悔くやしいと思った。

　やはり、引き返すことなどできない。

　順番でシャワーを浴びた後、引き締まった男の体をベッドに押し倒たおした。

　僅わずかな光源の中で、見下ろした男の顔は何度見ても綺麗に整っている。

　躊躇ためらいながら、その唇くちびるに自分のそれで触ふれた。

　やけに柔やわらかくて、男の唇も柔らかいのかと馬鹿な事を考える。

「……ふ」

　子供みたいに緊張した。触れるだけのキスがひどくいやらしいものに思える。

　唇を離して知らぬ内に閉じていた瞼まぶたを開けると、相手も同じタイミングで目を開けた。長い睫まつげに縁ふち取どられた瞳ひとみが露あらわになり、自分を見つめる様に胸が熱くなる。

　再び口付けた。今度はその唇の中に舌を潜もぐり込ませる。当たり前のように、唇を開いて受け入れてくれる男の腰こしに腕うでを回す。硬かたい肉の感かん触しよくと女よりも重い体の感覚が掌てのひらを通して伝わる。シャワーを浴びたばかりで、肌はだはしっとりと水分を含ふくんでいた。

　その冷たい肌に、同性だと分かっているのに欲よく情じようした。抱だきたいと思った。

　男は甘いため息を漏らすと、俺の背中に腕を回す。

「抱かれるのは初めてだ」

　確かに先程裏路地で見かけた若い男は〝抱く側〟ではなさそうだ。

「俺も男を抱くのは初めてだ」

「見れば分かる。どこから見ても、お前は〝普ふ通つう〟の男だからな」

　唇を男の額に押しつけると、かすかに香こう水すいの匂においがする。

　女性的とも思える甘い匂いを吸い込んで、耳じ朶だを舐なめた。

　唯ゆい一いつ身につけていた腰から膝ひざまでを包む大きなバスタオルを剝はぎ取って、僅かに反応している陰いん茎けいを掌で包み込む。

「う……っ」

　他人のものに触れるのは初めてだった。抵抗は感じなかったが、相手が「男」だということを再認にん識しきする。

　出会って数時間でこんなことをしているなんて、女相手でも経験がない。ましてや相手は同性だ。自分らしくないとは思うが、止める気にはならなかった。

「本当に、気持ち悪くないのか？」

　不安というよりは、驚おどろいたような口くち振ぶりで男が言う。

「それどころか、興奮してる」

　答えながら自分でもそれを不思議に思った。

　不意に男の手が俺の性器に伸のびる。

「おい」

　男に触れるのには抵抗がなかったが、触さわられるのは戸と惑まどいがあり、思わず腰を退ひく。するとそれを追いかけるように、男が体を起こす。まだ柔らかさを残す性器を手の中で愛あい撫ぶしながら、男は躊躇いもなく唇を寄せた。グロテスクな自分のそれが、先さき程ほどキスをしたばかりの形のいい唇に飲み込まれていく。

　積極的な行動に驚きながらも、吐はき出す吐と息いきには快感が混じる。濡ぬれた熱い舌が、気持ちの良い場所に這はう。

　綺き麗れいな顔は変わらないまま、まるで別物のように舌は淫みだらに動いている。そのギャップに背徳感が煽あおられる。

「ん」

　小さな声を漏らして、奥まで飲み込もうとする男の頰ほおに手を添そえる。耳の辺りを指先で愛撫すると、ほんの少し歯がぶつかった。すぐにそれを謝るように、喉奥が狭きよう窄さくになる。

　搾しぼり取るような口の中の動きに「凄すごいな」と思わず呟つぶやいた。

　それが聞こえたのか、咥くわえたままで男が俺を見上げる。理知的な目元が薄うすく染まっていた。

　ぞくりと背中を駆かけ上がったのが征せい服ふく欲よくなのか、純粋な色しき欲よくなのかは区別が付かない。

　堪たまらずに上うわ顎あごの裏に亀き頭とうの先を擦こすりつけた。

「ごほっ」

　小さく咳せき込んだ男の口から、硬く勃ぼつ起きした性器が音を立てて出される。

　ぬらぬらと唾だ液えきで光る唇を、男が手ての甲こうで拭ぬぐう。その腕を摑つかんで再び押し倒した。

　赤あか味みが増した唇にキスを落として、その舌を吸い上げる。

「っ…」

　自分の味に嫌けん悪お感かんを覚えながらも、キスを続けた。

「ぁ」

　小さく漏れた声に、唇を離はなして改めてその綺麗な顔を見下ろす。

　目に触れないように舌で泣きぼくろをなぞった。

　一ひと目め惚ぼれなのだろう、と路上で会ったときに胸の下の方に走った痛みを思い出す。実際一目惚れをしてもおかしくない程ほど綺麗な顔だ。

　そんなことを考えていると、男の指先が俺の顳こめ[image: ]かみに触れる。

「何を、考えてる？」

　確かめるように輪りん郭かくをなぞり、唇に触れられた。

　一目惚れをした、なんて口に出せるわけもなく、代わりに「名前を知りたい」と言った。

「名前？」

「まだ、お互たがい名乗っても居なかっただろ」

　男はそのことに初めて気づいたらしい。

「潤じゆん」

　濡れた淫らな唇が動いて、吐息混じりに名前を口にする。

　こんな状じよう況きようになってから自己紹しよう介かいをすることをおかしく思ったが、俺も同じように名乗った。

「孝士だ」

「孝士？」

　名前を呼ぶ声が魅力的で、奪うばうように唇を合わせた。

　柔らかなその肉の隙すき間まに舌を差し入れた。綺麗に並んだ歯列の奥にある舌を誘さそい出す。息いき継つぎや舌を絡からめるタイミングが上手うまく合う。

　相あい性しようがいいんだろうと、抱だき締めながら思った。一目で恋こいに落ち、こうして触れ合っている。

　大げさではなく運命を感じた。

「っ……はっ」

　舌を交わらせ、音を立てながら咥こう内ないを愛撫する。時折ゆるく舌や唇を嚙かむと、潤の体がびくりと震ふるえた。

　先程舐められた陰茎を潤のものに擦り合わせながら、確かめるように掌で全身に触れる。

　硬い男の体だ。抱くようには出来ていない。それでも、抱きたいと思った。

　尖とがった胸の先に唇を寄せて舐める。舌で色の変わった縁ふちの部分をなぞると、悩なやましげな吐息が漏もれた。

「……っ。ぁ」

　勃起した先せん端たんを甘嚙みすれば、その吐息はさらに甘さを増す。

　女のようにここで感じるのかと、驚きながらも舌で転がした。触れていなかったもう片方にも指を伸ばす。芯しんを持ったその場所が、少し汗あせばみ指先に馴な染じむ。

　感触を確かめるように弄いじっていると、潤の陰茎がさらに質量を増す。それを掌で柔らかく包んで慰なぐさめた。

　でかくて硬いその陰茎の先、暗い穴を覗のぞかせる鈴すず口ぐちを親指の腹で円を描えがくように刺し激げきする。

　乳ち首くびから性器に移った指に、潤が身を捩よじるようにして悶もだえた。

「ん」

　陰茎を弄ったまま、奥にある場所に指で触れた。少し盛り上がり、肉が硬くなっている。

　背徳感に似た不思議な感情を覚えながらも、そこに指先を潜り込ませた。

「く…ぅ」

　痛みに眉まゆを寄せた潤の眉み間けんに口付けながら、力ずくで指を入れた。

　入り口はきつかったが、奥の方は柔らかだ。溶とけそうな程に熱い肉にく壁へきを感じながら、指をピストンさせる。そのたびに潤がベッドの上に立てた膝ひざ頭がしらが揺ゆれた。

「きついな」

　二本目の指を入れようとしたが、奥まではとても入らない。

「ふっ」

　潤は口を手で押さえ、目を瞑つぶって痛みに耐たえようとしている。

　一度内側から指を引き抜ぬいて、部屋に備え付けてある自じ販はん機きでゴムとローションを買った。

　ボトルを開けて、硬かたく張りのある双臀の間にローションを垂らす。

　指も濡らして、再び内側に潜もぐり込ませる。

「っ……う、く」

　先程よりも、潤の声が上擦る。

　ぬめる指を小さな穴に出入りさせるたびに、弛ゆるんだ口元から苦しげで切ない吐息が漏れた。涼すずやかで人形のような顔をしていたのに、今は淫らに目元を赤らめて眉を顰ひそめ、痛みを耐えている。我ながら不ふ謹きん慎しんだとは思うが、その姿が劣れつ情じようを煽った。

　内側に入れた指を中で動かすと、耐えきれないと言うように潤が顔を腕うでで覆おおう。

「っ、う」

　拒こばむように膝頭が閉じそうになる。

　指を動かすたびにくちゅくちゅと垂らしたローションが音を立てる。とろりと粘ねばり気けのある白はく濁だくしたその液は精液のように見えた。

　一本目がスムーズに動くようになり、無ぶ遠えん慮りよに二本指をくわえ込ませると潤の唇くちびるが開く。

「あ」

　小さな声が漏れ、潤がそれを悔くやむように口に手を当てる。

　その仕草に刺激され、指を引き抜くと買ったばかりのゴムを着けて、半分残っていたローションを全てゴムの上に垂らす。

　ぼたぼたとシーツに零こぼれるローションに構わず、潤の腰こしを摑んでその場所に切っ先で触ふれた。

　片手を添えて、ゆっくりと固く閉じた場所に埋うずめていく。

「う……っ」

　潤の体が強こわ張ばる。それでも中に進んだ。

　亀頭がじわじわと飲み込まれていく。肉を押し広げる感覚に、思わず唾つばを飲み込む。

　内側はとても熱かった。咥内よりもずっと熱い。女の膣ちつより熱い気がした。

「う、ぁ…っ」

　じわりと汗ばんだ胸を上下させながら、潤が意識的に息を吐き出す。

　時折その吐息に混じる声に煽られながら押し込んでいく。

　抱かれるのは初めてだと言っていた。リップサービスかと思ったが、どうやら本当らしい。

「くっ」

「痛いか？」

　無言で首を横に振ふるが、とてもそうは見えない。

「悪い」

　喉のどを反らして衝しよう撃げきに耐える姿を気の毒に思うが、止められない。快感なんて少しも感じていないはずなのに、嫌いやだと言わない男に、愛いとしさを覚える。

　戦慄わななくように震える肉にく襞ひだに、ゆっくりと深く埋めていく。

　奥まで埋めきる頃ころには、潤が握にぎりしめた拳こぶしは白くなっていた。

　苦痛に耐えるように寄せられた眉まゆ根ねを見下ろし、労いたわるように萎なえかかっている陰いん茎けいに触れる。形のいい長い脚あしが、びくりと震えた。

「ん、く」

　潤は小さな声をあげて首を振ったが、それを無視して手を動かす。

　擦こすり上げる度たびに、肉襞が蠢うごめく。搾しぼり取るように粘ねん膜まくが締しまる。きつすぎる圧あつ迫ぱくに、自然と額に汗が滲にじんだ。

　潤が唇を嚙みしめていることに気づいて、屈かがみ込んでそこを舐なめた。

　挿そう入にゆうする角度が変わり、くぐもった声が漏れる。弛んだ歯と唇の隙間から舌を差し込んで咥内を犯おかすと、潤が詰つめていた吐と息いきを吐はき出す。

「辛つらいか？」

　キスの合間に尋たずねると、潤はそれには答えずに「動いていい」と言った。

　許しを得ても無理に動く気にはなれず、潤の陰茎を根本から先端まで丁てい寧ねいに掌てのひらで慰めてやった。

「ぁ、ぅ…っ」

　艶なまめいた吐息が甘やかに開いた唇の間から漏れる。

　体の中に溜たまった熱を少しでも吐き出そうとする、そんな喘あえぐような呼吸だった。

　腰を動かしながら、上下する胸の上に掌で触れた。

　指に硬くなった乳首が触れる。もっと触れてくれとばかりに尖りきった場所を指先で弾はじくと、再び腰が揺れた。

　小さな乳首の先は少し力を入れれば潰つぶれてしまいそうに見える。執しつ拗ように擦ってやると、俺を咥くわえこんだ場所が波打つ。

「はっ……」

　赤い顔で息を吐き出した後、嫌がるように潤の手が胸に触れている俺の手を摑つかむ。

　それでもその抵てい抗こうは弱々しく、奥を穿うがつ度に手の力は抜けていく。

「ん」

　目を伏ふせて快感に耐える姿は官能的だった。戸と惑まどうような表情に誘われる。綺き麗れいに整った顔が甘く崩くずれているのがたまらない。

　男だと分かっている。だけど深い部分まで犯してめちゃくちゃにしたい。

「潤」

　名前を呼んで、その唇を吸った。

　音を立てて舌を合わせながら、両手で腰を摑み何度も突つき上げる。

　深く浅く、浅く深くを繰くり返しながら、摩ま擦さつから生まれる熱を追いかけるように抱いた。

「っ、ん……くっ、ぁ…っ」

　小さく漏れる声を聞き逃のがさないように抱きしめて体を近づける。

　腹筋に、潤の熱くなったものが擦こすれる。先端から零れた粘ねん液えきがそこを濡ぬらすのが分かった。

「孝士」

　名前を呼ばれ、少し乱暴に奥まで穿つ。

「はぁ…っ」

　びくり、と喉を反らして衝撃に耐えようとする体をきつく抱だきしめる。

　理想的な筋肉をまとい、腰の曲線はどんな女よりも扇せん情じよう的に思えた。

　その腰を深く摑んで内側を苛さいなむ度に、潤の性器の先が濡れていく。それが今まで目にしてきたどんな痴ち態たいよりも悩なやましい。

「凄すごいな……潤っ」

　きつすぎる肉壁に限界が近づく。肉がぶつかり合う音に、淫みだらな水音が混じるのを聞いて余計に興奮した。

　少しでも気持ちよくなって欲しくて、性器を愛あい撫ぶしながら唇を吸った。

「っく…は、ぁ」

　濡れた瞳ひとみに見上げられ、堪たえきれずにより激しく揺さぶった。

「あ、っ、う」

　完かん璧ぺきに見える男の頼たよりない瞳に見上げられ、甘やかすように何度も優やさしく口づける。

「ん、ん」

　キスをしながら性急に腰を打ち付けたせいで、潤はろくに声もあげずに達した。

「ふっ」

　勢いよく飛び出した精液が潤の胸むな元もとまで汚よごす。ぞっとするほど卑ひ猥わいな光景だった。

　誘さそうつもりがあったのかどうか分からないが、潤が湿しめらせるように舌で唇を舐めた。快感に潤うるんだ瞳でそんな仕草をされ、先さき程ほどよりも乱暴に中を抉えぐった。

　達したばかりで敏びん感かんな体が、快感に跳はねる。その体を強く抱き締めながら、中で射精した。

　ずるりと引き抜くと、内側の肉も引きずられるように戦慄く。それを心地ここちよく感じながら、音を立てて陰茎を取り出す。

　べとべとになったゴムを外し、ぐったりとしている潤の顔を覗のぞき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう訊きくと、潤はまだどこかぼんやりした顔で小さく頷うなずいて「水」と口にする。

　ベッドから立ちあがり冷蔵庫を覗くが、水は入っていなかった。

「これで良いか？」

　ウーロン茶のペットボトルを手にして振り返ると、潤は疲つかれた様子で頷く。

　伸のばされた手にペットボトルを渡わたす。

　一回だけとは思えないほどお互たがいに体力を消しよう耗もうしていた。いや、俺よりも潤の方が疲ひ労ろうが激しそうだ。

「シャワー、お前が先でいい」

　そう言うと、億おつ劫くうそうにペットボトルに口を付けた。

「分かった」

　終わった後に相手の体に触ふれたがる男は少ない。そうと知っているから、しなやかな肢し体たいから視線を逸らしてバスルームに向かう。

　ざっと体を洗って腰にタオルだけ巻いて部屋に戻もどると、話し声が聞こえた。

　ベッドの上で未いまだ全ぜん裸らの潤が、横たわりながら携けい帯たいを手にしている。

　俺はそれを横目に冷蔵庫からスポーツ飲料を取り出して一口飲んだ。不意に学生時代に部活中によく飲んでいたことを思い出す。あの頃は健全な運動後の栄養補給だった。

「トラブルが起きたのは何時だ？……分かった。俺から電話する」

　通話を切った後、潤と目が合う。

「どうかしたのか？」

　そう訊くと、潤は「仕事のトラブルだ」と首を振る。

「こんな時間まで仕事か」

　もう日付はとっくに変わっているはずだ。

　一いつ瞬しゆん潤が気の毒に思えたが、トラブルがあれば俺の携帯にも時間なんて関係なく電話がかかってくる。

　どうやらお互い面めん倒どうな仕事をしているらしい。

「何の仕事をしてるんだ？」

「普ふ通つうの会社員だ」

　潤はペットボトルの中身を飲み干すと、バッグの中から分厚い手帳を取り出した。

　均整の取れた彫ちよう刻こくのような体は惜おしげもなく晒さらされているが、先程までの壮そう絶ぜつな色いろ香かは既になかった。

「他社の電算室に常じよう駐ちゆうしてシステム管理をしてるんだが、導入してるシステムの一つがひどい欠けつ陥かんだらけなんだ。そのせいで勤務時間外まで電話がかかってくる」

　潤はそう言うと携帯を弄いじりながら「とりあえず、システムの責任者に報告をしなきゃならない」と眉まゆを寄せた。

「気持ちは分かる。うちもひどいシステムだからな」

　潤が同業者だとは思わなかった。もっと華はなやかな業界のイメージがあったので、少し拍ひよう子し抜ぬけする。

「システムは人間が使う物なのに、使われてるようじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ」

　その言葉に同意する前に、室内に某ぼう映画で使われている悪役の登場曲が鳴り響ひびく。

　サポート用携帯の聞き慣れた着信メロディだ。クライアント毎にメロディを設定しているが、この曲はアクセス社のものだ。

　その時、俺は不意にある可能性に気づいて、固まった。

「出ないな……」

　潤はそう言うと、一度携帯を切った。同時にぴたりと俺の携帯も鳴り止やむ。

　潤は訝いぶかしげに眉を寄せ、リダイヤルする。再び、室内に着信メロディが鳴り響いた。

　俺の疑問が確信に変わり、潤が携帯を仕し舞まう。

　それからお互い半ば相手の正体を確信しながらも、その可能性を否定したくて口を開く。

「……アクセス社の……」

「イーネットの……」

　潤が、いやアクセス社の鈴木が呆ほうけたような顔をしたのは一いつ瞬しゆんで、すぐに表情を引き締しめると「またトラブルだ」と言った。

　その瞬しゆん間かん胸の下の辺りが、締め付けられるように痛む。ようやく俺は先ほどまで感じていた焦しよう燥そう感かんの理由に思い当たる。一ひと目め惚ぼれなんて甘いものじゃない。

　───これ、ストレス性の胃痛だ……。

「明日の午後までに直せよ」

　今までのことがなかったかのように、いつも電話越ごしに聞く声で鈴木はそう言う。

　いや、一つ変わった。曲がりなりにも敬語だったのが、完全に命令口調になっている。

　とりあえず、これで明日の休日出勤が確定した。

　思わず顔を顰しかめ言葉を探していると、鈴木が「男漁あさる暇ひまがあるなら、システム直せよ」と苛いら立だちも露あらわにそう言った。

「大体、名前も知らない相手をホテルに連れ込むなんてどうかしてる」

「名前も知らない相手にホテルに連れ込まれた奴やつが言う台詞せりふかよ」

「そもそももっと早い段階でお前が名前訊いていればこんな事にはならなかった」

　ため息混じりのその非難に腹が立った。

「仮に名乗りあってたとしても、お互い鈴木と佐藤なんてメジャーな苗みよう字じで気づくわけないだろ」

　同じクラスに一人は確実にいる苗字だ。

　こんなことになるなら、担当者になったときに、挨あい拶さつに行くべきだったと後こう悔かいしても今いま更さら遅おそい。

「それにそっちだって乗り気だっただろ……っ」

　これを俺一人のせいにするな。

「物欲しそうに見てたから乗ってやっただけだ」

「物欲しそうなのはあんただろ。男のくせに泣きぼくろなんてえろいもん付けやがって。発情期みたいな色気まき散らしてた奴が良く言うよな」

「発情期はお前だろ。犬みたいにがっつきやがって」

「じゃあ次はバックからやるか？」

　売り言葉に買い言葉でそう言えば、すっと鈴木の目が細くなる。

「それが迷めい惑わく掛かけてる相手に言う言葉か？　お前のところのシステムのせいで業務に支障が出て残業の毎日だ。今日もあれだけ迷めい惑わくかけた後によく飲みに行けるな」

　アクセス社のために昼飯を抜ぬいているのにその言い草はない。

「就業時間外に何しようと俺の勝手だろうが。そもそも、時間外保守は契けい約やく外なのにしてやってるだろうが」

「あんたのとこのシステムのせいで他のシステムにまで悪い影えい響きようが出てる。そんなシステムを作っているくせに、してやってるなんて良く言えるな」

　俺が作った訳じゃないと声を大にして言いたいが、そんなのは三ヶ月前に担当就任の挨拶を電話でしているんだから、鈴木だって百も承知だろう。

「使用方法も悪いんだよ。そもそも問題が起こらないように解かい析せきしたいって言ったら、停とめられないから無理だって言ったのそっちだろ！」

「問題予測ができなかったのはそちらの落ち度だ。停められるもんなら停めてみろ。ただしその間の逸いつ失しつ利益はイーネットに負担して貰もらう」

「く……っ」

　反論できずに悔くやしい気持ちのまま黙だまり込む。勝ち誇ほこったように微笑ほほえむ、綺き麗れいなだけに憎にくらしい顔を見ながら、奥歯を嚙かみしめる。

　つい今し方まで運命だと思っていた相手が、憎んで止まない相手だと分かった時、一体どうしたらいいのか、誰だれか俺に教えてくれ。

　声を聞いた瞬間に気づけば良かった。いや、体は確かに反応していたのだ。俺がそのサインを〝一目惚れ〟と勘かん違ちがいしただけだ。

「直せば良いんだろ、直せば」

「ああ。それがお前の仕事だろう」

　そう言い捨てた鈴木を見ながら、「鈴木」なんて苗字の人間にろくなやつはいないと再認にん識しきした。










　クライアントと寝ねたことを後悔しながら、結局土曜日は休日出勤で潰つぶした。

　事前申しん請せいをしなかったので、完全なタダ働きだ。うちの会社は申請無しの休出は許可していない。警備部のときは上司が融ゆう通ずうを付けてくれていたが、システム部の部長にそれは期待できない。

　残業や休日出勤を部下が申請すると監かん査さが入ると言って、サービス残業を推すい奨しようされるだけだ。

「さっさと警備部に戻もどってやる」

　何度目かの決意を口にして、月曜の朝から精力的に仕事をこなした。

　警備部に戻れば部長とも、この不具合ばかり起こすシステムとも縁えんが切れる。それになにより、一度寝てしまったクライアントとつき合う必要もなくなる。

　クライアントと関係を持つなんて最悪だ。ましてや相手は男で、あの鈴木だ。

　気の迷いにも程ほどがある。

　それでも腕うでの中で顔を赤く染めた姿はどんな女よりも扇せん情じよう的だった。不慣れな体で必死に受け入れようとする姿がいじらしくて、相手が鈴木でなければ恐おそらくつき合っていた。

「忘れろ、あれは一夜の幻まぼろしだ」

　言い聞かせるように何度か心の中で呟つぶやく。

　大体性格が悪いくせに、あんなに顔が良いのは詐さ欺ぎだ。

　性格と比例するような見た目だったら、金曜日のような間ま違ちがいは起こらなかったのだから、悩なやむこともなかっただろう。

　諦あきらめに似た気持ちでそう思い、ふと手が止まっている事に気づく。

　鈴木の事を考えると、つい手元がおろそかになる。かといって、考えまいとしても考えてしまう。

「佐藤先せん輩ぱい」

　自己嫌けん悪おに浸ひたっていると、後こう輩はいから名前を呼ばれた。

「いつものです」

　受話器を手にしたまま言われたその台詞に、どきりとする。

「分かった」

　そう答えて、心の準備ができないままデスクの上の電話に手を伸のばす。

　受話器を耳に当てた瞬間、聞こえてきたのは予想通りの声だった。

『アクセスの鈴木だ』

「お世話になっております」

　金曜の夜に罵ののしりあった相手はベッドの中でのことなんて何もなかったかのように、不ふ機き嫌げんな声で「システムエラーでまた停止した」と言った。

「……大変申し訳ございません」

　仕事に私情を持ち込むつもりはないが、言い慣れたその言葉を口にするのにやけに苦労する。

　プライドという名の踏ふみ絵えを踏む心境だ。

「すぐにリモートで状じよう況きようを確認致いたします」

『……ここまでエラーが出てたら普ふ通つうはオンサイト対応する。リモートで直すって言って直せてないんだから、現地検証に来るのが常識だと思わないか？』

　あの綺麗な顔が言っているとは思えないほどきつい言葉が吐はき出され、返答を待たずに通話が切られる。

　言っていることは尤もつともなので返す言葉もないが、今まで現地検証をさせてくれなかったのは鈴木だ。検証するには一度システムを停める必要がある。それができないと拒きよ否ひしていたのは誰なんだ。

「佐藤君、顔怖～い」

　受話器を握にぎり締しめたまま固まっていると、戯おどけたように平井先せん輩ぱいが言う。

　それを無視して、外出中の部長に電話を入れた。必要があって急きゆう遽きよクライアントのところに向かうと説明すると、「何故なぜ直前になってから報告するんだ」と怒ど鳴なられる。

　怒おこる部長の相手が面めん倒どうになって、適当に流して通話を切ると、検証用の機材をまとめた。

「これから外出？」

「現地検証のご要望なので」

「可哀かわい想そう」

　時計を見ながら他人ひと事ごとのように平井先輩が言う。午後零れい時をさす時計を見て、これでまた昼飯が抜きになりそうだと覚かく悟ごを決める。

　しかし、会社を出てすぐに検証用のサンプルデータを持って来ていないことに気づく。

　慌あわててオフィスに引き返すと、昼休みにもかかわらずまだ平井先輩がデスクに居た。

「お、帰ってくるの早いなぁ」

　忘れ物だと気づきながらも、茶ちや化かすようにそう笑った先輩のパソコンに手をかける。

　自分のパソコンは電源を落としているので、先輩のを借りる方が早い。

「すみません、すぐ済みますから挿入いれさせてください」

　そう言って自分のデスクの上にあった、携けい帯たい用の外部記き憶おく装置を先輩のパソコンに挿さし込んだ。

「おい、ちょっと、待っ……」

「少しだけ」

　そう言ってマウスを離はなさない先輩の手の上に手を重ねて、共有ネットワーク上にあるファイルを挿し込んだ外部記憶装置の中にコピーする。

「いけました。もう大だい丈じよう夫ぶです。ありがとうございました」

　そう言ってマウスから手を離すと、先輩は複雑そうな顔で俺を見上げた。

「……なんか、無む理り矢や理りやり逃にげされた女の子の気分だよ」

　意味の分からない事を口にする先輩に、再度お礼を言ってからオフィスを出る。

　総務から預かった社用車の鍵かぎを握り締めながら駐ちゆう車しや場じように行くと、社名の入った車が一台だけポツンと残っていた。

　車高が低い軽自動車は苦手だが、仕方なく助手席に機材を置いて乗り込む。備え付けのカーナビを頼たよりに車を出し、現地に着いたのは一時間後だった。

　裏口に停めて警備員に事情を告げると、一度電算室に連れん絡らくを取ってから案内される。

　一階の奥まった場所にある電算室のドアをノックして、出てきた女性社員と名乗りあう。案内された室内には数名の人間がいたが、鈴木はいないようだった。

「チーフは今サーバ室の方にいますので、どうぞ」

　女性社員はそう言うと部屋の隅すみにある灰色のドアを指さした。

　一応ノックはしたが返答はない。

「失礼します」

　声をかけながら重そうなドアを開けて隣となりの部屋に入ると、薄うす暗ぐらい窓のない部屋には何台ものサーバが並び、昆こん虫ちゆうの羽音のような低い機械音が聞こえる。サーバ室は肌はだ寒ざむく、汗あせばんでいた背中がすっと冷えていく。

「鈴木さん、いらっしゃいますか？」

　人の気配はするが、姿が見えない。列になっているサーバの間をすり抜ぬけて奥に進むと、一台のサーバの前で眼鏡めがねを掛けた鈴木が蹲うずくまっていた。

「遅おそい」

　こちらを見ずにそう言った鈴木は、サーバラックをあけてランプの色を確かく認にんしている。

　ランプが点てん滅めつしているのを見ると、どうやらコンソールを使わずに直接再起動させたらしい。

　サーバを停めている間、予備のサーバが稼か働どうしているので問題はないが、直接再起動するやり方は推すい奨しようしていない。

　勝手なことをしないで欲しいと思ったが、その文句を口にする勇気はなかった。言い返されるのが目に見えているし、停止したサーバを再度動かすのは直接再起動させるのが一番早い。

「申し訳ございませんでした」

　今の部署に移ってから毎日口にしている台詞せりふを再び吐き出す。

　その度たびに開発者であるもう一人の鈴木への憎にくしみが増す。せめて開発者がもう少しましなシステムを作っていてくれたら、せめて仕様書だけでも残してくれたら、と考えても仕方ないことを考えてしまう。

　正直に言えば鈴木が怒るのも無理はない。こんな不完全なシステムを押しつけられたら、誰だれだって怒るだろう。

「これだよ、あんたのところのサーバ」

　嫌いやそうに言って鈴木は立ち上がり、俺に向き直る。

　二日ぶりに見る顔は、相変わらず整っていた。人形めいた顔は無表情で、そこに何らかの感情を見つけることはできなかった。

　恐らく、鈴木も俺と寝ねた事を後こう悔かいしているんだろう。

「早さつ速そく検証させて頂きます」

　ため息を飲み込んでそう言うと、鈴木の傍かたわらに跪ひざまずいて検証用のノートパソコンを起動させ、有線で繫つないでサーバの中身を確認する。

　鈴木は別のサーバラックの扉に凭もたれて、俺が検証する様を見ていた。

　鈴木が近くに居ると思うと、普ふ段だんより少し緊きん張ちようする。必要なログを漁あさっていると、不意に背後からため息が聞こえた。

「念のための確認だけど、金曜の夜のことは誰にも言うなよ」

　お互たがい暗あん黙もくの了りよう解かいで、なかったことにするつもりだと思っていただけに、釘くぎを刺さされてマウスを操作していた手が止まる。

　振ふり返らずに平静を装いながら「言いませんよ」と返す。

　そもそも言えるわけがない。酒に酔よった挙げ句に同性のクライアントに手を出したなんて、一体誰に言えばいいのかも分からない。

「それならいいけど。そういうの自じ慢まんしそうなタイプに見えたから」

「はぁ？」

　思わず振り返ると、鈴木は気怠そうに「自己顕けん示じ欲よくの強いタイプって、やたらと性的な経験値の高さをアピールするから」と言った。

「自己顕示欲、強そうに見えますか？」

　辛かろうじて敬語で聞き返すと鈴木は「ああ」と言った。

　自分では目立ちたがり屋だと思ったことはないし、指し摘てきされたこともない。いきなりそんな風に鈴木に言われ、戸と惑まどいながらもむっとする。

　それも俺の外見が人に与あたえる印象なのだろうか。

「自分との関係を言いふらすな、なんてよほど鈴木さんは自意識があるんですね。俺はどちらかというと自分に自信がない人間なんで、ある意味羨うらやましいです」

　普段仕事中にクライアントに何を言われても冷静でいられるが、それが鈴木相手だと途と端たんに子供っぽく反はん抗こうしてしまう。

　金曜日に体を合わせたりしなければ今の厭味ぐらい流せた気もするが、一度変に体だけ先行して親しくなってしまったから、冷静な大人の対処ができなくなった。

　厭味に厭味で返すと、明らかに鈴木の機き嫌げんが悪くなったのが空気を通して伝わってくる。

「自意識過か剰じようなのは俺の方か？　飲み屋からホテルに行く途と中ちゆうに女を見て、声をかけられそうで面倒だからと道を変えたのは誰だ？」

　その台詞に金曜日のことを思い出す。

　飲み屋を出た時に前方から歩いて来た女二人と目が合った。声をかけられる予感がして、それを避さけるために横道に入ったのだ。

　自意識過剰だとは思わない。その手の予感は実際よく当たるし、声をかけられそうになったのは自分だけでなく、鈴木にも要因があると思っている。

　一分の隙すきもなく整った顔の男が、酒に酔ってほんの少し崩くずれていた様は今思い出してもぞくりとくる。同性ですら抗あらがいがたい性的魅み力りよくを感じたんだ。異性がそれを感じないわけがない。正体が判明した今となっては、悔くやしいから目の前の男には絶対に教えるつもりはないが。

「俺のことを自意識過剰で自己顕示欲過多だと思うなら、それはそれで結構ですよ。どうせ仕事上でしかつき合わないんですから、問題ないでしょう？」

　鈴木が金曜のことをなかったことにしたいと思っているように、俺も同じだと暗に仄ほのめかす。

「そうだな、仕事相手に求めるのは〝正確な仕事を迅じん速そくにこなす能力〟だけだからな。今問題なのは、お前にそれがないことだ。性格のことまで指摘して悪かった」

　───……こいつ。

　土曜を返上して今日も昼飯抜きでこうして出向いて現地検証を行っているのに、先さき程ほどから度重なる厭味に忍にん耐たい力が限界に達する。

　相手はクライアントだ、と頭では分かっているが理性より先に感情が口を動かす。

「性格に問題があるのはどっちだよ」

「なんだと？」

「さっきからぐだぐだうるさくて全然仕事に集中できない。しばらく話しかけないで貰えますか？」

　俺の言葉に鈴木は一いつ瞬しゆん怒おこった顔を見せたが、「何様だ」と口にするとそのまま大人しくサーバ室を出て行った。俺はしばらく静かになったサーバ室で作業をしていたが、一度データを持ち帰らない限り詳くわしい解かい析せきは無理だ。尤もつとも、サーバを停とめた状態のデータでないから、どこまで正確な解析ができるかは分からないが。

　データだけコピーして一時間足らずでサーバ室を出ると、部下に指示を出している鈴木の姿が見えた。

　女子社員がうっとりとした顔で鈴木を見上げている。

　容姿に騙だまされるなよ、と心の中でその女子社員に警告すると、それが聞こえたかのように鈴木が俺を見た。

「それで、原因は分かったのか？」

「とりあえずデータはコピーしたので、一度社に持ち帰り解析して原因を究明します。現在システム自体を安定したものに修正していますので、アップデートできるようになりましたら再度こちらで作業させていただきます」

　そう言って頭を下げると、鈴木は「修復までのスケジュールを出してできるだけ早く送ってくれ」と言って、眼鏡めがねの位置を直す。

　鈴木がかけている眼鏡は以前俺が壊こわしたものと似ていた。

　それをかけることでより知的に見えたが、眼鏡をしていると泣きぼくろがよく見えない。

　それが気になって無意識に指を眼鏡に伸のばす。

　触ふれる直前で、鈴木が訝いぶかしむように視線を上げる。

「何か？」

　俺の中ちゆう途と半はん端ぱに伸ばした指先を一いち瞥べつして言われたその言葉に「いえ、すみません」と謝る。

　俺は自分の不可解な行動に驚おどろきながら、一礼してから電算室を出た。

　リノリウムの廊ろう下かを歩きながら、一体自分は何がしたかったのかと伸ばした指先を見つめたが、そこに答えが書いてあるはずもなかった。










「今日も残業か」

　コンビニで買ってきた菓か子しパンを一人きりのオフィスで食べていると、帰社した平井先せん輩ぱいにそう声をかけられた。

「たまには早く帰れよ」

「きりの良いところまでやってから帰ります」

　先輩は「がんばるね」と言うと、給湯室に消えてから俺と自分のマグを手にして戻もどってきた。

「ありがとうございます」

　そう言ってマグに手を伸ばす。中にはコーヒーが入っていた。

　一口飲むと、柔やわらかな香かおりが鼻に抜ぬける。インスタントだが、他人が淹いれてくれると美味うまく感じる。

「折せつ角かくの週末なのにな」

「どうせ独りですから、関係ないですよ」

「そうなの？　お前が独り身なんて勿もつ体たいないな。つき合いたい女は居ないわけ？」

　意外そうに先輩が片眉まゆをあげる。俺は無言で肩かたを竦すくめた。

　前につき合いたいと思った相手は人妻だった。彼女にとって俺は後あと腐くされなく遊べる相手だった。その辺りの見み極きわめができなかったのは俺の落ち度なのかもしれない。

　ふられて深く傷ついたが、鈴木と寝ねてからはそんなこと思い出しもしなかった。

「なら、女子社員に教えてやろう」

「どういう意味ですか？」

「佐藤のこと狙ねらってる子多いから、女と別れたって知ったら喜ぶかと思って」

「そんな子いるんですか？」

「いるよ」

　そう言うと先輩は指を折りながら社内の人間を数える。総務と経理、営業や広報、秘書課や代理店の担当者の名前まで出てきた。

　その子達が本当に俺を狙っているのかどうかよりも、何故なぜその子達が俺を狙っていると平井先輩が把は握あくしているのかのほうに興味がある。

「お前どんな子がタイプなんだ？」

「紹しよう介かいしてくれるつもりですか？」

　同じ会社でもフロアや部署が違ちがえば、ほとんど接点がないので、どんな女が同じ会社で働いているのかよく知らない。

　それに新しい彼女が欲しいとも思えなかった。

「してほしいならしてやるよ。言ってみな」

「そうですね」

　考えるが具体的に浮うかばなかった。

「今のところは仕事が恋こい人びとですから」

「うわ、枯かれてる」

　先輩はそう言うと、いつも持っている飴あめを取り出す。

　手を差し出すと、俺にもくれた。口の中に放り込んでから「ソーダ味」だと気づく。随分と子供っぽいものを食べているなと思いながら、仕事の続きに取り掛かかっているとサポート用の携けい帯たい電でん話わが鳴り出す。

　着信メロディでその電話の主が分かり、思わず口にしたばかりの飴をガリッと嚙かんだ。

　俺のその反応で、先輩も相手が分かったらしい。

「なんだ、折角飲みに誘さそおうと思ったのに」

　そう言って肩を竦めた先輩を横目に電話に出ると、案の定かけてきたのは鈴木だった。

『システムが止まった。連動してるほかの機械も止まってる。サーバを再起動させたが、直らない。早く直してくれ』

　鈴木は言いたいことだけ言うと、焦あせった様子で通話を切った。

　今までは不ふ機き嫌げんな声を出しても逼ひつ迫ぱくした空気は無かったのに、今回はどうやら相当やばい事態らしい。

　急いでリモートを繫つなぐが、状じよう況きようが確かく認にんできない。仕方なくため息を吐ついて立ち上がる。

「すみません、戸と締じまりお願いします」

「今から現地？」

　気の毒だというニュアンスが込められた言葉に頷うなずき、検証用のノートパソコンとバッグを持ってオフィスを出る。社用車の鍵かぎを管理しているのは総務だ。午後十時を過ぎて、総務があるフロアは真っ暗で、鍵も締しまっていた。

　社用車を諦あきらめて、駅に向かう。歩きながら部長に電話を入れたが、通じないので舌打ちと共に携帯を胸ポケットに仕し舞まった。

　やってきた電車に飛び乗ると、ちょうど携帯にメールが届く。画面には「大おお島しま」と表示されていた。

　警備部時代の取引先の担当者だ。同時にこの間俺をふった人妻でもある。別れを切り出されて以来一度も連れん絡らくがなかったが、なぜか今日に限ってメールが来た。

　今夜会えないか、という文章に無理だと返す。

　今いま更さらなんでこんなメールが届くのかと思い、すでに未練がないことに気づく。

　もしも先週の金曜日、鈴木と寝る前に届いていたら、のこのこ会いに行っていたかもしれない。

「結けつ婚こんしてるのに、他のやつとつき合うってどんな感覚だよ」

　恋人が居るのに、夫が居るのに別の相手と体を重ねる連中の気持ちが分からない。だから学生時代からの友人たちから「堅かた物ぶつ」と言われるのだろうか。

『お前みたいな真面目まじめなのがいるから、理系は頭が固いと思われるんだよ』

　常に二、三人の女たちを引き連れていた同じ理系の友人の言葉に、呆あきれたのを未いまだに覚えている。

　俺からすれば「堅物」ではなく「常識」だ。だからこそ自分が知らぬ間に浮うわ気きに加担していたという事実に落ち込む。

　けれど好きな相手と念願かなって結婚できて、それでいて他の男に手を出す心理なんて一生分からなくて良い。それなら堅物で結構だ。

　電車が目的の駅に着いてから急いで駅を出ると、その場に待機していたタクシーに乗り込む。

　相手の会社の裏口に横付けされたタクシーを降りて、前回の記き憶おくを頼たよりに電算室に向かうと、そこにいたのは以前一度会ったことのある女子社員だった。

「お世話になっております。イーネットの佐藤です。鈴木さんはどちらにいらっしゃいますか？」

「サーバ室です」

　泣きそうな顔でそう言った女子社員は、焦ったように真っ黒なモニタと俺の顔を交こう互ごに見つめた。

「あの、すみません……、私が弄いじってしまったせいで不具合が起きたみたいで」

　彼女がそう言い終わるのを待ってから、サーバ室に入る。

　前回と違って電気がつけられているので、部屋の中は明るかった。

　鈴木はすぐに見つかった。うちの会社とは別のサーバの横で説明書を片手に膝ひざを突ついている。

　今日はスーツではなく黒いジーンズと白いＶネックというラフな格好をしていた。髪かみ型がたもいつもと少し違う。

「イーネットのシステムが原因じゃないみたいだ」

　俺の姿を見ると、鈴木はため息混じりにそう言った。

「折角来て貰もらったのに悪かった。帰って良い」

　心底嫌いやそうだが、それでも非を認めて謝る鈴木を意外に感じた。開き直るのかと思いきや真しん摯しな態度に、こっちも肩に入っていた力を抜く。

「原因はこれですか？」

　英文で書かれた国外のメーカーの説明書を覗のぞき込んでそう尋たずねる。

「ああ」

「うちのシステムと連れん携けいしているものですよね」

「そうだ。お前のところと違って午後五時を回ったらサポートセンターにも繫がらない」

　製造元はアメリカの会社だ。日本での販はん売ばい元もとは一応カスタマーサポートの窓口を設けているが、この会社のスタッフは基本的にマニュアルに書かれている以上の回答はできない。マニアックな質問は一度製造元に投げられ、そこからメールを介かいして販売元に回答が届き、ユーザーに伝えられる。二次、三次の質問が出たら何度もそのルートを辿たどらなければならない。

　もしもサポートセンターに繫がったとしても、すぐに問題を解決するのは無理だっただろう。

「基本的にうちもそうなんですけどね」

　鈴木に教えているサポート用の携帯番号は特例だ。俺の前任者が担当だったときに、鈴木から「取引をやめる」と言われ、慌あわてて「時間外もサポートを行う」と提案したらしい。

　部長がしたその安やす請うけ合いのせいで、確実に俺の睡すい眠みん時間は削けずられている。面めん倒どうをかぶるのはいつだって担当者だけだ。

「端末見させて貰っていいですか？」

「分かるのか？」

　疑うように鈴木が俺を見る。お前にできるのかという目に、技術者としてのプライドが疼うずく。

「折せつ角かく来たんだから、できる限りの事はしてみます。うちのシステムを改良するに当たって、連携してるシステムの仕様書は一通り読み込んでありますから」

　鈴木がサーバ室を出て電算室にあるモニタの前に俺を案内する。

　先ほどの女子社員はどうしていいのか分からずに、おろおろと俺たちの動向を見守っていた。

「サーバを再起動したから一応繫がるが、使用しているとすぐにお前のところのシステムごとダウンする」

　鈴木は手短に状況を説明して、問題のメーカーのシステムを起動させた。

「ログの場所は？」

「一応あるにはあるが」

　問題のシステムのログを見せてくれたが、あまり重要なものは残っていなかった。

　仕方ないので、うちのシステムのログを見る。うちのシステムを巻き込んで停止するなら、こちらに問題のシステムのログが残っているはずだ。

　予想は的中した。ログを順番に読めば、何が起こったのか簡単に分かった。尤もつともエラーは番号で表示されているものもあるので、社外の人間である鈴木が読んだとしても、訳が分からないだろうが。

「……データ参照時の負ふ荷かで問題のシステムがダウンしているみたいですね」

　問題のメーカーのオーバーロードに巻き込まれて、うちのシステムが停止しているようだ。システムの方の中身を見て、参照しているデータを調べる。データの中身は膨ぼう大だいだったが、規則性があるので、すぐに見方が分かった。

「データに不具合があるみたいですね」

　そういうと、それまで沈ちん黙もくしていた女子社員が「あ」と声を上げた。

「どうした？」

　鈴木がそう尋ねると「そういえば、一番初めにダウンしたのはデータを取り込んだ直後でした」と答える。

「現時点でデータの内容まで解かい析せきできませんが、とりあえず問題が起きた時間の前後に取り込んだデータを全部消してから再度再起動させます」

　データのバックアップがあることを確かく認にんしてから、口にした通りの動作を行う。取り込んだデータを全部消すのは影えい響きよう範はん囲いが大きいので少し面倒だったが、一時間もかからずに無事に再起動させることができた。

　基幹システムが動くことを確認すると、責任を感じていたらしい女子社員はほっとしたように椅い子すに座り込む。

　モニタから顔を上げると、鈴木が部屋からいなくなっていることに気づく。

　いつの間に消えたのだろうと思っていると、女子社員が「本当にありがとうございました」と脱だつ力りよくしたような顔で言った。

「いえ、いつもうちのシステムでご迷めい惑わくをかけてますから」

「でも、佐藤さんには真摯に対応して頂いて、とても助かってます。前の人は何を訊きいてもすぐに〝分からない〟って言うし、その前の開発者の人は社会人としてどうなのかなって人だったから。人の目をみてしゃべらないし、挨あい拶さつもしないし」

　自社の社員に対する手厳しい意見に、思わず謝罪の言葉を口にすると、女子社員が慌てたように手を横に振ふった。

「佐藤さんを責めてるわけじゃないんです。でも、本当に担当が佐藤さんになって良かったです。この間もチーフとそう話してたんですよ」

「鈴木さんと？」

「はい。佐藤さんになってから迅じん速そくに対応して貰えて仕事がしやすいって」

　女子社員はそう言ったが、鈴木が俺のことを評価しているとは思えなかった。電話越ごしの声はいつも不ふ機き嫌げんで、苛いら立だっている。

「ところで、佐藤さんておいくつなんですか？」

「二十六です」

「じゃあチーフと同じ歳ですね」

　その言葉に驚おどろく。確かに見た目は俺と同年代だが、こんな大きな会社で電算室のチーフを一任されるぐらいだから、もっと年上だと思っていた。

「凄すごく優ゆう秀しゆうな方なんですね」

「そうですよ。それにチーフは元々工学系でも理系でもなかったんですから」

　女子社員はまるで自じ慢まんするようにそう言った。どうやら部下には好かれているようだ。

「そうなんですか？」

「経済学部卒だって聞いてます。入社してからシステム部に配属されて、そこから死ぬ気で覚えたって言ってましたね」

　俺はもともと高専から編入試験を受けて大学に入った。現在仕事で使用している知識は高専の五年間と、大学での二年間を合わせて七年間で培つちかった。

　鈴木と会話をしていて知識不足を感じることはないから、鈴木は入社してからの四年間で俺の七年間分の努力をしたということだろう。

「相当な努力家だ」

「そうなんです。がんばり屋さんで、格好良くて、ストイックに見えて時々ワイルドっていうか、そういうところ……なんか佐藤さんとチーフって似てますよね」

　うっすらと頰ほおを赤らめて、女子社員がそう言って上うわ目め遣づかいに俺を見る。そういうところも何も、女子社員と会うのは二回目で、ちゃんと話をしたのは今日が初めてだ。

　外見のイメージだけでそんな風に決めつけられても困る。

　思わず見つめ合っていると不意に「いつの間にそんなに仲良くなったんだ？」と鈴木の声が聞こえた。

　振り向むくと、鈴木がドアのところに立っているのが見える。

　やましいことなど何一つないのに、女子社員はカッと頰を赤くして「サーバの再起動がうまくいったみたいなので、動作確認します」と早口で言うと、マウスを忙せわしなく動かす。

　その様子を見て、鈴木は彼女のデスクに缶かんコーヒーを置く。

「どうぞ」

　鈴木は俺にも同じ銘めい柄がらのコーヒーをくれた。

　それから近くのデスクに寄りかかると、自分の缶のプルトップを開ける。

　口を付ける動作を見て、先週末にビールを飲んでいた口元に見み惚とれたのを思い出す。

　疲つかれていても絵になる男だと改めて見つめていると、視線が合った。

「何か？」

　不機嫌というよりは、不思議そうに尋たずねられて、返答に困る。

「私服姿が珍めずらしかったもので」

　素す直なおに見惚れていたとは言いたくないし、言えないので代わりに当たり障さわりのない言葉を口にした。

「システムがダウンしたから、私が慌てて非番のチーフに連れん絡らくをして来て貰もらったんです」

　鈴木の代わりに女子社員が答える。

　システムにこき使われているのはどうやら俺だけではないらしい。

「何かあったらいつでも呼んで貰って構わない。それより、女の子なのに夜一人で担当させて悪いな」

　この電算室は二交代制で二十四時間誰だれかが管理している。それだけ重要なシステムがここで扱あつかわれているのだ。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。電算室には一人ですけど、他のフロアにはたくさん人がいますから。それより本当にごめんなさい。もしかして佐藤さんもチーフも、今日はデートの予定とかあったんじゃないんですか？」

　思い返せば先週居酒屋でも似たようなことを言われた。先さき程ほども先せん輩ぱいに気の毒そうな顔をされたばかりだ。

　これだけ周りにその手の質問をされると、恋こい人びとを作らなければならない気分にさせられる。

「俺はなかったから。気にしなくて良い」

　鈴木がそう言うと、女子社員が俺に視線を向ける。

　どうせ仕事をしていたと告げると、女子社員はほっとしたように「よかった」と胸を撫なで下おろす。

「動作確認はできたのか？」

　女子社員はモニタを覗のぞき込んでから「問題ありません」と答える。

「間ま違ちがってるかもしれないデータはどうしますか？」

「それは明日俺が解析する」

　鈴木はそう答えると、自分のデスクにあった車の鍵かぎを手に取った。

「じゃあ、また何かあったら呼んでくれ」

「はい。佐藤さんもチーフもありがとうございました」

　頭を下げられて、それに会え釈しやくを返してからまとめた荷物を持って鈴木と一いつ緒しよに電算室を出る。

「取引先の人間に手を出すのが趣しゆ味みなのか？」

　ドアを閉めた瞬しゆん間かん、鈴木は嘲あざけるように言った。

「手なんか出してませんよ」

　仮にもし先程の女子社員がその気でも、彼女が鈴木の部下である限り手を出すことはない。これ以上鈴木との関係をややこしくするのは俺の本意ではないし、何より先程の女子社員は俺のタイプじゃない。

　それに向こうは俺よりも鈴木に夢中のようだ。

「どうだかな」

「そんな気力ない」

　連日システムを修復するために残業しているので、ろくに睡すい眠みん時間が摂とれない。そのせいで疲ひ労ろうが溜たまっていた。とても女を口説く気分じゃない。

　さっさと家に帰って風ふ呂ろに入って、ビールでも飲んでから布ふ団とんに入りたいが、薄うす暗ぐらい廊ろう下かを裏口に向かって歩きながら覗き込んだ腕うで時計は無情にもとっくに十二時を回っていた。

　終電が既すでに出てしまっているのを確認して、タクシーを呼ぶためにスーツのポケットにねじ込んだ先程の領収証を取り出す。

　そこに印刷されている電話番号にかけようとしたところで、鈴木が「駅まで送ってやるよ」と口にした。

「駅までっていうよりホテルまでなんで、気にしないでください」

「終電逃のがしたのか？」

　その返答に頷うなずくと、鈴木に「家は？」と訊かれた。

　噓うそを吐つく理由もないので、素直に住所を答える。

「俺の家から一時間かかるな」

　家まで送ることを考えているのかもしれない。流石さすがにそこまでして貰う義理はない。

「明日は休みだから、どこかのビジネスで一いつ泊ぱくして明日の朝帰りますよ」

　鈴木は少し迷った後で「うちに泊とまるか？」と言った。

　先程まで厭味を言っていた奴やつの台詞せりふとは思えず、眉まゆを寄せる。

　これは何の罠わなだろうと、一いつ瞬しゆん本気で考えた。

「この辺、安いホテルないからな。それに今回の件はうちのせいだから」

　鈴木はそう言って俺に背を向けてから「ああ、安心しろ」と挑ちよう発はつ的に笑いながら振ふり返った。

「寝ね込こみ襲おそったりなんかしないから」

　からかうような表情に、一瞬不ふ埒らちな想像が頭を掠かすめる。

「どうする？」

　俺の返答を待っている鈴木を見て、もしかしたら歩み寄ろうとしてくれているのだろうかと考えた。

「じゃあ……お言葉に甘えて」

　そう言うと鈴木は微笑ほほえみとも呼べないような小さな笑えみを口元に載のせる。

　それは悔くやしいぐらいに魅み惑わく的で、相手が鈴木だと分かっていても胸がざわめいた。










　鈴木の家は駅から少し離はなれた郊こう外がいにあった。

　車の中ではほとんど会話がなかったので、車が郊外の住宅地で停車したときは息苦しい沈ちん黙もくから逃れられるとほっとした。

「こっちだ」

　駐ちゆう車しや場じようから歩いて数分のところにある鈴木のマンションは、単身者向けというよりはファミリー向けのようだった。

　エレベーターに乗り込み、階数ボタンを押す指先を見ながら、大した知り合いでもない鈴木の家に泊まることに今いま更さらながら戸と惑まどいを覚えた。

「本当にいいのか？」

　先程は安易に挑発に乗ってしまったが、金曜のことをなかったことにするなら、鈴木と俺の関係は仲の良くない取引相手だ。

　そんな相手を、普ふ通つう家に泊めるだろうか。

「襲われると思って怯おびえているのか？　だから自じ意い識しき過か剰じようだっていうんだ」

　相変わらず癇かんに障る言い方をする鈴木に、歩み寄りは勘かん違ちがいだったかと思ったが、結局促うながされるままにエレベーターから降りる。

　鈴木の家は十五階建てのマンションの最上階の角部屋だった。一人暮らしには広すぎるように思えた。しかし部屋を見る限り、鈴木以外の人間が住んでいる気配はない。

　部屋の中は男の部屋とは思えないほど清潔で綺き麗れいだった。もしかしたら恋人が通いつめているのかも知れないと考え、金曜の夜にふられていたのを思い出す。

　だとしたら、鈴木が自分で掃そう除じをしているのだろう。

　激務のわりには掃除が行き届いていることに感心する。

「シャワー、先に使っていい」

　鈴木はそう言うと、靴くつを脱ぬいでから台所に直行し、冷蔵庫からビールを取り出す。

「失礼します」

　そう言って上がり込むと、鈴木が嫌そうな顔をする。

「その、中ちゆう途と半はん端ぱな敬語はやめてくれ。仕事外でまで敬語を使わなくても良い」

「分かった」

　正直そちらの方が助かると思いながら、案内されたバスルームに向かう。

　本当は湯船に浸つかりたかったが、他人の家の風呂を長時間占せん領りようするわけにもいかないので、シャワーだけで我が慢まんする。

　風呂からあがると、用意してあったＴシャツとスウェットを借りた。

　リビングではビールを手にした鈴木がニュース番組を見ている。

　自分が見ているものと同じニュース番組だ。いつものように美人で清せい楚そな女性キャスターに見入っていると、近づいてきた鈴木に缶かんビールを手て渡わたされた。

「飲むか？」

「どうも」

　眼鏡めがねを外しながらバスルームに消える鈴木を見送る。

　やたらと座り心地ごこちの良いソファに埋うずもれるように腰こし掛かけて、プルトップを開ける。

　疲つかれた体に染しみ渡わたるビールの味が心地ここちよい。これだけで幸せになれる自分を単純だと思いながらも、他人の家だということも忘れてくつろいだ気持ちになる。

　家主の性格を反映するような、落ち着かない部屋なんじゃないかと懸け念ねんしていたが、鈴木の家は不思議と居い心地ごこちが良い。

　部屋は整っているが神経質なほどではなく、物は多くないが素っ気なさは感じない。

　観葉植物が多いのがくつろげる理由かもしれない。一日中無機質で乾かん燥そうしている空間に閉じこめられていると、こういうものに癒いやしを求めるようになるのだろうか。

　ソファから近い距きよ離りにある観葉植物の葉を指先でいじる。

　南国に自生していそうなイメージの幹と葉の形を面おも白しろく思っていると、バスルームから鈴木が出てきた。大おお雑ざつ把ぱにタオルで髪かみを拭ぬぐいながら、テレビに視線を向ける。

「横よこ這ばいだな」

　鈴木はテレビに映る日経平均株価の折れ線を見ながらそう言うと、ミネラルウォーターのペットボトルを手にして俺の隣となりに座る。

　大きなソファなので、隣に座っても触ふれ合うことはないし、不自然でもなかったが、俺の方が妙みように意識してしまった。

　それは鈴木から漂ただよう何とも言えない色いろ香かのせいだろう。

　同じ男だとは分かっているのに、落ち着かない気分にさせられる。

　触れたいと思うのは、その体を抱だいた時の快感を覚えているせいだろうか。

「何か買ってるのか？」

「ギャンブルはしない」

　株取引は鈴木の中でギャンブルに分類されるようだ。確かに、賭かけと言われればそうだ。しかもルーレットや麻マー雀ジヤン以上の金額が浮うき沈しずみする。

　ということは東証は日本最大の賭と博ばく場になるのか。

「確かに勝利の女め神がみには嫌きらわれそうだな」

「どういう意味だ」

「神話の神様は嫉しつ妬と深ぶかいんだろ？　自分より綺麗な顔した男の味方なんかするとは思えないな」

「……お前、いつもそんな頭の軽い台詞で女を口説いてるのか？」

　呆あきれたように鈴木が言う。口説いたつもりはなかったが、反はん芻すうしてから恥はずかしい台詞だと気づく。誤ご魔ま化かすように「冗じよう談だんだ」と言ったが、鈴木は相変わらず醒さめた目で俺を見る。

　眼鏡を通していない素す顔がおのほうが、実じつ年ねん齢れいよりも少しだけ若く見えた。

　鈴木が手を伸のばしてテーブルの上にあった空気清せい浄じよう機のリモコンを取る。その時ふわりと香かおったのは自分も使用したソープの匂においだった。動どう揺ようする自分をどうにか誤魔化していると、壁かべ際ぎわの空気清浄機がうなり声を上げた。

　しかし要求通りに動かないのか、鈴木は諦あきらめたようにリモコンをテーブルの上に戻もどすと、直じかに空気清浄機のボタンを押すために立ち上がる。

「組み込み系はこれだから」

　拗すねたような言葉が子供っぽくて、思わず少し笑う。

　普ふ段だんは複雑なネットワークを管理しているのに、家電を叩たたいて直そうとしているのがおかしい。確かに不具合を起こす組み込み系のシステムに対してできることと言えば、叩いて接せつ触しよくを確かめるぐらいだが、そのやり方は諸もろ刃はの剣つるぎだ。

　鈴木が繊せん細さいなのか大雑把なのか分からなくなる。取り澄すましているかと思えば、時々こんな風に子供みたいなことをする。

「笑うな。仕事では制せい御ぎよ系に、プライベートでは組み込み系にこき使われるなんて不ふ愉ゆ快かいだ。俺の夢は手のかからないシステムを自分の会社で作ることだ」

　鈴木は文句を並べながら、「まずはスムーズに動く空気清浄機を作ってやる」と冗談とも本気ともつかない事を言って、憮ぶ然ぜんとしたまま家電と格かく闘とうしている。

「自分の会社？」

「起業するんだ」

　その言葉に「あんたもか」と呟つぶやくと、興味深そうに鈴木が振ふり返る。

「お前も？　まさか年内じゃないだろうな」

　あのシステムを残していくのは許さないというように、鈴木が目を眇すがめた。

「そこまで無責任じゃない。一応資金は貯ためてるけど、まだ明確な時期は決めていない」

　最近は自分の夢を考える暇ひまもなかった。とにかく日々の仕事に追われて、今の部署に移ってからは忘れていた。

「何がしたいんだ？　まさか空気清浄機が作りたいわけじゃないんだろう？」

「当たり前だ。ニッチすぎる」

　よほど今使っている空気清浄機が気に入らないらしい。空気清浄機のみを製造するメーカーが厳しい不ふ況きようを生き残れるとは思えない。

「ウェブシステムの構築をメインにした会社を興おこしたいんだ」

　頭の中にある構想を口にした。具体的な内容を話すことに抵てい抗こうは感じなかった。

　警備部時代の上司に提案したこともあったが、コストがかかりすぎると却きやつ下かされた。

　それから厳密な見積もりを作成した。上司の言うとおりコストがかかっていたから、削さく減げんできる方法を考えた。再び企き画かく書しよを作った時に上司は「後押ししてあげるから主任になったら、企き画かく会議で発表してみなさい」と言ってくれた。

　もしも会社が俺の企画書を受け入れてくれるのなら、会社で作りたい。けれどもう一度却下されたら、その時は自分で会社を興して作ろうと思っている。

　鈴木は俺の構想を黙だまって聞いていた。

「面白いな」

　真しん剣けんな顔でそう言って、厭味じゃない笑え顔がおを見せる。

　それからいくつか専門的な事を訊きかれた。質問に対する回答が終わった後で、鈴木はもう一度「面白い」と言った。

　鈴木に認められるのはおかしな感じだったが、悪くなかった。

「資金は幾いくらぐらい貯まってるんだ？」

「一千万程度だな」

　ボーナスのほとんどと残業代を貯め込んで、やっと大台に手が届いたところだ。

「俺もその程度だ。二人合わせれば充じゆう分ぶん起業できるな」

　冗談交じりに鈴木が呟く。その場合共同経営者という立場を取ったとしても、どちらが代表になるかで確実にもめそうだ。

「受うけ付つけ嬢じようは俺に選ばせてくれ」

　そう軽口を返すと、鈴木は「なら、秘書は俺が選ぶ」と言った。

　受付嬢や秘書よりも、まずは営業や経理だろうと二人して笑う。

　しばらくして鈴木がいじっていた空気清浄機が音を立てて乾いた空気を吐き出す。

「そういえば、もともと経済学部だったんだってな。あんたはどうして起業したいんだ？」

　ソファに座り直し、真剣にニュースを見ている横顔にそう話しかけると、鈴木は「今の会社にはマーケティングがやりたくて入ったんだ」と言った。

「内定を貰もらった時の部署は広報部マーケティング課だった。でも、入社後まわされたのはシステム部だった。二年で知識を詰つめ込んで、三年目から今の会社に出向してる」

　プログラムのことなど何も知らない文系の人間が、三年目であんな巨きよ大だいなネットワークを任されるなんて、最初は相当な負担だっただろう。

「酷ひどい会社だな」

　しかし、それでも鈴木は電算室のチーフを任されている。

　入社後にシステムを学んだ人間にしては、この世界の知識も深い。それを考えると、強あながち人事部の目が節穴とも思えない。

「だけどお陰かげでシステムの知識が身に付いた。この知識を使って会社を興して、マーケティングシステムの支し援えんや構築を事業として行いたい。確かに会社のやり方には納なつ得とくできない部分もあるが、結果的にはプラスになった。それに、不条理なのはどこの会社も一いつ緒しよだろう？」

　同意を求めるように鈴木が俺を見た。

「お前だって開発者が逃にげたせいで別部署から異動させられて、いきなり厄やつ介かいな荷物を押しつけられたんだろう？」

　開発者が逃げた、なんて社外秘の情報をどうして鈴木が知っているのかと驚おどろく。

「前任者の女の子が言ってた。〝自分が作ったシステムじゃない。自分は開発者が逃げたから押しつけられただけだ。入社二年目で何もわからない〟」

　その言葉に頭痛を覚えた。

　前任者の女子社員は既すでに退職している。結局一ヶ月もサポートを担当していなかったらしい。

　お陰で引き継つぎのときにもろくにシステムを把は握あくしていなかった。

　気持ちは分かるが、それをクライアントに言うのはどうなんだ、と今はどこにいるとも知れない前任者に呆れる。だが、確かに入社二年目であのシステムを担当させるのは間ま違ちがっている。そうなると、担当者に経験の浅い社員を選んだ部長の責任でもある。

「悪い」

　思わず謝った。新しく担当者になったと挨あい拶さつをしたときから、鈴木の態度が悪かった理由がようやく分かった。

　開発者と前任者のせいで、うちに対する信用度は既にゼロどころかマイナスだったのだろう。

　不信感も露あらわに文句を言われていた理由がシステムのせいだけではないと分かり、納得すると同時に罪悪感が芽生える。

「うちは直してくれたらそれでいい。今いま更さら他社のシステムに乗り換かえるなんて、面めん倒どうなことはしたくない。金もかかるし、俺の責任も問われる」

「できる限り早く直すようにする」

　申し訳ないと思い心からそう言うと、鈴木はそれ以上うちの会社やシステムに対する文句を口にはしなかった。

　その代わりにニュース番組を見ながら、取り上げられる話題や時事問題について当たり障さわりのない会話をする。鈴木は少し眠ねむそうに見えた。

　男友達といる気分で「そろそろ寝ねるか」と切り出す。

　鈴木が俺の言葉に半ば閉じかかっていた瞼まぶたをぱちりと開く。

「どこで寝る？」

　そう尋たずねられて、どきりとした。

　先さき程ほどまでは違い和わ感かんなく振る舞まっていたが、男友達とはセックスなんてしない。

　不意に挑ちよう発はつするように俺を家に誘さそった鈴木の言葉が脳のう裏りを過よぎる。

　同時にホテルで目にした痴ち態たいがまざまざと蘇よみがえる。発情している時の鈴木の熟うれた体を思い出し、やたらと喉のどが渇かわいた。

　鈴木は俺の返答を待たずに小さな欠伸あくびをしながら寝しん室しつに向かい、しばらくして薄うす手でのチャコールグレーのブランケットを持ってきた。それをソファの端はしにばさりと置く。

「俺はベッドで寝る。一つしかないが、広いから一緒に寝てもいい。ソファを使ってくれても構わない」

　そう言って鈴木が寝室に消えるのを見送る。素っ気ない態度に安あん堵どしながらも、少し落らく胆たんする。

　───何を期待してるんだ。

　自分に呆あきれながら再びバスルームを借りて、頭を冷やすために水で顔を洗う。

　用意されていた真新しい歯ブラシで歯を磨みがいた後で、僅わずかに逡しゆん巡じゆんしてからリビングの電気を消して、ブランケットを手に寝室のドアを開ける。室内は真っ暗だった。

　目が慣れると寝室には男二人で寝ても余よ裕ゆうがある大きなベッドがあり、ここでも観葉植物が壁かべ際ぎわに並んでいる。そういえば洗面台にも小さな観葉植物の鉢はちが置かれていた。この家には至る所に植物が置かれているらしい。

　ベッドの上には当然鈴木がいた。こちらに背を向けて薄うすいブランケットにくるまっている後ろ姿を見ながら、ぎしりと音を立ててベッドに入る。枕まくらがないので自分の腕うでに頭を乗せながら、天てん井じように視線を向ける。何も見えない。だけど、今は何も見えない方が良い。

「明日何時に起きるんだ？」

　背を向けたままの鈴木に訊かれ、明日は特に予定がなかったと思い返す。

「合わせる」

「仕事は午後からで午前中は特に予定がないから、俺はたぶん十時過ぎまで寝てる。先に起きたら適当に帰っていい。鍵かぎはオートロックだ。腹が空いたら冷蔵庫の中身は好きに食べていい」

　そう言ってから鈴木は黙り込んだ。

　呼吸を窺うかがうような沈ちん黙もくが気き詰づまりだ。意識している自分も嫌で、天井を見ながら「なぁ」と声をかける。

「何？」

　眠そうだがはっきりした返答が返ってくる。

「今まで何人とつき合ったんだ？」

「……数えてない。なんでそんなことを訊くんだ？」

　経験値の高そうな言葉に、あらためて路地裏で若い男が言っていた「浮うわ気きもの」という台詞せりふを思い出す。俺の経験値は一ひと桁けただが、鈴木の場合は確実に二桁は越こえていそうだ。

　そのことを考えると、何故なぜか胸の奥がちりちりと痛む。まさかまた胃痛か？

「このベッドに何人連れ込んだのかと思って」

「連れ込んでない」

「噓うそつくなよ」

　茶ちや化かすように言うと、鈴木は「家に連れてきたの自体、お前が初めてだ」と続ける。

「別れた後が面倒になるから、つき合っている相手も連れて来ない」

「それなら、なんで」

　なんで仲の悪い取引先の人間である俺を家に招いたのだろう。終電は逃のがしたが、泊とまる場所がないわけじゃない。鈴木が俺を気にする義理はないし、ましてや家にまで泊める必要もなかったはずだ。

「魔まが差した。今は後こう悔かいしてる」

「どうして？」

「修学旅行の夜みたいな質問をされているからだ」

　その言葉に笑った。確かに修学旅行の夜は男女問わずにその手の質問が行われる。

「あんたの学生時代は想像がつかないけど、どうせ格好良かったんだろ？」

　鈴木が俺や俺の友人みたいに馬ば鹿かなことをしていた様が思いつかない。

「さあな」

　鈴木は煩わずらわしそうに言った。

　ふて腐くされた声が照れているように聞こえる。顔が見たいと思った。

「もう寝ろよ」

　ぶっきらぼうな言葉に、口元が弛ゆるむ。本当に照れているらしい。

　こちらに向けた背中を見ながら、思わずその項うなじに指を伸のばすが途と中ちゆうで止める。

　指先を掌てのひらのなかに握にぎり込みながら、自分が何をしようとしたのか考えて呆れた。

「なぁ」

「……なんだよ」

　もう一度触ふれたいという衝しよう動どうを声に出す前に思い止とどまった。だから不自然に長い沈黙の後で「おやすみ」と代わりの言葉を口にする。

　鈴木からの返事はなかった。諦あきらめて寝ようと目を閉じてから、微かすかな声で「おやすみ」と返ってきたとき、くすぐったくて拙つたない感情が胸に灯ともる。

　それがなんなのか分かる前にいつの間にか眠ってしまった。

　夢もない深い眠りだったが、夜中に一度目が覚めた。

　何故なぜ起きたのかと考えて、すぐに右みぎ腕うでが動かないことに気づく。伸ばした腕の先に鈴木の頭が乗っている。

　寝ね入いる前に不ふ埒らちなことを考えていたから、無意識に抱だき寄せてしまったのかと懸け念ねんしたが、鈴木の体勢を見るとそういうわけでもないらしい。

　寝ね顔がおを見た瞬しゆん間かん、どきりとした。

　眠っていても綺き麗れいな鈴木の顔は、本当に人形のようだった。瞳ひとみを閉じているから、余計にそう見えるのかもしれない。額に掛かる髪かみを指先で払はらう。柔やわらかな髪の感覚が指先に残った。

　うっすらと開いた唇くちびるにまた色いろ香かを感じて、そんな自分に戸と惑まどう。

　男相手に何を考えているんだと思ったときに、先週末の自分の台詞を思い出す。

『あんたなら男でも抱だける気がする』

　気がするじゃなくて、実際に抱いた。

　夢中になって肌はだを合わせた。終わった後も落胆することはなかった。

　───それどころか。

　そこまで考えて腕を慎しん重ちように引き抜ぬいた。これ以上触れていたら寝込みを襲おそってしまいそうだ。

　右腕は少し痺しびれていた。

　小さく呻うめいて、寝ね返がえりを打った鈴木の項に視線を向けてしまう。金曜の夜にそこに触れただろうかと考えたが、思い出せない。

　見ていると触れてしまいそうで、俺も鈴木に背を向けて目を閉じる。

　眠ねむ気けは一度目と違ちがってなかなか訪おとずれずに、ようやく眠ねむれたのは空が白んでからだった。










「おはよう」

　目が覚めると鈴木は既すでに起きていた。

　キッチンで朝食を作っている後ろ姿を見てから、洗面台で顔を洗う。

　歯ブラシと髭ひげ剃そりを借りて身だしなみを整え、昨日のシャツにもう一度袖そでを通す。ネクタイは結ぶ気にならなかったので、ポケットに入れた。

　匂においに引き寄せられるようにリビングに足を向けると、二人分の朝食が用意されている。

「食べるよな？」

　当たり前のようにそう言われて頷うなずく。

「ありがとう」

「どうせ一人分作るのも二人分作るのも変わらないから」

　鈴木はそう言って、昨日と同じようにソファに座る。

　俺もその隣となりに座った。昨日よりも少し、近い位置に。

「いただきます」

　手を合わせて箸はしを取る。

　料理は手が込んでいた。古き良き日本の朝食といったメニューが並んでいる。ぶりの照り焼きと味み噌そ汁しるにほうれん草のおひたしとキュウリの漬つけ物ものと白米。

　一人暮らしをしている独身の男で、朝からここまでちゃんと食事を作る人間を見るのは初めてだった。カロリーバランスも良さそうだ。今時女だってここまでまめに朝飯を作る子は少ないんじゃないだろうか。

「いつもこうなのか？」

　そう訊くと、鈴木は「仕事が不規則だから、食生活には気を遣つかってる」と答える。

　鈴木の職場は二交代制だ。変則的なローテーションで仕事をすると、体調を崩くずしやすいと良く聞く。特に俺達の仕事は一日中乾かん燥そうした室内で、ひたすらパソコンと長時間向き合っている。これでは不健康にしてくれと言っているようなものだ。

　そうは言っても、朝は面めん倒どうなので食べないことも多い。けれど昨日の夕食はインスタントだったし、美味うまそうな飯を見せられたら食しよく欲よくが湧わく。

　早さつ速そく味噌汁に口を付けると、シジミの風味が舌に広がった。

「美味いな」

「当たり前だ」

　得意げな口調で鈴木は「料理は昔からお袋ふくろより上手うまい」と自じ慢まんをする。

　恐おそらくそれは事実なんだろう。ふっくらと炊たきあげられた飯を口に運びながら、確かに今までつき合ったどの女よりも飯が美味いと感かん嘆たんする。

　食事が終わる頃ころに出された緑茶に口を付けていると「駅まで送る」と言われた。

「そこまでしてもらうのは悪い」

「どうせ出で掛かけるついでだから」

　押し切るように車で駅まで送られて、別れ際ぎわに一宿一飯の礼に今度食事を奢おごると言うと、鈴木は「それよりシステムをどうにかしてくれ」と苦く笑しようしたが、プライベート用の携けい帯たいの番号を教えてくれた。

「こっちは仕事の用事ではかけるな」

　そんな風に釘くぎを刺さしてから走り去った鈴木の車を見て、何故だか今すぐにでも電話をかけたくなった。










『動作がおかしい。レスポンスにやたらと時間がかかってる。リモートで異常確かく認にんできないか？』

「こちらでは異常が出ていないですね。連れん携けいしてる他のシステムで負ふ荷かがかかってるのかもしれません」

『確かにこの間もそうだったな。じゃあ少しこっちで調べてみる』

「よろしくお願いします」

　残業中にかかってきた鈴木からの電話を切ってパソコンに向き直ると、帰り支じ度たくを整えていた岡本に「どうしたんですか」と訊かれた。

「何が？」

「何がって、この間まであれほど険悪だったアクセス社の鈴木さんと和なごやかに話してるから。何かあったんですか？」

「別に何もないけど？」

　内心ぎくりとしながら岡本の言葉を流す。本当に〝何か〟あったのはこの間の話じゃない。

「そう言えば現地に行って顔見たんですよね？　どんな人だったんですか？」

　岡本にそう訊かれて、素す直なおに「格好良かったよ」と返す。実際お世辞じゃなく格好良い。

「それって佐藤先せん輩ぱいよりもですか？」

「遥はるかに向こうの方が上だな」

　岡本は「見てみたい」と好こう奇き心しん丸出しの顔で言った。

「このシステムの担当になれば嫌いやでも会えるぞ」

「や、それは謹つつしんで遠えん慮りよします」

　ぶんぶんと首を横に振ふりながら岡本が後じさる。今やこのシステムの悪評は他部署にまで及およんでいる。

「でも、嫌な感じの人なのに格好いいって、余計にむかつきますね」

「嫌な感じって言うよりも、俺が今まで誤解してただけかもな。実際話してみるとそう嫌いやな奴やつでもない」

　まさか終電を逃のがして部屋に泊とめて貰もらったとは言えないが。

「本当ですか？　だって前に担当してた子なんて、電話のたびに泣いてましたよ？」

「まぁ、仕事にはシビアなタイプだけどな」

　実際鈴木がその子にどういう態度だったのか分からないが、先日までの鈴木の態度では新人社員が泣くのも無理はない。しかし、クライアントに社内の事情を話して「自分は悪くない」と言うのは、その子も社会人として未熟だ。

「いいですけどね。うまくやれてるなら良かったです」

　鈴木とは岡本の言うように上手くやれていた。あれから何度か現地対応をして、そのたびに昼飯だ夕食だと理由を付けて一いつ緒しよに食事をしている。

　お互たがい今のところ特につき合っている相手もいないので、食事に誘さそって仕事以外の理由で断られることはなかった。

　奢ったのは最初の一度だけで、それ以外は折半だ。

　酒を飲むこともあるが、微ほろ酔よい程度で止めている。だから最初の夜のように酒の勢いでホテルに行くような間ま違ちがいは起こらなかったし、そんな雰ふん囲い気きにもならない。

　ただ、そのことは少し残念に思っている。鈴木が少しでもその気なら、乗じて触ふれてしまえるが、向こうに一いつ切さいその気がないので手が出せない。

　自分から動くには、胸の中に芽生えた感情は曖あい昧まいだ。恋こいなのか、肉にく欲よくなのかと自問しても、答えが見つからない。

「でも、クライアントとうまくやるよりも、もっと上手くやるべき相手がいるんじゃないですか？」

「どういう意味だ？」

「クリスマスまであと三ヶ月ちょっとですよ!?　今の内から彼女探さなくていいんですか？」

　オフィスには俺と岡本の二人きりだから、辺りを憚はばかることなく拳こぶしを握にぎって力説する。

　岡本は俺のデスクの上にある卓たく上じようカレンダーを見つめた。

　社名が右みぎ端はしに入ったカレンダーには、手帳と同様のスケジュールがより簡潔に記入されている。もちろん書かれているのは全て仕事の予定だ。

「気が早くないか？」

「先手必勝ですよ。俺なんか彼女の誕生日がクリスマスと被かぶってるから、二つ分プレゼント買わなきゃならなくて、大変ですよ。いまから〝つもり貯金〟始めてますもん」

「つもり貯金？」

「そうです。例えば煙草たばこを買ったつもりで三百円。お昼を幕の内からデラックス幕の内にしたつもりで四百円。みたいな」

　岡本は「チリツモですよ。チリツモ」と少し得意げに言った。

　彼女のために塵ちりも積もれば、という涙なみだぐましい努力に感心する。

「なぁ……もしよかったら、俺が前の相手に贈おくろうとしていたネックレス、やろうか？」

「え!?」

「俺はもういらないから。ダイヤじゃないが、サファイヤが入ってる少し派手なデザインなんだが」

　告白したときに誕生日プレゼントとして渡わたそうとしていた。醒さめた相手が良いとふられてしまっては、とてもプレゼントなんてできなかった。それこそ「重い」と言われそうだ。

　誕生日用にラッピングしてもらったまま、包装も解かずに部屋のカウンターに置きっぱなしだ。高かったので捨てるのは勿もつ体たいないが、買った金額から査定額は下がると分かっているから、換かん金きんする気も起きない。

　誰だれかに譲ゆずれればいいと思っていたが、まさか身近にいる女に贈るわけにもいかずに困っていた。

「い、いいんですか!?」

「ああ、今度持ってくるよ」

「ありがとうございます！　あ、でも持ってくるのはまだ先でいいです。俺の家に置いておくと、彼女が見つけちゃいそうだし」

　隠かくし事ごとできないんですよ、と照れたように岡本が笑った。それから二、三言恋こい人びとの愚ぐ痴ちを零こぼしたが、どれも惚のろ気けにしか聞こえなかった。

　惚気ている時の岡本の顔が幸せそうで、少し羨うらやましくなる。

「先せん輩ぱいは本当にいい人いないんですか？　お礼に紹しよう介かいしましょうか？」

「いや、いい」

「え、なんでですか？」

　二十六の男が若い女みたいにこんな風に言うのはおかしいが、率そつ直ちよくな話最近どんな女を見ても「ときめかない」のだ。胸がざわめかない。

　鈴木の時のように、感情が動いてくれない。

　───いや、あれは結局〝パブロフの犬〟現象だったけどな。

　普ふ段だんあの声でクレームばかり聞いているから、やけに胸むな騒さわぎがして胃が痛んだだけだ。それを俺が勝手に一ひと目め惚ぼれだと勘かん違ちがいした。なまじ相手の顔が人並み以上に優すぐれていたから、そんな風に思い込んでしまったのだろう。

　けれど勘違いだと分かった今も、こうして鈴木の事ばかり考えてしまっている。

「佐藤先輩？」

　訝いぶかしげな岡本の声にはっとする。

「仕事に没ぼつ頭とうしたいから」

　苦しい言い訳だと思いながら口にする。

「そんなこと言ってると、いつまで経ってもできませんよ。どんな女の人がタイプなんですか？　ナースから女子高生、フリーターまで選より取りみどりですよ」

　この場で紹介してくれるつもりなのか、岡本は携けい帯たいを開いてそう言った。よほど彼女のプレゼント代が浮ういたのがうれしいようだ。

「きちんとしてて、頑がん張ばってる人かな」

「何ですか、その抽ちゆう象しよう的な感じ。芸能人だと～とか、そういう分かり易いのにしてくださいよ」

　岡本に文句を付けられる。

　だけど口にした瞬しゆん間かん、頭に思い浮かんだのはその抽象的なイメージを具現化した存在で、鮮あざやかに浮かび上がった男の姿に思わず苦く笑しようする。

「芸能人て言われても、見かけで選んでるわけじゃないからな」

「うわ、その答えは好感度狙ねらってるでしょ」

「後こう輩はいなんかの好感度上げてどうするんだよ」

　しかも同性。しかも岡本。

「なんかって言った！　今先輩の好感度が俺の中で下がった！」

「いちいち教えてくれなくていい。とりあえず、女はいいから今度飯でも奢おごれ」

「じゃあ給料日の後なら余よ裕ゆうなんで、その辺り空けておいてください」

　良い店知ってるんで、と上じよう機き嫌げんでオフィスを出て行く岡本を笑いながら見送る。

　一人きりになったオフィスで頭の中に浮かんだまま消えてくれない男の面おも影かげを考えれば、「見かけで選んでるわけじゃない」なんて信しん憑ぴよう性せいのない言葉だと思った。

　初めに抱だいた時、運命だと思った。一目惚れに近い気持ちで触れた。それから自分の天敵だと知って寝ねたことを後こう悔かいしたはずだったが、今はもう一度触れたいと思っている。

　鈴木の家に泊まった夜に、その肌はだに触れなかったことを後悔している自分に呆あきれた。

　向こうだって俺と寝たことを後悔したはずなのだから、もう一度抱かせてくれるわけがない。

「……やっぱり好きなのかもな」

　独り言は、紛まぎれもない本心だった。

　鈴木のことを抱きたいと思う。その理由として思い当たるのは一つだけだ。

「好きなんだろうな」

　だろうじゃない。好きだ。惚ほれてる。抱きたい。

　けれどそんな台詞せりふを今いま更さら鈴木相手に口にできない。ケンカ友達のような現状で、そんなことを言えば茶ちや化かされるだろうし、からかわれそうだ。

　挙げ句には「俺にはそんな気はない」と無表情に言われそうで、怖こわい。

　けれど、口説かないことには始まらない。なし崩くずしに抱かせてくれるような相手じゃないことは、短いつき合いだがよく分かっている。

「厄やつ介かいな相手に惚れたな」

　我ながら、何故なぜそんな面めん倒どうな相手に惚れたのかと思うが、好きになってしまったものはどうしようもない。

　いっそ見ず知らずの人間で、あの居酒屋で会っただけの関係ならば良かった。そうすればもっと早くに口説いていたし、鈴木も口説かれてくれたような気がする。

「とりあえず、気持ちだけでも伝えておくか」

　鈴木がどう出るかは分からないが、どんな態度に出られても諦あきらめられないような気がした。

　携帯を取り出して、アドレスに鈴木の名前を探す。見つけた途と端たんに胸が小さく痛む。

　まさか胃痛と間ま違ちがえた胸の痛みが、ここに来て本物になるとは思わなかった。










「悪い、遅おくれた」

　居酒屋の隅すみのテーブルで食事をしていると、鈴木が遅れてやってきた。

　日曜日なのにスーツを着ているということは、仕事だったのだろう。

「またトラブルか？」

　内心をおくびにも出さないように、平静を装いながら話しかける。

　うちのシステムのトラブルじゃないことを願いながら尋たずねると、鈴木は「新人がちょっとな」と言葉を濁にごした。

「新人って、あの女子社員か？」

「違ちがう。工科大院卒で入ってきた新人。経歴は豪ごう勢せいでも常識が通じない。とりあえず、毎日風ふ呂ろに入るのと髭ひげを剃そることから注意して、ようやく人並みになりかけてる。それでもまだ人の目を見てしゃべる癖くせと、必要なことを口頭で説明する癖が付いてない」

　ため息を吐つく鈴木に「大変だな」と労ねぎらってビールを注つぐ。

「理系出身の人間は扱あつかいづらい」

「文系の人間だって扱いづらいだろ」

　部長の顔を思い浮かべて口にする。システム部の部長は文学部の出身だと以前先輩から聞いた。それを聞いたとき、道理で理り屈くつが通じないはずだと妙みように納なつ得とくしたのを覚えている。

「いや、理系のほうがおかしい。コミュニケーションが下手へたで大事な用事をメールで送ってくる上に、自分の興味がない話には全く無関心で話題を拡ひろげる努力もしない」

　文系出身の鈴木はそう言うが、鈴木だって興味のない話には乗ってこない。職しよく業ぎよう柄がら、もう鈴木は理系と言っても良いと思うが、もしかしたら本人はまだ文系のつもりなのかも知れない。

「文系の人間だって駄だ目めなところはたくさんあるだろ。特に優先順位や体系づけるのが苦手で、会話も文章も冗じよう長ちようで明確じゃない。感情論に左右されやすくて、データを重要視しない」

「偏へん見けんだ」

「そっちこそな」

　しかし、鈴木の言い分も分かる。確かに理系はコミュニケーションが下手だ。特に異性間のコミュニケーションには恐きよう怖ふ心しんさえ抱いている連中もいる。学生時代に友人から「女と何を話したら会話が続くのか」ということを真しん剣けんに相談されたこともある。

　それに重要なことをメールで伝えるというのは、確かにうちの会社でもよく行われている。

　同じオフィスにいても、斜ななめ前の席から「重要！」とタイトルに入った社内メールが届くこともしばしばだ。けれどこの方法ならわざわざメモをとる必要がなく、重要な用件がメールボックスに保存されるので、特に問題があるとは思わない。

「その新人、そんなに酷ひどいのか？」

「緊きん急きゆう性の高い報告をメールで送ってきた。すぐに気付けなかったせいで、被ひ害がいが拡大した。叱ったが、黙だまったきり謝罪も反省もない」

　店員が持ってきたばかりのよく冷えたグラスを手にすると、実に美味うまそうに鈴木はそれを飲みながら「酒が飲めると思ったから耐たえられた」と口にする。

「じゃなきゃ、怒ど鳴なってた」

　あんな不具合の多いシステムを担当している俺ですら、仕事で怒鳴られたことはない。鈴木がそこまで言うなんてよほど重要な報告を怠おこたったのだろう。

「俺が抜ぬけるからその代わりに配置されたんだが、あんな奴やつだと心配だ」

　鈴木は口に付いた白い泡あわを無造作に手ての甲こうで拭ぬぐうと、ネクタイを緩ゆるめる。ついでにシャツのボタンも外されて、それまで見えなかった鎖さ骨こつの辺りがのぞく。

　綺き麗れいな骨の形が浮き上がる。こんな所まで整っているのかと、いっそ感心する。

「お前も疲つかれてるのか？」

　そう訊かれてはっと我に返る。

「どうして？」

「今、ぼんやりしてただろ？」

　指し摘てきされて「ああ、少し疲れてる」と適当に誤ご魔ま化かす。

　まさか鎖骨に見入っていたとは言えない。変態じみた自分の行動に呆れながら、どうやって口説こうかと考えた。

　もう少し酔よってから、と苦手なことを先延ばしにするように酒に口を付ける。

　鈴木は仕事の愚ぐ痴ちを零こぼした後で「そういえば」と漬つけ物ものをつつきながら切り出す。

「うちの部下が最近やたらとお前のことを訊いてくる。夜勤してたときにすぐにお前が来てくれたのが効きいたらしいな」

「効いたってなんだよ」

「分かってるくせに訊くな。人の口から言わせようとするところが、自己顕けん示じ欲よく強いって言ってる」

「はぁ？」

　効いたもなにも、あの女が好きなのは俺よりも鈴木の方だろう。多少俺に好意を持ったとしても、本命は鈴木に決まっている。

「お前と飲みに行くって言ったら自分も一いつ緒しよに行きたいって言い出したんだ。チーフばっかりずるいと言われた。相当お前のことが気に入ったらしい」

　だからそれは鈴木と飲みに行きたい口実じゃないのか。素す直なおに誘さそえないから俺をダシに使おうとしているだけだろう。

「これ以上取引先の人間に手を出す気はない」

　女子社員と鈴木と俺の三人で飲むなんて勘かん弁べんして欲しい。表面上は社会人同士の和なごやかな飲み会だろうが、俺にとってはそうじゃない。

　鈴木は女に無関心だから部下の想いに気づかないのか、それとも元々その手の事に鈍にぶいのか。

　女子社員の行動の裏にある理由に全く勘かん付いていない鈴木に呆あきれながらも、少し安あん堵どする。

　同時に放っておけないと思った。

　鈴木はやはりもてるのだろう。この外見では当たり前だ。今は特定の相手がいないようだが、独り身の時間はそう長くはないに決まっている。

　それを考え出すと、頭の中は鈴木の部下のことではなくて、自分の感情をどう鈴木に伝えるかで一いつ杯ぱいになる。

　しかし、そんな態度を鈴木は勘かん違ちがいしたらしい。

「素っ気ないな。もしかしてもう次の相手がいるのか？」

「別に、そういうわけじゃない」

　そう言うと、鈴木は皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめる。

「そういえば〝面倒のない相手と適度な距きよ離りを空けてつきあうのが理想〟だって言ってたな」

　その指摘に、以前酒の席で自分が口にした台詞せりふを思い出す。

　一番初めに見み栄えを張ったせいで、それが今も尾おを引いている。

　実際は女に面倒だと思われるのは俺の方だった。過去の女達に今の台詞は死んでも聞かれたくない。

「確かに、うちの部下は面倒くさそうだ」

「だから、そういう意味じゃない」

「もてるからってガツガツしてないのも感じ悪いな」

　鈴木はそう言ってから、追加のビールを頼たのむ。

「あんたが言うな」

　運ばれてきた瓶びんビールを手て酌じやくで注ぐのを見ながら「俺より遥はるかにもてるだろう」と問い返す。

「綺麗な顔してるから、あんたの方がそういうのは多いだろう？」

　鈴木は意味深に笑った。その口元がやけに色めいて見える。どんな表情も魅み力りよく的で絵になる男は、酒の相手としては良くないと今いま更さらながらに気づく。

　心しん拍ぱくが速くなって、いつもより酒がよく回るような気がした。

「どうかな」

「誤魔化すなよ。そっちこそ、新しい相手が既すでにいるんじゃないのか？」

　気になっていたことを自然な流れで訊くことができた。内心鈴木の返答を気にしながらも、それを顔に出さずに自分の酒に口を付ける。

「絶対量が少ないんだから、そんなにすぐに見つかるわけがない」

　鈴木はそう言ってから「俺がゲイだって忘れてるだろ」と茶ちや化かす。

「忘れてない」

「忘れてなかったらそんなに気軽に次の相手が見つかったかどうかなんて訊かないだろ。そうそう好みの相手なんて見つからない。寝ねるだけの相手なら簡単に見つかるが、もうそういうのは飽あきた」

「そうなのか？」

「お前と違ちがってな」

　その言葉を否定しようとしたが、否定したら見栄を張ったのがばれてしまいそうでできない。

　それに最初の夜は出会って数時間後には鈴木とベッドを共にしている。今更否定したところで信しん憑ぴよう性せいは薄うすい。

「じゃあ、つき合ってる相手はいないのか」

「今のところは」

　だったら、自分とつき合ってみないか。そう言うつもりで口を開きかけたときに「気になってる奴ならいるけど」と言われた。

「そう、なのか？」

　鈴木は「ああ」と頷うなずく。

　その顔が楽しげに輝かがやくのを見て、それが噓うそではないと分かった。

「……どんな相手なんだ？」

　訊きたくないのに訊いていた。落らく胆たんが顔に出ないように、不自然に見えないようにとそればかりに気を遣つかう。

「別に、いいだろ。この件に関しては深く追及するなよ」

　照れたようにぶっきらぼうな言こと葉ば遣づかいで鈴木はそう言うと、ビールを飲むペースが速くなる。そんな子供っぽくて分かり易い態度に、余計に胸が痛む。

「お前はどうなんだ？」

「どうって何が？」

「つき合ってる相手はいなくても、気になる相手はいないのか？」

　鈴木にそう訊かれて本当のことをぶちまけたい気分になる。

　目の前にいるお前が、今一番気になってると口にしてしまいたいが、それを言っても困らせるだけなのは分かっていた。だからその言葉をビールで喉のどの奥に流し込んで「いるよ」と苦い気持ちで答える。

「美人なのか？」

「それなりに。でも別に見かけで選んでるわけじゃないから」

　岡本に先日言った言葉を口にする。好感度が上がる、と岡本は騒さわいでいた。

「じゃあ、何で選んでるんだ？」

「なんだろうな。よく分からない」

　実際いないのに噓を吐ついてるんだから、適当な理由なんて思い浮うかばない。

「胸かな」

　やけ気味に言った。きっとこれで好感度は暴落だろう。

　けれど考えてみればそれは強あながち外れていないような気がする。振ふり返るとつき合ってきた相手はみんな胸が大きいと気づく。

　鈴木はそれに興味なさそうな相あい槌づちを打った。

　男ならば多少なりとも共感を得られる意見の一つだろうが、女に興味がない鈴木にそんなものを期待しても無む駄だだろう。

「告白はしないのか？」

　会話の隙すき間まを埋うめるための、おざなりな質問だった。

　やけ気味に「するかもな」と頷く。

「もうすぐ連休だから、恋こい人びとが居ないと暇ひまだろ」

「暇だから女を作るのか。最低だな」

「お前はどうなんだ？」

　鈴木が声をかければ、相手は落ちるような気がした。たとえゲイじゃなくても、鈴木が誘えば抗あらがえない。現に俺がそうだった。

　鈴木ほどの男に声をかけられる男は、一体どんな奴なんだろう。やはり中性的で、どことなく華きや奢しやな雰ふん囲い気きの男なのだろうか。

「お前に彼女ができて俺が独り身なんて悔くやしいから、俺も告白するかもな」

「……うまくいくといいな」

　思ってもいない台詞せりふを口にする。

　鈴木は「お前もな」と言うと、いつもより多く杯を重ねて珍めずらしく泥でい酔すいした。

　仕方なく俺が家まで送り届けて、ベッドまで運ぶ。

　できるだけ衝しよう撃げきが少ないように気を遣いながら横たえた体から離はなれようとしたとき、寝ぼけた鈴木が無意識に俺の首に腕うでを絡からめた。力なんてほとんど入っていない指先が、俺を自分の方に抱だき寄せる。

「鈴木？」

　声をかけるが、規則正しい寝ね息いきが聞こえてくるだけだ。

　これ以上近づいていると軽けい蔑べつされるようなことをしたくなるので、ゆっくりと体を起こして、首筋に絡められた腕を外す。

　眼鏡めがねを外してやりながら、意識のない体に触ふれたいという衝しよう動どうが芽生えたが、それをどうにか耐たえる。けれどその代わり、薄く開いた唇にゆっくりと唇を重ねる。

「これぐらいは許せよ」

　一度だけで満足なんてできなかった。何度か触れ合わせ、それからそっと離れる。

　鈴木は気づかずに眠ねむったままだった。

「悪い」

　自分の中に芽生えた罪悪感に言い訳をするように呟つぶやいて、部屋を出る。

　こんなことなら、もっと早く口説いていれば良かったと後こう悔かいした。
















　休きゆう憩けい時間に、普ふ段だんは使わないフロアの喫きつ煙えんスペースで、買ったばかりの煙草たばこを一本くわえていると、携けい帯たいが震ふるえて驚おどろく。

　わざわざ人ひと気けのないフロアの喫煙スペースを選んだのは、禁きん煙えんしていると宣言した知り合いに見られたくないからだ。

　下半身の欲よつ求きゆう不ふ満まんがもろに禁煙に影えい響きようしているなんて、我ながら格好悪い。

「大島……」

　ディスプレイに表示されていたのは、七月に俺をふった相手だった。

　別れてから一度メールを貰もらって以来、ろくに連れん絡らくも取り合っていなかった。

　今更どういうつもりだと思い、迷った末にボタンを押す。

「はい」

『久しぶりね。わかるかしら』

　電話の向こうからは雑ざつ踏とうと一いつ緒しよに華はなやかで高い声が聞こえる。

「ええ、お久しぶりです」

　彼女と話しているときはプライベートも仕事も関係なく敬語を使っていた。年上の大島にはそうするのが自然だと思っていたし、なんとなく彼女も俺が親しい口調になるのを望んでいないような気がしていた。

　そんなところでも距きよ離りを取られていたのだと今いま頃ごろになって気づく。

　その距離を無む理り矢や理り飛び越こえようとして失敗したことは覚えているのに、再び声を聞いても心は少しも動かない。大島を思う気持ちは既に過去のものになっていた。

「どうかしましたか？」

　今頃電話をかけてきた理由が分からない。別れた相手を追うような女じゃなかったはずだ。そう思って尋たずねると、大島はくすりと笑った。

『実はホテルのディナーを予約したんだけど、その日は夫の都合がつかなくて。でもどうしてもそこで食べたいの。だから一緒にどうかしら』

　自分がふってろくに連絡を取っていなかった相手を、屈くつ託たくもなく誘さそえる大島は相変わらずだ。

「俺を誘わなくても適当な相手がたくさんいるでしょう？」

『でもあなたがいいの』

　自分の要求を通すことに慣れた口調だった。

『……断らないで』

　不意に、聞いたこともないような弱々しい声で大島がそう言った。

　戸と惑まどっていると「寝ねられなくなったら食事もしてくれないの？」と悲しげに訊きかれる。相変わらず断りにくいような言い回しをする人だ。そういえば大島からの頼たのみ事は仕事でもプライベートでも一度も断ったことがなかった。

　ベンチャーとはいえ、上場会社の部長職なんてやっていると、自然とこんな技術が身に付くのだろうか。

　今いま更さら失しつ恋れんの傷は痛まないが、だからといって再び食事をしたいとは思えなかった。

「悪いですが」

『九月二十日の夜八時から、あなたと一度行ったことがあるお店よ。大島で予約してあるから。来るまでずっと待ってるわ』

　一方的にそれだけ言われて通話が切れる。行ったことがあるホテルのディナー、と聞いて思いつくレストランが一つあった。

　相変わらず強ごう引いんな相手に呆あきれながら、それでも九月二十日に指定されたレストランに行ってしまいそうな気がした。

　先さき程ほど聞いた泣きそうな声はとても演技には思えない。

　一週間後のその日の事を考えると憂ゆう鬱うつだったが、彼女と決着を付ける良い機会かもしれないと思った。本来なら決着は既すでに一方的に彼女に付けられていたが、最後ぐらい自分の気持ちをきちんと伝えておきたかった。そこから前に進みたい。

　この間自覚したばかりの強きよう烈れつな恋こい心ごころを曇くもらせたくなかった。

　脈もないのにしばらくは鈴木を諦あきらめ切れそうにない。

　自分のことを好きにならない相手のことをいつまでも考えていても仕方ない。

　けれどそんな簡単に思い切れるような感情でもない。

　だから、見たこともない鈴木の「気になる男」に、馬ば鹿かみたいに嫉しつ妬とした。










　偶ぐう然ぜんと運命は紙かみ一ひと重えなのかも知れない。

　そう思ったのは案内された席で隣となりのテーブルに座っていたのが鈴木だったからだ。

　鈴木も驚いたのか、しばらく俺を見て固まっていた。

「デートか？」

　鈴木は俺と大島を見てそう言った。

「ああ、まあな」

　否定するのも可笑おかしいので頷うなずく。

　鈴木こそデートなのだろう。現に鈴木の向かいには可愛かわいらしい顔の男が座っている。

　鈴木が最初に寝たときに「抱だかれるのは初めてだ」と言っていたのを思い出す。

　普ふ段だん鈴木が抱く方ならば、相手が可愛らしい顔をしていてなんら不思議はない。そもそも裏路地で鈴木を叩たたいた男も、可愛らしい顔をしていた。

　鈴木はスーツだが、相手はカジュアルな服装だった。顔つきや格好からみて、もしかしたらまだ学生なのかもしれない。自分では年上が良いと言っていたが、どうやら鈴木の好みは年下の可愛いタイプのようだ。

「お知り合いかしら？」

　胸むな元もとまである黒くろ髪かみを揺ゆらすように小首を傾かしげ、大島が口にする。胸元が大きく開いた大だい胆たんなデザインのワンピースは大島によく似合っていたが、人目を惹ひきすぎるようだった。

　現にいくつかのテーブルから、男の視線が大島に吸い寄せられている。

「仕事でお世話になってます」

　簡潔に説明すると、鈴木は軽く会え釈しやくをした。それに対して、大島も頷く程度に軽く頭を下げる。

　奥の席は大島に譲ゆずったので、自然と鈴木に近い席に座ることになった。そうなると、斜ななめ向むかいに座る鈴木の連れの顔が視界に入る。

　彼が鈴木の片思いの相手なのだろうか。そう考えると複雑な心境だ。

「ワインは何にしましょうか？」

　渡わたされたメニューを見ながら、大島にそう訊かれる。

　飲むつもりはなかったが、鈴木と連れの男を見ていたら、酒が欲しくなった。

　アルコールならなんでも良いと、目に付いたワインの名前を適当に口にする。鈴木達が隣にいる状じよう況きようでは、何を飲んでも同じような気がした。

「じゃあ、私も同じ物を」

　料理が来る間、何か適当に話をしなければと思って、仕事の話題を口にした。

「相変わらず、あなたのところの部長は暢のん気きで困るわ。もう少し危機感を持ってもらわないと」

　そう嘆なげかれる警備部の部長を気の毒に思いながらも、懐なつかしい話題で思いの外盛り上がる。

　警備部時代の失敗談を話していると、前菜が運ばれてきた。

　食事をするために少しでも口を噤つぐめば、隣のテーブルの会話が耳に入ってくる。

　大した話題じゃないが、二人の親密さが分かる会話を聞きたくなかった。

　だから、いつも以上に積極的に会話を続けた。大島との会話に集中していれば、鈴木達の会話を聞かずに済んだ。

　そんな風に食事をしていると、ようやくデザートが運ばれてくる。

　ウェイターはにっこりと笑って「結けつ婚こん五周年おめでとうございます」と口にした。

　大島はそれに微笑ほほえみを返す。

「ありがとう」

　ウェイターは会釈してからテーブルを離はなれる。

「結婚五周年だったんですか？」

　デザートの上には、「Ⅴ」の形をしたチョコレートが、金きん箔ぱくを塗まぶされた状態でアイスクリームに載のっている。そのアイスも、ハート形になっていた。

「そうよ」

　俺を旦だん那なと勘かん違ちがいしていた先程のウェイターの態度を思い出して眉まゆ根ねを寄せると、大島はくすりと笑った。

「いいのよ。どうせ彼だって今頃は別の女といるんだから」

　大島はそう言うと唇くちびるを歪ゆがめた。

　だからあのとき、まるで縋すがるように俺をディナーに誘ったのだと気づく。

「ねぇ、まだ私が好きかしら？　もしもそうなら、彼と別れてあなたとつき合ってあげるわよ」

　大島は涙なみだこそ浮うかべなかったが、それでも震ふるえる唇でそう言った。

　それを見た瞬しゆん間かん、大島が自分の夫に対してどんな感情を抱いているのかが分かってしまった。

「大島さん」

　言いかけた言葉を遮さえぎるように、俺の携けい帯たいが鳴りだした。

　着信を見れば、部長からだった。

「すみません、仕事の電話みたいです」

　一応断ってから、そのままレストルームに向かう。普ふ段だんは嫌きらっている部長からの電話が、今回ばかりは有り難がたい。

　電話に出ると部長から明日の朝一番に社長と会議をするので、同行して欲しいと告げられる。

『君の担当してるシステムの悪評が社長にまで伝わっていてね、説明するのは担当者の義務だからな』

「わかりました」

　下手へたに反はん撥ぱつしてこれ以上不ふ愉ゆ快かいな声を聞くのが嫌で了りよう承しようした。これで会議の準備を徹てつ夜やでする羽目になりそうだと思いながら、通話を切る。

　席に戻もどると大島は平然とした顔でデザートを食べていた。

「口説いてる最中に席を外すなんて、デートの相手としては最低だわ」

　笑い混じりにそう言って、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる。

　その姿を見て、この人はこういう人間なんだと気づく。

　人に弱った姿を見せるのが嫌いやなのだろう。今回のディナーだって、店にキャンセルを入れれば済む話だった。けれどそれは彼女のプライドが許さなかったのだ。

　そのプライドは夫を愛していることの裏返しなんだろう。

　そう気づいたら、途と端たんに年上の大島が可愛くて可哀かわい想そうに思えた。

「帰りましょうか」

　そう声をかけると、大島は立ち上がった。

　肩かたを抱きながら、ホテルを出る。

　家まで彼女を送る帰り道で「もうここでいいわ」と言われた。

「いいんですか？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ。ごめんなさいね。どうしても今日は、一人でいたくなかったの」

　別の女と過ごしている、と口にした時のどこか悲しげな雰ふん囲い気きを思い出す。

「もう一度やりなおしたいって、そういうのは無理なのね？」

　蠱こ惑わく的な笑みを浮かべた赤い唇がゆっくりと笑みをかたどる。微笑んでいる綺き麗れいな顔を見ながら「すみません」と口にする。

　大島の願いを断るのは、これが最初で最後になるだろうと思った。

「大島さんは、一度も俺の事なんて好きになっていないんでしょう？　旦那の代役は今日限りです。それに今俺には、好きな人がいるんですよ」

「好きな人……？」

　子供のような言い方だと思ったのかもしれない。一いつ瞬しゆん大島の笑みが深くなった気がした。

「そう。それは残念ね。一人で家で誰だれかの帰りを待つのは苦手なのよ。あなたがもう一度やりなおしてくれるなら、旦那と別れる決心がついたのに」

　大島らしくない台詞せりふに、今度は俺の方が笑った。

「俺の知っている大島部長は、保険をかけてからじゃないと動けないような人じゃないです」

　それを聞いて、大島は「そうね」と頷いた。それから何かが吹ふっ切れたかのように「そうだったわ」と口にした。

「離り婚こんするわ。六年目の結婚記念日を一人で過ごすなんて私らしくないもの」

　大島は潔いさぎよく離婚を決意すると、眩まぶしそうに俺を見上げる。

「残念ね。こんなことなら、あのときに頷いておくんだった」

　俺に結婚していることを打ち明けた時のことをそう茶ちや化かしながら、大島は「さよなら」と唄うたうように言った。その後ろ姿を見ながら、もう二度と会うことはないような気がした。

　大島を見送ってから、タクシーを摑つかまえて鈴木の家まで走らせる。

　戻ってきていなかったら何時間でも待つつもりだった。

　男と一いつ緒しよに帰ってきたら、追い返してでも話をしようと思った。

　先さき程ほど男と一緒にいるところを見て、ふられてもいいから気持ちを告げておきたいと気づいた。

　何も言わずには終われない。ふられるならふられるで、潔くけじめをつけておきたかった。大島に触しよく発はつされたのかも知れない。

　九月とは言え、夜は少し冷えた。一時間ほど待った頃ころに、鈴木が一人で帰ってくる。

「何してるんだ？」

　エントランスで俺の姿を見つけると、鈴木は驚おどろいたように目を丸くした。

「待ってたんだ」

「……どうして？　あの女は？」

　それには答えずに、ずっと気になっていたことを尋たずねた。

「デートの相手って、前に言っていた気になっている奴やつか？」

　鈴木は一いつ瞬しゆん黙だまり込んでから、頷うなずく。

「…ああ」

「うまくいってるのか？」

「……いってる」

　鈴木が俯うつむく。手て持もち無ぶ沙さ汰たに、片方の手がもう片方の腕うでに嵌はめられた時計の文字盤ばんを擦こすっている。その手を摑んだ。びくりと震えるのが掌てのひらを介かいして伝わる。

「なぁ」

　鈴木の部屋に泊とまった時のように呼びかけた。あのときベッドの中で言いかけた言葉がなんだったのか、ようやく分かった気がした。

「なんだよ」

　あのときと同じ言葉を鈴木が返す。

「俺の気になる相手って、お前なんだけど」

「……」

　鈴木は弾はじかれたように顔を上げる。

「冗じよう談だんだろ」

「冗談じゃない。うまくいってるところ悪いけど、そいつ止めて俺とつき合えよ」

「……お前何言ってんだよ」

　先程の男の前で見せていた気き障ざな印象が一瞬で崩くずれて、いつも俺の前で見せる子供っぽい顔になる。そのことを嬉うれしく思っていると「質たちの悪いこと言うなよ」と戸と惑まどった口調で言われた。

「何が？」

「何がってお前……さっきの女がいるんだろ」

　鈴木が怒おこったようにそう言った。

「今日は彼女の旦だん那なの代役。結けつ婚こんなんかしてないし、つき合ってる相手もいない。知ってるだろ？」

　鈴木は言葉が出てこないのか、一度開けた口を閉じる。思い切り困こん惑わくしているようだ。

「なんで、そんなこといきなり言うんだよ」

「いきなりじゃない。前からだ」

「前って……だってこの間まで普ふ通つうだっただろ」

「普通のふりをしてただけだ」

　夜にした卑ひ怯きようなキスのことを思い出す。

　いい歳して我が慢まんも利きかずにそんなことをしてしまう自分に呆あきれる。

「なんだよ、それ」

「返事、訊きいて良いか？」

「返事……」

　鈴木が俺の言葉を繰くり返す。その途端、かっと鈴木の頰ほおが赤くなった。

　逃にげるように俺の手を振ふり払はらった鈴木は、俺の横をすり抜ぬけると足早にエントランスを歩く。

「悪いけど、その話題は今度にしてくれ。考えがまとまったら、俺から連れん絡らくする」

　早口でそう言い捨てた鈴木の後ろ姿がエレベーターの扉とびらの向こうに消えるのを見て、思わずため息を吐つく。

　脈有りなのか脈がないのかいまいち分からない。

「考えがまとまったらって、一体いつになるんだよ」

　答える者のいない質問を口にする。俺の気持ちをただ知って置いて貰もらえればいいなんて、もうそんな風には思えなかった。あんな顔を見せられたら欲よくが出る。

　やっぱり、傍そばにいるだけよりも触ふれられる関係がいい。けれど、そちらの関係を求めてしまえば、傍にいられるポジションを手放さなければならないのは分かっていた。

　それでも言わずにはいられなかった。

　けれど鈴木の態度からすると、結局いたずらに死し刑けい執しつ行こうが延のびただけのような気がした。










『……何の用だ』

　就業時間を過ぎてから教えて貰ったプライベート用の番号にかけると、長いコールの後で不ふ機き嫌げんな声の鈴木が出た。

「今日、飲みに行かないか？」

　電話の向こうが沈ちん黙もくする。

　いつもテキパキとした鈴木がこんな風に黙だまり込むのは初めてだ。

『忙いそがしいから、今は無理だ』

　長く考え込んでから、歯切れ悪く鈴木がそう答える。

「もしかして、この間のことを気にしてるのか？」

　普ふ段だんとは違ちがう鈴木の態度に、挑ちよう発はつするように尋ねる。

　馬ば鹿かにされ、からかわれるのは覚かく悟ごしていたが、まさか逃げられるとは思ってもみなかった。

　鈴木らしくない反応に俺の方が戸惑う。

『別に……っ』

　焦あせる声に、拒きよ否ひする間を与あたえずに誘さそい文句を口にする。

「なら、少し飲むぐらいいいだろ？　金曜の八時にいつもの店で。仕事で来られなくなるようならそれでもいいから」

　来られたら来てくれ、と言って電話を切る。

　大島のように「来るまでずっと待ってる」と言わなかったのは、その台詞が少し卑怯に思えたからだ。どうやって口説こうかと考えながら、オフィスに戻もどる。自分の椅い子すに座ろうとして、立たち眩くらみがした。

　鈴木の会社に入れているシステムの修復のために、このところ寝ねずに仕事をしている。

　鈴木には仕事で出来るところを見せておきたい。

　子供みたいな理由だが、それが原動力になって随ずい分ぶんと仕事が捗はかどった。当初目安にしていた人にん月げつが大おお幅はばに短縮できそうだ。

　くせのあるコードもコツを摑つかんでからは、スムーズに解読ができるようになった。

「捗ってるみたいだね」

　平井先せん輩ぱいがぐったりとした様子でそう口にする。帰社したばかりなのか、機材の入っているショルダーバッグを肩かたにかけたままだ。

「今日は外出だったんですか？」

　先輩は疲つかれた顔で肩を竦すくめてみせる。

「もうこっちは最悪だよ。既き存そんのクライアントのフォローもしなきゃいけないし、営業部の連中からはデモ用のソフトをブラッシュアップしろって言われるし、散々だ。しかも愛知の社員を切ったせいで、週末は愛知に少し顔を出さなきゃならない」

　先輩は俺が扱あつかってる物とは別の自社製品のソフトウェアを担当している。

　ソフト自体の製作にもかかわったらしい。先輩はそのソフトウェアのサポートと、営業部との窓口を担当しているため、営業部の人間と一いつ緒しよにプレゼンに出席することが多い。

　エンジニアなのにプログラミング以外の仕事の比重が多いなんて、と前にぼやいていた。

　先輩が扱っているソフトウェアはそれほど複雑なものでも、不安定なものでもないのだが、それでもクライアントが多いので対応に追われているようだ。

「参るよな～。切られた社員も気の毒だけど、残ってる俺達の方も負ふ担たんが増えて、どっちにしろ会社全体がデスマーチだよ」

「そういえば高専時代の講師はデスマーチを止める唯ゆい一いつの方法は、前方の人間が死を覚悟して足を止める事だって言ってました」

　しかし、どちらにしろ犠ぎ牲せいはでる。

「前方ってこの場合誰だれよ。現場？　それとも指揮系統？」

「指揮系統は無理でしょうね」

　不在になっている部長のデスクに視線を向ける。デスクの上には相変わらず書類が散乱している。整理が苦手なのは文系だからだ、とつい最近まで偏へん見けんを持っていたが、鈴木の部屋が綺き麗れいなことを考えるとその辺りは関係なさそうだ。理科大卒の先輩のデスクがカオスになっているのを見ると、もうその時点でこの分類方法が間ま違ちがっていると分かる。

「有能な上司が欲しい」

　先輩はそう言いながらため息を吐くと「鈴木さんみたいにさっさと辞やめればよかったな」とぼやく。

「もっとも、鈴木さんの場合は辞めさせられたんだけどな」

「どういう意味ですか？」

　俺は鈴木が辞めた具体的な理由を知らない。人事部からは一身上の都合で辞めた、とだけ聞かされていた。てっきりこのシステムに嫌いや気けがさして辞めたのだとばかり思っていた。

「なんだ、知らなかったの？　気に入らないからって理由で部長から散々嫌いやな役押しつけられて、最後は不具合が全部鈴木さんの責任にされて、それで嫌になって辞めたんだよ」

　聞いていた話と違う。

「でも、鈴木さんもやってくれるよ。仕返しに仕様書や設計書も全部綺麗に跡あと形かたなく消去していくんだもん」

　そう言って、先輩は他人ひと事ごとのように笑う。

「あったんですか？」

「そりゃ一応作るよ。いくらうちの部でも、そこまで杜ず撰さんじゃない」

　仕様書や設計書があったなんて初耳だ。それさえあれば、俺の作業量は半分以下になっていたはずだ。

「うちの部長は社内でも有名ないじめっ子だからね。相手が辞めるまでいじめ抜くんだよ。なんでそんな人間を上層部が切らないのか不思議でならないよ。コネでもあるのか、それとも上層部が三さん猿ざるなのか……」

「三猿？」

「日光にいるだろ、あの見ざる言わざる聞かざるってやつ」

　そう言えば教科書かなにかで学生の時に見た記き憶おくがある。

「そんな部長の今のターゲットは…………お前だぁ！」

　怪かい談だんでも語るような口調で先輩は茶ちや化かして言ったが、その笑えない内容に思わず口元が引きつった。










　鈴木潤に対する一番初めの印象は「人形みたいに綺麗な男」だった。

　その後居酒屋で意気投合して運命が引き合うように肌はだを重ね、正体が苦手なクライアントだと分かった瞬しゆん間かんに、「運命の男」は「天敵」に成り代わった。

　けれど仕事を通して助け合い、鈴木に対して誤解があったことが分かった。

　気安い友人づき合いで鈴木の性格は摑んだつもりだった。

　もともと顔の作りが良いからもてているのだろうと思っていたし、一番初めに会った時だって「浮うわ気きもの」と罵ののしられていた。

　だから他人に好意を寄せられることには慣れているだろうし、同時にそれを断る術すべにも長たけているのだろうと勝手に想像していた。なのに。

「なぁ、なんでこっち見ないんだよ」

「別に普ふ通つうだ。自じ意い識しき過か剰じようなんじゃないのか」

　そう言いながらも決して俺を見ようとはしない。

　居酒屋に入ったときからそうだった。不自然なほど視線が合わない。

　意識的に避さけているとしか思えなかった。

　こんな子供のような態度は想定外で、鈴木の反応に俺の方が困こん惑わくする。

　引きには強くても押しには弱いんだろうか、と思いながらバッグを開ける。

　現在作っているシステムの資料を取り出してテーブルの上に置くと、ちらりと鈴木の視線が資料に這はう。

「システムの修正済みの箇か所しよを簡単にまとめてみた。月末には一度、アップデートできると思う」

「仕事の話がしたくて呼んだのか？」

　鈴木が眉まゆを寄せる。

　オンオフは分けたいと前に話していたから、プライベートな時間に仕事の話を持ち出されることを不快に思ったのだろう。

「最近、電算室に繫つないでも出ないだろ？」

　前は頻ひん繁ぱんに向こうからかかってきたのに、最近はこちらからかけても女子社員が出る。鈴木に取り次ぎを頼たのむと「会議中」「外出中」「手が離はなせない」と拒きよ否ひされてしまう。

「……忙いそがしいんだ」

　鈴木は気を取り直すように、資料に手を伸のばして読み始める。

　真しん剣けんな表情で文字を追うのを横目に、ビールに口を付けた。

　緊きん張ちようして喉のどが渇かわく。

　鈴木もおかしいが、俺だって本当はおかしい。さっきからやけに落ち着かないのは鈴木だけじゃない。

　来てくれるとも限らない鈴木に会うために、気に入っているスーツとネクタイに買ったばかりの靴くつを選んだ。

　お陰かげで中学生時代に初めてデートをしたとき、服装に困ってクローゼットのなかの服を部屋中に散らかしたことを思い出した。

「修正済みの箇所ってことは、未修正の箇所もあるわけか」

　仕事の話となれば途と端たんに冷静になった鈴木が、資料から視線を上げずに話しかけてくる。

「ああ。基幹部分のシステムをまずアップデートする。これは連れん携けいしている他社システムのサーバも停めて行う必要があるから、現地で行う」

　鈴木は嫌そうな顔で「サーバを停めるのか」と言った。

　二十四時間態勢でシステムを稼か動どうさせているので、サーバを停めたくないという気持ちは分かるが、こればかりは了りよう承しようして貰もらわざるを得ない。

「基幹部分のアップデートが終わったら、後はリモートでアップデートできる。以前提示した全ての修正箇所のアップデートが完かん了りようするのは来月末になる予定だ」

「十月末か」

　鈴木はそう呟つぶやくと、もう一度資料の始めから終わりまで目を通す。

「思ったよりも仕事が速いな」

「見直したか」

「とりあえず、一度目のアップデートを行った後に本当にこの問題が全て解消されているかどうか、確かめるまではなんとも言えないけどな」

　相変わらず手厳しい。

　仕事の話をしたことで落ち着きを取り戻もどしたのか、鈴木もビールに口を付けると最近の会社の状じよう況きようを話し始めた。

　新人の愚ぐ痴ちや上司の愚痴を聞いていると、不意に鈴木が呟く。

「こういうの、お前以外に話したことないんだけどな。愚痴とか、弱音とか、お前はなんか、話しやすい」

　それは社外の同業者だからだろう。一度寝ねたことも関係しているかもしれない。

「これからも、例外は俺だけにしておいてほしいな。あんたみたいに普ふ段だん澄すました顔をしてる奴やつに弱くなったところを見せられたら、どんな奴だって惚ほれそうだ」

　心底懸け念ねんしながら忠告すると、鈴木は呆あきれたような表情を浮うかべた。

「…………お前、そういうのすぐ言うな」

「そういうの？」

「言うだろ。すぐ、魅み力りよく的だとか惚れそうだとか。外国人みたいに」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたきながらも、酔よいだけではなくうっすらと鈴木の頰ほおが赤くなる。

　鈴木はそれを誤ご魔ま化かすようにビールを呷あおった。そんな風に一つ目のジョッキを空にしてからも、鈴木は次々に酒を頼んだ。結局店を出る頃ころには、鈴木はいつもよりも酔っていた。

　危なっかしいわけじゃないが、いつもより遅おそいペースで歩く鈴木と歩調を合わせるのに苦労する。

　駅まで多少距きよ離りがあったが、タクシーを拾わずに二人で夜道を歩いた。

　近道に人ひと気けの無い住宅街を歩いていると、不意に指が触ふれる。偶ぐう然ぜんのそれをきっかけに、鈴木と手を繫いだ。

　驚おどろいたように、鈴木が足を止める。

　戸と惑まどう姿を見て、無む性しように好きだと思った。

「何だよ、これ」

　困ったように繫いだ手を見つめて鈴木が言う。

「嫌いやか？」

　そう尋たずねると「だって、あれ……冗じよう談だんなんだろ？」と言った。

　あれ、というのが告白を指すのだとはすぐに分かった。

「冗談であんなこと言えるかよ」

　冗談じゃないと分かっている癖くせにそんな風に言うのは狡ずるい。

「でも、電話ではいつもどおりだった。今日だって、いつもの店で、仕事の話なんかしてたじゃないか」

　繫いだ手から、鈴木の指が逃にげようとする。

　だから先さき程ほどよりも強く握にぎった。離はなす気はないと、伝えるように指を絡からめる。

　また俺と視線を合わせなくなった鈴木が「態度だって、いつもと変わらなかっただろ」と責める。

「いつもと同じじゃないと逃げられそうだったからな」

「……」

　居酒屋で顔を合わせたときから居い心地ごこち悪そうにしていた。

　少しでもおかしな態度を見せれば、何か理由を作って鈴木が帰ってしまいそうに見えた。

「好きだ」

　言葉にすればしっくりと来る。俺はこいつが好きなんだ、と改めて自覚した。

「この間の男、気になる程度なんだろ？　だったら俺とつき合えよ」

「だから、いきなりそんなの言われても、わからない」

　鈴木はそう言うと強ごう引いんに俺の手を振ふり払はらう。

「考えがまとまったら、連れん絡らくするって言っただろ」

「おとなしく待ってたらいい返事がもらえるのか？」

「わからないけど、いきなり言われても困る」

　弱りきった顔で鈴木が呟く。そんな顔は初めて見た。

　好きな相手にそんな顔をされたら、強引に押し切ることもできなくなる。

　そんなとき、丁度鈴木の携けい帯たいが鳴った。鈴木はほっとしたようにジャケットから携帯を取り出す。

「悪いけど仕事の呼び出しだ。今日は一人で帰ってくれ」

　そう言って背を向けて耳に携帯を押し当てる鈴木を、強引に後ろから抱だき締めた。

「月末まで待つ。それまでに答えをくれ」

「……っ」

　耳元で囁ささやいて強こわ張ばった鈴木の体から腕うでを離すと、踵きびすを返して今歩いてきた道を引き返し、大通りに出てタクシーを拾う。

　後ろは一度も振り返らなかった。鈴木が見ているような気がしたが、怖こわくて振り返ることができなかった。










　同じ部の人間に協力して貰ってシステムのテストを終えた後、死ぬ気でアップデート用のデータを整えた。

　自分で月末だと言ったのに、間に合わなかったら格好が付かない。

　月の最終日になっても、鈴木からの連絡は来なかった。

　けれどその代わり、今日の夜にアップデートに向かうと電算室に報告すると、「その際には鈴木が対応します」と女子社員に告げられた。

　サーバを停められるのは午前三時から四時までの一時間だと言われ、深夜残業になるので一度帰宅してから仮か眠みんを摂った。

　家から直接機材を積んだ社用車で、鈴木の会社に向かう。

　あの夜に別れてからずっと仕事に没ぼつ頭とうしていたので、あまり鈴木のことを考えなかった。

　どんな答えを貰っても諦あきらめる気にはなれないと分かっていたからだ。

　それでもハンドルを握る手がじっとりと汗あせばんでいて、そのことに思わず笑った。

「緊張してるのか」

　本当に、中学生の時に戻ったみたいだ。長いことこんな感覚は忘れていた。

　相手の会社の駐ちゆう車しや場じように車を止め、機材を持って裏口から入る。

「遅くまでご苦労様」

　初老の管理人に労いたわられ、会え釈しやくして電算室に向かう。

　ノックの返事は鈴木の声だった。中に入ると、部屋には鈴木しか居ない。

「こんな時間に悪いな」

　そう言うと、鈴木が自分のデスクから立ち上がる。

「さっさと始めよう」

　検証用のパソコンとサーバを繫つないでから、連れん携けいしているシステムのサーバを全て停める。

　端たん末まつからアップデート用のデータを入れて、うちの社が使用しているサーバを再起動した。

　エラーウィンドウがいくつか画面上に表示されているが、それは連携しているシステムのサーバを停めた事で表示されているので、特に問題はない。

　一通りシステムをテストしてから、連携しているシステムのサーバを再起動するのと同時に、端末も再起動をかける。

　想定外のエラーは起こらなかった。他のシステムと連携が取れている事を確かく認にんしてから、鈴木に席を譲ゆずる。

「一応、念のために確認してくれ」

　そう言うと、鈴木は無言でシステムの検証を始めた。

　その間、俺はサーバ室で検証用のパソコンのログをチェックする。

　一通り上から下まで眺ながめたが、問題はないようだった。

　ほっと息を吐はき出す。基幹のシステムが問題なく更こう新しんできたことに、安あん堵どを覚える。思えば最悪なシステムだったな、とまだ全ての修正が終わってもいないのに感かん慨がい深ぶかい気持ちになった。

　よくもこれほど大きなシステムを一人で直したものだ、と少し自分に感心する。

　しかし、本来ならば一人でできたとしても一人でやるべきではない。改めて部の方針に疑問と反感を覚えながらも、後少しで縁えんが切れると思えば耐たえられた。

　しかし部長とも縁が切れると同時に、鈴木とも仕事での関わりはなくなる。

　元の部に戻もどれば仕事で鈴木と関わることはない。

　だからこそ、ここで諦めるわけにはいかなかった。逃がしてやる気は少しもない。

「こっちは終わったけど、そっちは？」

　サーバの陰かげから鈴木が顔を出す。

「こっちも終わった。異常はあったか？」

「今のところ特にない。前よりサクサク動くからストレスが少なく済みそうだ」

　鈴木が小さく笑う。その笑え顔がお一つで今までの努力が全て報むくわれる気がするんだから、俺もお手軽だ。

　検証用のパソコンを片付けている間、鈴木は傍そばに立ったままだった。

　サーバ用の強い冷れい房ぼうのせいでジャケットを着ていても寒い。

　部屋の中では相変わらず低い羽音のような機械音だけが響ひびいていた。

　パソコンを専用のバッグに仕し舞まう。それから、逃げるだろうかと思いながら鈴木に近づく。

　鈴木は逃げなかった。頰ほおに手を伸のばしても、振り払われなかった。

　そのことに期待してしまう。

「返事、聞いていいか？」

「……」

　黙だまり込んだまま、鈴木がため息を吐き出す。

「なんで俺のこと好きだなんて言うんだよ」

「知るかよ。気づいたら好きになってた」

「軽いな」

　非難するように鈴木が言う。

「軽い方が好きなんだろ？」

　一番初めに飲んだ時にそう言っていた。

「お前、男でも俺なら抱だけるって言ってたけど、別に、男じゃなくていいなら女にしておけばいいだろ」

「男じゃなくても抱けるじゃなくて、お前だから抱きたい。今はそう思ってる」

　合わせたままだった視線が逸そらされて、うっすらと鈴木の頰が赤くなる。

　その反応を逃のがさないように、背中に腕を回して抱き締めた。

　Ｙシャツ越ごしに伝わる温かな熱を確かめるように首筋に顔を埋うずめる。その温ぬくもりを感じて、自分がずっとこうしたかったのだと気づく。

「好きだ」

　鈴木はしばらく黙ったままだった。

　それかららしくもなく小さな声で「つき合ってやっても良いけど」と言った。

「本当か？」

　その問いかけに頷うなずいたのが分かる。思わず抱き締めていた腕を離はなして顔を覗のぞき込んだ。

　鈴木は目を伏ふせたまま「見るな」と拗すねたように言った。

　子供っぽい台詞せりふに口元が弛ゆるむ。

　嬉うれしくて、堪たえられずにキスをした。

　前に触ふれたことのある唇くちびるは相変わらず柔やわらかくて、夢中になる。

　何度も角度を変えて合わせているうちに、うっすらと唇が開く。先を促うながすような動きに、舌を差し込んだ。

「ふ……っ」

　漏もれた小さな吐と息いきに、頭の奥が熱くなる。

　夢中で鈴木の舌を愛あい撫ぶした。小さな口だと思いながら舌を吸い上げる。

「っ」

　苦しげな吐息に一度離すと、唾だ液えきに濡ぬれた唇が赤くなっているのが見えた。

　それを指で拭ぬぐう仕草に煽あおられて、再び口づける。

「お前……っ」

　咎とがめようとした声を奪うばう。長いキスへの抗こう議ぎか、それともこれから俺がすることへの文句なのか分からないが、どちらにしろ聞く気はない。

「孝士……！」

　あの夜以来、名前を呼ばれるのは初めてだ。

　そんな余よ裕ゆうのない声で呼ばれたら、余計に我が慢まんできなくなる。

　指先が引きはがそうとするように俺の肩かたにかかる。

「潤」

　名前を呼ぶと一いつ瞬しゆん、潤の指先から力が抜ぬける。

　背中に回した手を腰こしに下ろし、そこからさらに下へ伸ばすと潤の体がびくりと揺ゆれた。

「い、いい加減にしろよ！」

　抵てい抗こうを力ずくで封ふうじ込める。

　掌てのひらで形を確かめるように撫なでると吐息の色が微び妙みように変化する。

「触さわるだけだから、潤」

　宥なだめながらベルトを外す。困った顔で諦あきらめたように視線を逸らし、俺のやりたいようにさせている潤を見ると、悪いことをしている気分になる。

　いつもと違ちがう。他の誰だれにも見せない潤の顔にますます興奮する。

「う、……くっ」

　サーバラックの硝子ガラス扉とびらに背中を預けて、潤は下着の中に手を入れられるのに耐えていた。

　眉み間けんに皺しわが寄り、頑かたくなに逸らした視線で床ゆかを睨にらみ付けている。

　手の中の性器は徐じよ々じよに張りつめて、重さを増していく。

「も、う……やめろ」

　続く言葉は吐息に掠かすれていた。

　無視して根本の方から指で擦こする。同じ男のものなのに、どうしてこんなに触れたいと思うのか、自分でも不思議だった。

　潤以外の男にはこんな風に触れたいとは思えない。

「やめろって、ここで止めたら困るだろ？」

　硬かたく育ってから意地悪く問い返した。狡ずるいやり口だと思いながらも、こうでもしなければ逃げられてしまう。

「う、ぁ」

「一回出せよ」

　丸め込むように口にする。

　初めての彼女としたときも、そういえばこんな風に触れていた。

　嫌いやがるのを宥めすかして「見るだけ」「触るだけ」「少しだけ」と口にしながら、結局最後までしてしまった。

　一番初めに止まれなかったら、途と中ちゆうで止まることなどできないに決まっている。

「潤」

「っく、う」

　目をぎゅっと閉じたまま、体を強こわ張ばらせる。限界が近いのを感じて、執しつ拗ように敏びん感かんなところばかりを攻め立てた。

　先せん端たんの割れ目を指先で触れる。熱を持って腫はれているその場所がじわりと、先走りで染しみるのが分かった。

　促すように引きつった皮ひ膚ふを擦ってやりながら、潤の耳じ朶だをねっとりと舐なめ上げて甘く嚙かみついてやる。

「っ」

　息を殺す仕草に煽られる。

　首筋を潤の吐息がくすぐり、ぞくりとした。

　濡れている陰いん茎けいを弄いじりながら、Ｙシャツの上から胸に触れる。

　尖とがっている乳ち首くびに触れると「やめろ」と潤が口を開く。

　いつもとはちがう、弱々しい声の制止に、誘さそわれるようにその場所を強く弄った。

「い、やだ」

　首を振ふると、ぱさぱさと髪かみが硝子にぶつかって音を立てた。

「潤、いきそうなんだろ？」

　我慢するなよ、と先さき程ほどまでより乱暴に掌を上下させる。潤は震ふるえる唇を嚙みながら息を飲んだ。

　しばらく間をおいてから先端から白はく濁だくした温かい精液が吐はき出される。それを掌で受け止めると、潤が恨うらみがましい目で俺を見た。

　半開きになった唇から甘い吐息が漏れて、それがひどく扇せん情じよう的だった。

　唇を寄せて軽く触れ合わせると、怒おこったように顔が逸らされる。

　不ふ機き嫌げんなのは分かっていたが、上気した頰ほおで荒あらい息をどうにか整えようとする姿に、止まらなくなった。下着ごとパンツをずり下ろすと、潤はぎょっとしたように俺の腕うでを摑つかむ。

「こんなところで……」

　潤が非難の言葉を口にする前に、唇を塞ふさぐ。

「悪い。我慢できない」

　謝るように耳や頰にキスをする。強くしがみつかれたシャツは皺になるだろうと思ったが、そんなことはどうでもよかった。

　後で殴なぐられてもいいと思いながら、潤の体を後ろ向きにしてサーバラックに押しつける。

　シャツを捲まくりあげて、細い腰を直じかに摑んだ。

　双臀の間には前に一度入りこんだ小さな入り口がある。

　精液で粘ねばついた指をそのままそこに埋め込むと、潤の体が強張るのが分かった。

「う、く……」

「狭せまいな」

　少し乱暴にぐるりと指を回すと、潤の膝ひざが折れそうになる。

　潤の感じる場所は覚えていた。だから二本目の指を差し込むと、その場所を指の腹で擦ってやる。

「っ、はっ、ぁ」

　びく、と背中が反り返った。

　あからさまな反応に、そこばかりを攻め立てる。

「っく、ふ」

　奥歯を嚙みしめているような声に、宥めるように睾こう丸がんに手を伸のばす。軽く揉もんでやると、硬かたくなった体から少しだけ緊きん張ちようが解けたような気がした。

　同じ男だから、どこが気持ちいいのか分かる。

　その分女よりもお互たがい楽しめるかも知れないと、再び硬くなってきた潤の陰茎を掌で擦ってやった。

「は、……孝士」

「入れて良いか？」

　筋肉質で硬い双臀を両手で開く。先程まで弄っていた場所が赤くなっている。

　潤は諦めたように息を吐き出した。

　それを了りよう承しようだと都合良く解かい釈しやくして、ファスナーを下ろして自分の高ぶったものを取り出す。

　ぎちぎちに張りつめたそれを、形のいい双臀の間に潜もぐり込ませた。

「ふっ」

　湿しめった肉の感覚を亀き頭とうに感じ、喉のどが鳴る。

　そのまま、奥の方までゆっくりと沈しずみこませた。

「くっ、ぁ……熱っ」

　無意識に逃にげようとする腰を摑んで、少しずつ少しずつ驚おどろかせないように奥まで開いていく。

　自分の性器が徐々に赤い肉の入り口に飲み込まれるのは、随分とやらしい光景だった。

　呻うめくような声をあげて、潤がその衝しよう撃げきに耐たえる。

　しなやかに反った背中に口づけながら最後まで挿そう入にゆうした。

　以前犬みたいに後ろから犯おかす、と言っていたのが現実になる。顔が見られないのが残念だったが、深くまで入り込めるのがいい。

　寒いはずのサーバ室で、いつの間にかじっとりと体が汗あせばんでいた。熱暴走を避さけるための冷れい房ぼうは、熱くなった下半身には利きそうにない。

「潤」

　苦しげな潤を慰なぐさめるように、陰茎と乳首を弄ってやる。

　いじらしく尖った乳首の先が、硬く勃ぼつ起きしているのを指先で確かめた。女の柔やわらかで甘い乳ち房ぶさよりも興奮して、執拗に嬲なぶる。

「胸なんか、やめろ」

「なんで？」

「っ、ん」

　力を加えれば取れてしまいそうなそれを引っ張り、指先で円を描えがく。潤の体は些さ細さいな刺し激げきにも反応するように震える。

　硬くなった肉の感かん触しよくを楽しんでいると、肉にく壁へきが欲よく望ぼうを搾しぼり取るようにうねった。

「気持ちいいか？」

　耳元でそう尋たずねると「うるさい……っ」と怒られる。

　そういう反応は潤らしい。

　胸の先を引っ張って遊んでいると、潤の腰こしが僅わずかに揺ゆれた。

　それを追いかけるように、ゆっくりと内側を突つき上げていく。円を描くように腰を揺すると、切ない吐と息いきが漏もれる。

「ふ、ぁ」

　鼻にかかったような甘いそれがもっと聞きたくて、感じる場所を突き上げた。

「んっ、ぁ熱い」

　腰を使うたびに、潤が手を突ついているサーバの硝子ガラスが、ガタガタと音を立てる。

「潤」

　名前を呼ぶと「も、いけよ」と小さく抗こう議ぎされた。

「は、はやく」

　手の中にある潤の欲望は、再び高ぶってべとべとに濡ぬれている。

　二度も続けて自分が先に出すのは嫌なのだろう。促うながすように中が締しまる。

「う」

　思わず声が漏れた。

　仕返しのように手の中の性器を扱しごいてやると、余計に肉壁が収縮する。

「あ、あっ」

　煽あおられて遠くなかった限界が近づく。潤の腰を両手で摑んで、強ごう引いんに何度も腰を打ち付けた。繫つながった場所からも、肉がぶつかった所からも、あからさまな音が聞こえる。

　ガタガタ揺れる硝子の音も部屋に響ひびいていた。

「潤、潤」

　名前を呼びながら突き上げていると、中が一いつ瞬しゆんきつく締まってから弛し緩かんする。その反応で潤が達したのが分かった。

「っ、ふ、っ」

　その途と端たん潤の体から力が抜ぬけて、そのままずるりとラックに沿って崩くずれる。

　俺は潤の体から抜き取った性器を自分の掌てのひらの中でいかせた。

　顔を上げると潤が頭を寄りかからせている透とう明めいな硝子に、白濁した精液がべっとりと付いていた。

「無む理り矢や理り犯おかされたみたいな格好だな」

　興奮が治まらないままそう口にする。

　乱れたネクタイとＹシャツ。精液で汚よごれた硝子。上気した頰に潤うるんだ目元。服が脱ぬげかけの下半身では、濡れた性器が項うな垂だれて床ゆかに付いている。

「みたいじゃなくて、そうなんだよ」

　ふざけんな、と剣けん吞のんな目で睨にらまれる。迫はく力りよくと同時に強い色いろ香かがあり、怖こわいというよりも別の意味でぞくりとしてしまう。

　そんな心情がにやけた顔に表れていたのか、潤は眉まゆを顰ひそめると「調子に乗るな」と一言吐き捨てた。

「つき合ってもいいって言った途と端たん暴走するな」

　不ふ機き嫌げんにそう言い捨てると、潤は硝子についた自分の精液に気づいて、ますます機き嫌げんが悪くなった。

「どうするんだよ、これ」

　仕事中は凜りんとした隙すきのない男が、ばつが悪そうな顔で自分が汚した硝子を見る。

「俺が片付ける」

「当たり前だ。ついでに、朝の八時に交代が来るまでコンソール見張ってろ、バカ」

　照れ隠かくしなのか、乱暴に近くにあったファイルを投げつけられる。

　それでも怒おこる気には少しもなれなくて、自分は相当潤が好きなんだと改めて自覚した。










　宣言通りに、残した修正箇か所しよのアップデートが終しゆう了りようしたのは、潤と二度目に寝ねてから一ヶ月ほど経ってからだった。

　その直後から急に潤の仕事が忙いそがしくなり、あれから二度しか会っていない。

　代わりにメールや電話をしているが、電話はすぐに切られてしまうし、メールは時間を置いてからしか返ってこない。

「そういえばこういうの好きじゃなかったな」

　メールや電話が頻ひん繁ぱんだと面めん倒どうだと潤は以前言っていた。

　折せつ角かくつき合えたのに、鬱うつ陶とうしいと思われるのが嫌いやで控ひかえようと決める。

　昨日の夜に寝る前に送ったメールの返信を眺ながめ、結局さらに俺から返信するのは止めた。

　短い返事だが、それでもメールが来ただけ嬉うれしい。

　携けい帯たいをジャケットにしまって、廊ろう下かの奥にある自じ動どう販はん売ばい機きに金を入れたところで、背後から肩かたを叩たたかれる。

　振ふり返ると、そこに居たのは岡本だった。

「おかえり」

　午前中は外出していたので姿を見なかった岡本にそう声をかけると、からかうように「さっき、彼女にメールしてましたよね」と言った。

「いや、友達からだ」

「噓うそですよ。嬉しそうに笑ってたくせに」

　誤ご魔ま化かすのを諦あきらめて「いいだろ、別に」と返す。

「彼女出来たんですか？」

　にやにや笑いながら、岡本は俺の表情を窺うかがってくる。

「放っておいてくれ」

「どんな子なんですか？」

「俺の話聞いてたか？」

「聞いてましたけど、気になります。教えてくれるまで訊ききます」

　それは一種の脅おどしか何かなのか。

「……普ふ通つうだよ」

「一体どこで出会うんですか？　佐藤先せん輩ぱい毎日朝早く来て夜は残業してるし。まさか……クライアントに手出したんじゃないでしょうね」

「……」

「え。まさか、マジでそうなんですか？」

「違ちがう」

　岡本のくせに、痛いところをついてくる。

「だって、今の間ってどう考えてもそうじゃないですか」

「違うって言ってるだろ」

　しつこい岡本にそれ以上は何も答えずにいると、諦めたのか質問を変えてくれた。

「そう言えば、そろそろ警備に戻もどるんですか？」

「たぶん来年度には戻れるだろうな。アップデート後に問題も起きてないし、来週からは後任を指導していくつもりだ。まだ誰だれになるかは決まっていないけどな」

　そう言うと、岡本は「その後任、俺に決まりそうなんですよねー」と嫌そうに言った。

「警備に戻れば主任でしたっけ？　主任の次は係長で、次は課長で、部長でって……。早くも出世コースですね」

「警備部は基本的に人数が少ないからな」

　出世は確かに早いが、それは少人数体制だからだ。

　その分仕事は残業に及およぶことも多い。俺がシステム部の人間よりも残業が苦にならないのは、入社後に配属された警備部で散々残業をさせられたからだ。新人の頃ころはどこの会社もそれが当たり前なのだと思いこんでしまうほど、連日会社に残っていた。徹てつ夜やがあまり苦にならないのは、警備部で鍛きたえられたせいだろう。なにせ栄養ドリンクが経費で落ちるような部署だ。

「仕事もプライベートも順じゆん風ぷう満まん帆ぱんですね」

　羨うらやむように岡本はそう言って茶ちや化かした。

　笑う岡本を見ながら、警備部に戻るのは待ち遠しいが、鈴木と仕事で会えなくなるのは少し惜おしいと思った。警備部に移れば、もう仕事で顔を合わせなくなる。

　忙しい分、仕事の用事ですら声が聞きたいと思ってしまう。俺はもう末期なのかもしれない。

　そして病は、重くなるばかりだ。










『忙しいんだよ。とりあえず、今週末は無理だ』

「分かった。また連れん絡らくする」

『ああ、悪いな』

　素っ気なく切れた電話にため息を吐ついたのは昨日の事だった。

　結局土曜日になってもなんの予定もなく、せっかくの二連休だというのに少しも気分が浮ふ上じようしない。

　潤があっさりとした性格だとは知っているが、それでももう少し甘い言葉があっても良いと思う。

　好きだ、と言うのは俺ばかりだ。

『恥はずかしい奴やつだな』

　と呆あきれたように返されると、流石さすがに少しむっとする。

　結局二度目に抱だいてから一度も潤と寝ていない。キスは何度かしたが、決まって潤が途と中ちゆうで唇くちびるを離はなしてしまう。

　潤は「気になっている」と言っていた男を引きずっているのだろうか。

　つき合っているというよりはつき合って貰もらっているような、そんな関係だった。

　短い電話のやりとりと短い逢おう瀬せが続いた十一月の半ば、ようやく取り付けたデートで潤を俺の家に誘さそった。

「何もしないよな？」

　来る前から警けい戒かい心を剝むき出しにしてそんなことを口にする男に、苦い気持ちを覚えながらも「何もしない」と約束をする。

　家にやって来た潤は、興味深げに部屋の中を見ていた。部屋は潤の家より少し小さいが、その分駅に近い。

　お互たがい一日休日だったので、のんびりと過ごしながら下らない話をした。

　買ったまま見るのを忘れていた映画を観て、簡単な昼食をとった後で潤は本ほん棚だなにあった一冊の本を手に取った。

「これ、俺も持ってる」

　潤が持っているのはＩＴ業界のプロジェクトマネジメントに関する専門書だ。システム関連の本は英語で書かれたものが多いが、それもその一つだ。

「でもあまり実じつ践せん的だとは思えないな。そもそも、五年前に出版された本だ」

　潤はそう言ってそれを棚に戻す。

「そうか？　根本は今でも変わらないと思うけどな？」

「理想と現実は違う。確かに一部は共感できるが、大部分は机き上じようの空論だ」

　そう言い捨てた潤に思わず反論する。そのままの勢いでつい口論のようになり、気づけば何故なぜかお互いの起業プランを熱く語っていた。まるでプレゼンのように主張しあい、気づけば二、三時間経過している。

　子供のようにむきになってしまったことにお互い恥ずかしさを覚え、黙だまり込む。

　不意に落ちた沈ちん黙もくを紛まぎらわすように手を握にぎると、潤は戸と惑まどったように俯うつむく。

「こうされるの嫌か？」

「……いちいち訊くなよ」

「どこまでなら、何もしないに入るのか分からないから」

　そんな約束は、潤相手じゃなかったら反故ほごにしている。

　何も言わない唇に指で触ふれる。

「もっと触さわっていいか？」

　戸惑う視線は、俯いたままで絡からみ合わない。

　けれどそんな仕草に煽あおられる。リビングのラグの上で、押し倒たおしたい衝しよう動どうと闘たたかいながら、潤の返事を待った。

　何も言わない唇に、痺しびれを切らせてそっと口づける。

「孝士」

　漏もれた声は、咎とがめているようには聞こえなかった。

　だから何度も、繰くり返す。キスは許してくれた。舌を入れて、唇を吸っても拒きよ否ひされることはなかったが、服に手を掛かけた時には胸を強い力で押しやられる。

「潤？」

「……何もしないんだろ」

「……分かった」

　害はありません、というように両手を開いて上げる。

　潤は赤い顔のまま俺から少し距きよ離りを置いた所に座った。思春期のカップルのような微び妙みような隙すき間まができる。

　怒おこっているわけじゃないようだった。だから安心して放って置いたのだが、一度潤がトイレに立った瞬しゆん間かんからその機き嫌げんが悪くなった。

「潤？」

　声を掛けると潤は何か言いたそうな顔をしたが、結局は何も言わずに「用事が出来た」と言って足早に部屋を出て行こうとする。

「待てよ」

　慌あわてて腕うでを摑つかむと、ひどく冷めた目で睨にらみ付けられた。訳が分からない。

「どうしたんだ？」

「……」

「……嫌いやだったか？」

　触れたことを怒っているのか、と顔色を窺うかがう。

「本当に用事が出来ただけだ。だから、手を離せ」

　冷静な声でそう告げられて、結局手を離した。

「悪い」

　尖とがった声で潤はそう謝ると、踵きびすを返して居なくなった。

　少し時間を置いてから電話で用事を問いただしても、明確な答えは返ってこない。

『仕事を思い出したんだ』

　そんな子供でも引っかからないような言い訳を繰り返すだけだった。

　忙いそがしくて会えないなか、折せつ角かく会えた日にそんな態度を取られて、これから先も潤とちゃんとうまくやっていけるのか不安になる。

　実際、いきなり帰った潤に苛いら立だってもいた。

　だから頭を冷やす意味も込めて、しばらく自分からは連絡をしなかった。俺から連絡をしなければ、潤からはかかってこない。それがこの関係の危あやうさを証明しているようだった。

　結局、潤から電話があったのはそんなことがあってから二週間も過ぎた頃だった。

『システムが少しおかしいから、時間があるなら来て貰いたい』

　その言葉に思わず眉まゆを寄せる。二週間ぶりの電話がそれなのか、とため息を吐きたくなる。

　しかも休日に、サポート用の携けい帯たいではなくプライベート用の携帯にかけてきておいて、仕事の話をするなんてどういう了りよう見けんだ。

　不満はあったが、システムの不具合ならば早急に対応しなければならない。うちの会社であのシステムに詳くわしいのは俺だけだ。

「……おかしいってどういう風に？」

　システムは問題なく稼か働どうしているはずだった。

　しかしバグのないシステムは存在しないというのは、全てのエンジニアの共通した見解だ。

　更こう新しんからまだ一ヶ月しか経っていないのだから、何か不具合が見つかってもおかしくはない。

『よくわからないけど、途と端たんに重くなって動きが鈍にぶくなった。前に一度こういうことがあったときに、後々重大な欠けつ陥かんが見つかったから気になったんだ』

「今も重いのか？」

『ああ、少しは改善されたけど今も少し動きが鈍いな。俺が調べた限り原因は不明だけど』

「分かった。今から行く」

　外出予定がなかったから、特に気にしていなかった無ぶ精しよう髭ひげを剃そらなければと、顎あごに手を当てる。ざりざりと気持ち悪い感触がする。

『時間があるなら来て貰おうと思っただけだ。忙しいんだろ？』

「いや、お前が相手してくれないから暇ひまだったんだ」

『別に、気を遣つかわなくていい』

　皮肉めいた口調を疑問に思ったが、訊けばさらに機嫌を損そこねそうな気配だった。

「検証用のパソコンを会社に取りに行かなきゃならないから、そっちに着けるのは早くて三時間後になりそうだけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

『そこまではしなくていい。少し見て貰いたかっただけだ。問題があるようなら、月曜日にまた来てくれ』

「分かった。それなら一時間程度で行けると思う」

　そう言って通話を切る。

　けれど道が混こんでいたせいで、実際に潤の会社に着いたのは夜の七時頃ごろだった。

「悪い」

　電算室に入ってそう言うと、潤は疲つかれた目を俺に向けて「何が？」と言った。

「少し遅おくれた」

　そう答えると「ああ、もうそんな時間か」と伸のびをした。

　疲れている潤を見て、思わず頰ほおに触れる。

「なんだよ」

　久しぶりにさわれるのが嬉うれしくて、そのまま唇くちびるにキスを落とす。

　ゆっくりと味わっていると「キスをしに来たのか？」と言われる。

　名残なごり惜おしく思いながら、唇を離はなして端たん末まつの一つに向き合った。

「遅おそいのはうちのシステムか？」

「全部だ」

　そう言われていじってみるが、特に遅いとは感じなかった。パフォーマンスも見たが、問題がありそうなものはない。

「何時頃重くなった？」

　ログを開きながらそう尋たずねる。他社のシステムも確かく認にんしたが、特に問題がありそうなものはなかった。

「……忘れた」

　潤はそう言うと不意にマウスに置いた俺の手の上に自分の手を重ねる。

　デスクに寄りかかったまま、その体勢で少し屈かがみ込む。

　唇が微かすかに触れると、躊躇ためらうように一度離れた。けれど、再び押しつけられる。

「いきなり呼び出して悪かったな」

「いや、会えて嬉しい」

　そう言って腰こしに腕を回したが、その手はさりげなく外される。

「腹が減ったな。飯でも頼たのむか」

　そう言ってデスクの上の受話器を持ち上げた潤に、「俺が買ってくるよ」と声をかける。

「いいのか？」

「ああ。何がいい？」

「任せる」

　会社の外に出て煌こう々こうとした明かりに引き寄せられるようにピザ屋に入った。

　二人前のピザとチリソースが旨うまそうなホットドッグと、ジンジャエールを二缶かん買った。

　電算室に戻もどると、潤は俺が出て行った時と同じように、端末の前で真しん剣けんな顔をして何かの資料を読んでいた。

「何を読んでるんだ？」

　仕事とは関係なさそうなそれを見て声をかけると「起業家向けのセミナーの資料」と答えが返ってくる。

　そう言えば以前に起業したいと言っていたのを思い出す。

「本気で考えてるんだな」

「当たり前だろ」

　真剣にそう言った潤が、匂においに誘さそわれるようにピザの入った袋ふくろに視線を向ける。

「旨そうだな」

　空いているデスクの上にピザを載のせて、ジンジャエールで乾かん杯ぱいした。

　結局動作が重くなった理由は分からないままだったが、潤の顔を見られただけで良い。

「無理するなよ」

　食事が終わって、まだ仕事があるという潤にもう一度口づけてから電算室を出る。

　本音を言えば、キスだけじゃ足りない。もっと触ふれたい。

　けれどこの間のように性急に求めることはできなかった。

　潤にも欲しいと思って貰もらいたい。そうじゃなければ、つき合っている意味がない。

「でも、流石さすがにきついだろ」

　もう一ヶ月以上抱だいていない。欲よつ求きゆう不ふ満まんで死にそうだ。

　恋こい人びとという、本来ならば遠えん慮りよなく触れられる立場なのが余計に悪い。

　肉体的に満足できないなら、せめて精神的に満足したい。

　潤からは一度もそれらしい言葉を貰ったことはなかった。つき合ってからだって、つき合う前と同じ態度だ。いや、つき合う前の方が良かった。

　つき合う前より素っ気ない態度は何が原因なんだろうか。

「下手へただったのか？」

　それともサーバ室で抱いたせいか。けれど今いま更さらその事を後こう悔かいしても、どうにもならない。

　潤がその気になるまで待つしかないだろう。

　十一月の冷たい夜の空気が身に染しみる。

　もう一度ため息を吐ついて出てきたばかりのビルを見上げた。

　今別れたばかりの恋人に会いたいと思うどうしようもない自分を、振ふり切るように歩き出した。










「佐藤」

　仕事をしていると、不意に部長から名前を呼ばれる。

　顎をしゃくられて、俺の後任者として正式に決まった岡本への指導を中断して近づく。

「青森の方で今人が足りなくてな、もしかしたら君を出すかもしれない」

　そう言われて、一いつ瞬しゆんなんのことか分からなかった。

　驚おどろいていると、部長は人の悪い笑えみを浮うかべる。

「後任の指導が終わって、年が明けたらすぐに向こうに行って貰う」

「どういうことですか？」

　部長の言葉を聞いて、先せん輩ぱいが前に言っていた事を思い出す。

　開発者の鈴木も部長の嫌がらせで辞やめたと言っていた。

　青森の事業所では現在は開発は行っていない。青森にあるのは人材派は遣けんを行う事業部だけだ。

　開発者として入ったのに、まさかそんな馬ば鹿かな話があるかと部長を見返すと、部長はにやにや笑いながら「向こうでも是ぜ非ひ君のスキルを発揮して仕事をしてくれ」と笑った。

「せめて年度末まで待ってください。システムは基幹部分を入れ替かえたばかりです」

　後任の岡本には指導しているが、まだ完かん璧ぺきではない。岡本をサポートする人間がどうしたって必要になる。そしてそれは俺以外にできない。

「それは君の都合だろう。会社という組織にいるんだ。自分の都合で我が儘ままを言うな」

　あまりの主張に、言い返す気がなくなった。「頭がどうかしてる」という言葉を飲み込んで自分の席に戻り、仕事の続きをこなす。

　デバッグをして、命令通りにループをしないシステムの原因を探さぐる。

　岡本が不安そうな顔で俺を見ていたのは分かっていたが、なんて声をかければいいのか分からなかった。しかし、俺から声をかけるまでもなく休きゆう憩けい時間に岡本にオフィスの外に連れ出される。

　休憩ルームで周囲に誰だれもいないことを確認すると、岡本は「始まりましたね」と言った。

「どうして部長がそこまで権限を持ってるんだ？」

　岡本に訊きいても答えは出ないと思ったが、予想外にもはっきりとした回答が来る。

「人事部と繫つながってるからですよ。人事部は自主退職にしたい社員を部長の下もとに送る。部長はその社員を虐いじめて辞めさせる。代わりに部長は辞めさせたい社員を自分の下に配属させるように仕向け、いじめ抜ぬくか僻へき地ちにとばすんです」

　岡本はそう言うと「鈴木さんも佐藤先せん輩ぱいも、この場合は後者ですね」と言った。

「鈴木さんの場合は同期で優ゆう秀しゆうなのが目め障ざわりだったんでしょうね。佐藤先輩の場合は、おそらく警備部の部長の手て駒ごまをもぎたいからだと思いますよ」

　岡本の言葉に、心底呆あきれながらも「そんなのがまかり通るのか？」と口にする。

　岡本は肩かたを竦すくめながら「うちの会社では」と言った。

　納なつ得とくできないまま家に帰ると、翌日は警備部の部長から昼食時にその件で呼び出された。

「相変わらず最低な奴やつだ」

　部長はシステム部の部長をそう罵ののしってから「もう我が慢まんできない。上層部にかけあってやる」と意気込む。

「とりあえず俺に任せなさい。なんとかしてみせるから」

　そんな風に言われて頷うなずく以外に他はなかった。

　会社に戻ったとき、エレベーターでシステム部の部長と一いつ緒しよになった。

「外でこそこそ警備部と密談か。人事部にゴマをする方法はみつかったのか？」

　嘲あざけるようにそう言われ、思わず部長に視線を移す。

　何故なぜ警備部の部長といたことを知っているのかと思っていると、部長はいやらしく笑いながら一足先にエレベーターを降りて出ていった。

　オフィスに戻ると、デスクの上には現在の仕事とは関係ない雑用を指示する書類が置いてあった。社内のインフラ整備の指示だ。

「部長命令みたいです」

　その書類を見ていると、岡本がそう言った。

「どういう意味だ？」

「さあ？　部長に訊いてください」

　言葉通りそうすると、予想していたような厭味が返ってきた。

「今仕事を抱かかえているのは他の人間も同じなんだ。忙いそがしいだなんて言い訳になるか。自分以外の誰かがやればいいと思っているなら、自分で適当な人間を見つけて押しつけるんだな」

　その言葉に腹が立ちながらも、デスクに戻る。

　結局社内のネットワーク構築のために、大おお幅はばに時間が取られることが分かった。

　岡本を指導する傍かたわら、社内のネットワークを調べたが、それを妨ぼう害がいするように次々と下らない雑用を部長から押しつけられる。苛いら立だちながらそれを片かたっ端ぱしからこなして残業をした。

　結局俺と岡本だけがオフィスに残る。

　岡本は俺の仕事を手伝ってくれていたせいで、遅おそくまで残ることになってしまった。

「悪いな。先に帰っていいぞ」

　日付が変わるまでに家に帰れと、岡本に任せていた仕事を引き取った。

「でも」

「終電早いんだろ？」

　家が遠いというのは前に聞いていた。タクシーで帰るのもビジネスホテルを取るのも金がかかる。

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　岡本はそう言うと帰り支じ度たくを整えた。

　コートを羽織りバッグを持ってオフィスを出ていこうとする。

「お疲つかれ」

　声をかけると岡本は忘れ物でもしたのか、俺のところに戻もどってきた。

「どうした？」

「実は俺……七光りとかコネとかで入社したと思われるの嫌で言わなかったんですけど、取とり締しまり役やくの一人が親族なんです」

　それを聞いて、確かに取締役の一人と苗字が同じだと気づく。

「その繫がりで聞いたんですけど、警備部の部長、今相当やばいみたいです」

　二人きりのオフィスだったが、岡本は声を潜ひそめて言った。

「警備部の部長自体がリストラか左さ遷せんが決まってるみたいで……」

　言葉を濁にごす岡本に「本当か？」と半信半疑で尋たずねる。

「プロジェクトの一つが失敗して、大きな損失になったらしくて」

「そんな話、聞いてないけどな」

　警備部の連中とは俺がこっちに来てもたまに連れん絡らくをとっているが、そんな話は聞いていない。

「まだ上層部しか知りませんよ」

　岡本は俺の疑問に対してそう答える。それが本当ならば、他人ひと事ごとじゃない。

「警備部の部長の力が危あやうくなってますから、もしも佐藤先輩が左遷されたら、たぶん一生東京の方には帰ってこられないと思います」

　岡本はそう言って、複雑な顔をした。

「この会社、腐くさってますよね」

「ありがとう。わざわざ教えてくれて」

　そう言うと、岡本は「いえ」と黙だまり込む。

　岡本は「じゃあ、お疲れさまでした」と言って、足早にオフィスを出ていく。

　その後ろ姿を見ながら、静かに拳こぶしを握にぎりしめた。










「元気ないな。疲れてるのか？」

「そんなことない。少し寝ねてないだけだ」

　久しぶりの潤とのデートは物件の見学だった。

　潤が本気で準備している起業に向けて、手て頃ごろなオフィスを探しているのだ。

「休むか？」

　そう尋ねられて首を振ふる。

　肉体的に疲れていると言うよりも、精神的にきているだけだ。

　仕事のことで落ち込むと同時に、怒いかりが沸わき上がる。今の部長に対して、言いようのない腹立たしさを覚える。そのことばかりを考えて、どうしようもない。

　いっそのこと未来のないあの会社を捨てて転職しようかと考えているが、それを潤には言えなかった。真剣に起業を考えている人間に、そんなことは情けなくて口にできない。

　こんなことなら、俺もさっさと起業するための準備をしておけばよかった。

「このビルじゃないか？」

　気き遣づかわしげな潤の視線を振り切るように、平静を装って地図の番地に建っているビルを指した。

　やたらと凝こったデザインのビルで、辺りからは浮ういていたが交通の便は良い。

　早さつ速そく中に入ると、ロビーに不動産屋の人間が立っていた。

　慇いん懃ぎんな敬語で挨あい拶さつする男から名めい刺しを受け取り、エレベーターに乗って目的の階まで行く。

　潤は部屋に着くまでの間、不動産屋と賃ちん貸たい契けい約やくの詳しよう細さいについて話していた。

　実際、オフィスはなかなかのものだった。

　値段の割にフロアは広くデスクやラック、電話まで揃そろっている。

「居い抜ぬき物件か」

　ぽつりと潤が呟つぶやく。

「倒とう産さんした会社か？」

　まるで夜よ逃にげでもしたように、多くの備品が揃っていた。ラックの中にはラベルの付いたファイルまで並んでいる。

「左様でございます」

　不動産屋はあっさりと認めた。前の会社が倒産し、備品を全部置いていったと説明した。

　それを処分するなり、利用するなりするのが安い値段の条件らしい。

「なるほどな」

　潤は一通りオフィスを見回してから、俺に「どう思う？」と訊いてくる。

「いいんじゃないか？」

　実際家賃は高いがこの広さには見合っているし、交通の便もいい、備品も揃っているから無む駄だな経費は使わなくて済みそうだ。

　文句もなく頷うなずくと、軽く見ていると思ったのか、潤は「少しは考えろよ」と言った。

　そう言われても、まだ具体的に会社を設立する時期もスタッフも決まっていない状態で、冷やかし程度にオフィスを見学に来ているのに、それほど真しん剣けんには考えられない。

「こちらの物件、他のお客様も検討中ですので決定された場合は早めにご連絡ください」

　不動産屋の人間はそう言うと、最後にもう一押ししてから頭を下げた。

　ビルから出て再び街中に戻ると、潤は「つまらないことにつき合わせて悪かったな」と少し拗すねたような口調で言った。

「そんなことはない」

「ずっと上の空だっただろ」

　詰なじるような態度にため息を吐つくと、潤はそれに反応してますます表情を硬かたくした。

　けれど取り繕つくろうほどの気力もない。

　久しぶりのデートが物件見学のついでだということに、俺自身も苛立っていた。

　相変わらず普ふ段だんは潤からの連絡はなかった。昨日久しぶりに電話があったと思ったらこれだ。

「悪かった」

　下手へたに言い返すよりも折れたほうが楽で、適当に謝る。

「抱だけないとそういう態度なのか？」

「女みたいなこというなよ」

　大島の台詞せりふと似ている。

　潤の気持ちを尊重して我が慢まんしているのに、そんな風に詰られるのは不ふ愉ゆ快かいだった。

「女みたい？」

　その言葉が癇かんに障さわったのか、怖こわい表情で聞き返される。

　自分の失言に気づいて、もう一度「悪い」と謝る。

「……もういい。残りは一人で行く」

　そう言って、潤は俺の手から他の物件の地図を奪うばう。

「潤、悪かったって言ってるだろ」

「一いつ緒しよにいるのにつまらなそうな顔をしてるからだろ。なんだよ、やらせればいいのか？」

　挑ちよう発はつ的に言われたが、怒おこる気力もなかった。

「潤が嫌いやならもうしない」

「……どういう意味だよ、それ。ふざけんな」

　突つき放すようにそう吐き捨てて、足早に潤が雑ざつ踏とうの中に消えた。

　その後ろ姿を追いかけるべきなのは分かっていたが、足が動かなかった。










　月曜日になると俺を取り巻く状じよう況きようはさらに悪化していた。

　朝は取引先に直行だったので、午後になってから出社すると先せん輩ぱいが警備部の部長が会社を辞やめたと教えてくれる。

　それによると、警備部の部長は今朝の定例役員会議に乗り込んで、システム部部長の悪行を述べた後で辞表を叩たたき付けたらしい。

「本当か？」

「みたいだよ」

　先輩は気の毒そうな顔で俺の肩かたを励はげますように叩く。

　警備部の部長が辞めたとなると、俺が警備部に戻もどるという話もシステム部の部長に良いように曲げられてしまうだろう。

　任せろ、と言っていた結果がこれなのかと、さっさと抜ぬけてしまった警備部の部長のことを恨うらむ。岡本から予あらかじめ聞いていたから覚かく悟ごはしていたが、最悪の結果に頭が痛くなる。

　放心したようにオフィスに入ると、俺の不在時に鈴木の会社の担当を任されている岡本が泣きそうな声で受話器を片手に「佐藤先輩～」と俺を呼ぶ。

「鈴木さんからなんですけど、なんか俺じゃ埒らちが明あかないから佐藤さん出せって言ってるんですよー」

「内容は？」

「それがサーバが重いって」

「分かった。調査して折り返すって伝えてくれ」

　正直、鈴木の声は今聞きたくなかった。

　ただでさえ先さき程ほどの件で落ち込んでいるのに、さらに気分が沈しずみそうだ。

「代われって言われてるんですけど」

　情けない声でそう言われたが「来月には完全にお前が担当になるんだから、今のうちに文句言われることには慣れておけ」と返す。

　岡本は諦あきらめた顔で鈴木相手に説明を始めた。

　電話を終えた岡本にやり方を教えながらリモートを繫つないで、鈴木から受けたクレーム内容を調査する。

「レスポンス時間に問題はなさそうですね。ログもおかしくないし」

「ここで分からないとなると、現地検証しかないな」

「あー、そうなりますよね」

　岡本は「今日はデートなんだけどなぁ」とぼやきながら鈴木の会社に電話をするために受話器を持ち上げた。

　しばらくして通話を切ると「直ったみたいです」と釈しやく然ぜんとしない顔で口にする。

「そうなのか？」

「はい。検証に行くって言ったら〝直ったし、今日は忙いそがしいから無理だ〟って」

「そうか」

　相あい槌づちを打ちながらパソコンの画面を眺ながめる。

　鈴木の会社に導入しているシステムを修正し、担当を岡本に引き継ついだ。来年度には警備部に戻れるはずだったが、決定的に戻れなくなった。

　しかし青森の別の事業部に行っても、活路は見えない。

　何もかもが鬱うつ陶とうしくなって、全て投げ出したい気分になる。

　そんなことを考えていると、いつの間にか終業時間になっていた。

　岡本へ引き継ぐための書類がまだ完成していない。今日中に終わらせる必要はなかったが、なんとなく会社に居残ってしまった。

　そのまま三、四時間残業をしてから、まだ残っている同どう僚りように挨拶をしてオフィスを出る。

　しかし、エレベーターホールで今一番会いたくない男と鉢はち合あわせた。

「君のところの部長、随ずい分ぶん失礼をして辞めたみたいだな」

　外回りから帰ってきたシステム部の部長は、さもおかしそうに笑う。

「後ろ盾だてがなくなって心細いか？」

　にたにた笑っている顔を見ていると、殴なぐりつけたくなってきた。

　もしかしたら、警備部の部長が大きなプロジェクトに失敗したのはこいつが裏で手を回したんじゃないか、とそんな憶おく測そくまでしてしまう。

「君も苦く汁じゆうを嘗なめた方が良い。工科大卒ですぐにシステム任されて、警備部の部長に気に入られるなんて、順風満まん帆ぱんすぎてつまらない人生だろう？　警備部に戻れば主任だって？　接待もしたことないくせに」

　憎にく々にくしげに吐き出される部長の言葉に、紛まぎれも無い嫉しつ妬とを感じて苦く笑しようする。

　俺を毛け嫌ぎらいする理由はそこにあるのか。

　もしかしたら同じ同期でも警備部の部長の方が先に昇しよう進しんしたのかもしれない。だから、俺の昇進にこだわるのだろうか。事業部単位の売り上げでは、人数に対して警備部の方が遥はるかに利益を出しているのも気に入らないのかもしれない。

「少し仕事ができるからって、苦労もせずにやすやすと上にあがれると思うなよ」

　その言葉が彼のコンプレックスを全て表している。

　ようやく、決心が付いた。

「俺や警備部の部長を蹴け落おとせば自分が上にいけるわけじゃないのに、不毛ですね」

　これ以上部長と話すのも嫌で、階に停とまっていたエレベーターに乗り込んだ。

　部長は「なんだとっ」ともの凄すごい形相で俺の腕うでを摑つかもうとしたが、俺はその手を弾はじく。

「俺の辞表も明日持ってきますよ。この会社で、やりたいことはもう一つもない」

　そう言い切って、ドアが閉まったのを確かく認にんしてからエレベーターの壁かべに背中を押し付ける。背面は上半分はガラス張りになっている。高層階からだんだんと下に向かうにつれて、夜景が近くに迫せまってくる。

　この会社で、唯ゆい一いつ好きなのはこのエレベーターかもしれないと、不意にそんなことを考える。

　最初から短期の部署異動には少し疑問を持っていた。システムを直すだけというなら、部署は変わらずとも配転すればいいだけだ。全部仕組まれていたんじゃないだろうか。

　今の部署で最悪なシステムを任されたのも、俺を辞めさせるためだったんじゃないのか。俺に責任を押しつけて、切り捨てようとしていたのではないだろうか。まさかこんな期間で俺があのシステムを修復できるとは考えていなかったのだろう。

「間ま抜ぬけだな」

　少しも気づかずにシステムを直せば良いと思っていた。

　エンジニアとしての腕を評価されていたのだと、そんな風に考えていた。

　エレベーターが一階に着く。とにかく家に帰って眠ねむりたいと思った。

　今日はこれ以上何も考えたくない。

　会社を出たところで携けい帯たいが鳴りだす。鈴木からだ。

「はい」

『今大だい丈じよう夫ぶか？』

「仕事の話か？」

　サーバが重いと言っていた。リモートで検証しても結果は分からなかったから、その件なら今から現地に行かなければならない。

『違ちがう。そのほうがいいか？』

　厭いや味な口調が刺ささる。不ふ機き嫌げんだと伝わる鈴木の声は耳みみ障ざわりだった。

　最近はこんな声ばかり聞いている。これならつき合う前の方がましだった。

「どうした？」

『孝士……』

　続く言葉を待ったが、いつまで経ってもその先が聞こえてこない。

　駅までの道を歩きながら、続きを促うながすことも無くただ耳に携帯電話を押し当てる。

　頭のどこかで、このまま終わるのかもしれない、と考えた。

　つき合って間もない。恋こい人びとらしいこともろくにしていないのにだ。

『しばらく、会わないようにしよう。いろいろ考えたい』

　長い沈ちん黙もくの後で鈴木はそう言った。

「分かった」

『ああ』

　通話が切れる。

　このまま、しばらく会わないままでいたら自然消しよう滅めつするんだろうなと想像する。

　今日は最悪な日だった。

　後ろ盾となってくれるはずの警備部の部長が辞やめ、自らも退職を宣言した。そのうえ鈴木とは関係が終わろうとしている。

　───このままでは駄だ目めだ。

　携帯を握にぎり締めながらそう思った。仕事のことも、鈴木のことも、このまま状じよう況きように身を任せていたら、さらに最悪になるばかりだ。

　気づいたら人目も気にせずに走っていた。いい歳して走るなんてどれぐらいぶりだろうと思いながら、最終電車に飛び乗る。

　鈴木の家の最も寄より駅まで行って、タクシーが摑つかまらないからまた走った。

　走っているうちに、少し楽しくなった。吹ふっ切れたような気持ちで、鈴木のマンションに向かう。

　部屋の前でインターフォンを押すときに、もしかしたら会社に居るかもしれないと気づいた。

　それなら会社に行くまでだと思い直す。

　インターフォンを押したが、出る気配が無い。二度押して、最後のダメ押しにドアを叩たたく。

　これで反応が無かったら会社に行こうと考えていると、ドアの向こうから「誰だれだ？」という声が聞こえる。

「俺だ。話がしたい」

　声を出して、自分が息切れしていることに気づく。

　格好悪い。整っていない息も、乱れた髪かみも、よれたネクタイも。

　直す暇ひまも無くドアが開けられ、薄うす暗ぐらい室内が覗のぞく。隙すき間まから顔を出した鈴木が俺を見ると、神しん妙みような顔をして「話ってなんだよ」と口にした。

　そう訊かれても、とっさに言葉が出てこない。

　終わりにしたくないと思っていた。だけどそれを上手うまく伝えられない。

　沈黙に耐たえかねたように鈴木が、唇くちびるを開く。

　わずかに開いたドアを摑んでそのまま押し広げて、鈴木の唇に自分のそれを合わせる。

「っ」

　一いつ瞬しゆん逃のがれるように胸に手を突つかれ、それでも強ごう引いんに腰こしを抱だき寄せた。舌をもぐりこませ、息を奪うばうように深く口づける。

　戸と惑まどいごと抱き締めて、玄げん関かんに入り込む。背後でドアが閉まる音が聞こえた。

「おい……っ」

　文句を言おうとした唇をもう一度キスで塞ふさぐ。柔やわらかい唇と舌を心ゆくまで味わう。

「終わりにしたくない」

　結局上手い台詞せりふは思いつかなかった。

　今まで何度も女相手に使ってきた甘い台詞は一つも出てこない。気の利きいた言い回しもできない。格好悪いと思いながらも、繕つくろうほどの余よ裕ゆうはなかった。

「潤が好きだ」

　耳にキスをしながら告げた。

「っ」

　抱き締めた体がこわばる。

「好きだよ」

　それ以上なんて言えばいいのか分からないぐらいに、そう思う。そう感じる。

　最悪な一日だった。けれど一番最悪なのは、腕の中の相手を失うことだと気づいた。

　つき合った時間は短い。知り合ってからの期間も長いわけじゃない。

　それなのにどうして、こんなにも大事だと思えるのだろう。

「考えるなら、一いつ緒しよに考えたい。潤が関係を続けても良いと思えるように努力する」

「……」

　潤が黙だまり込む。何か言えよ、と祈いのるような気持ちで思いながら、余計にきつく抱き締めた。

　女とは違う硬かたい体だ。なのに、愛いとしいと思う。

　突とつ然ぜん、ぐいっと体を押しやられた。

「潤」

　名前を呼ぶと睨にらみ付けられた。相変わらず綺き麗れいな顔だが、いつものように冷静には見えなかった。少し赤らんだ目元に見入っていると、強引にネクタイを引かれる。

　前のめりになった瞬しゆん間かん、口づけられた。

「っ」

「って」

　歯がぶつかった。痛みに思わず顔をしかめる。

　不格好なキスは血の味がした。

　唇が切れたんだろう。こんな下手へたなキスは中学以来初めてだ。だけどこんなに苦しいほど愛しいキスも、あの頃ころ以来だ。

「女がいいんじゃないのか」

　ネクタイを手た綱づなのように引いたまま、潤が俺を睨み付ける。

　怒いかりを隠かくそうともしないくせにどこか縋すがるような視線に、たじろぐ。

「女の肩かたを抱だいてた」

「女って……」

「惚とぼけるな。ホテルで会った女だ。それに、部屋にあの女に贈おくるプレゼントがあった」

　そう言って潤は俺のネクタイを離はなすと、腕うでを組んで壁に寄りかかる。

　プレゼントと聞いて大島が頭に浮うかぶ。岡本に渡わたすつもりでずっと取って置いたプレゼントを見られていたとは思わなかった。そう言えば箱には名前と、ハッピーバースデーと金きん箔ぱくで書かれたメッセージカードが添てん付ぷされていた。

　それが潤が俺の家から突然帰った理由だったのか。

「あれは……前の部署の取引先の相手だ」

「クライアントの人妻だろ？　前に聞いた。何度もその女と寝ねたんだろ？」

　そう言えば不ふ倫りんをしていたと最初に飲んだ時に話したかも知れない。今いま更さらながら、余計な事を言ったと焦あせる。

「……お前と出会う前に」

　潤は「やっぱりな」と言った。

「どうして浮うわ気きするんだ？　やらせてないからか？」

「浮気なんてしてない」

　責められながら、何故なぜ今いま頃ごろなのかと考えた。その時に責めなかったのは何故なのだろうか。

　本当は理由が別にあって、浮気はただ別れるための口実なのだろうか、とネガティブな事を考えてしまう。

「終わりにしたいのか？」

　頷うなずいても終わりにしてやれないと思いながらそう尋たずねる。

　惨みじめでも格好悪くても、縋り付いてでも別れたくないと思った。

　もうプライドなんて、どうでも良いと思いながら問いかける。

「それは……お前のほうだろ」

「俺はお前が好きだって言ってる」

「じゃあ、なんで女のためのプレゼントがあるんだ？　なんで一緒に居てもつまらなさそうな顔してんだよ！」

　潤が怒ど鳴なり、興奮したせいで紅潮した顔のまま睨み付けてくる。

「つき合う前より、お前のこと分からなくなった」

　ぽつりと呟つぶやかれたその言葉に、潤も不安だったのかと気づく。

　俺と同じように、そんな風に思っていてくれたとは思わなかった。

「だって、お前好きじゃないんだろ？」

「……何が？」

「しつこいのは嫌きらいなんだろう？」

　初めて会った夜の言葉を思い返して口にした。

「それはお前だってそうだろうが。だから、メールも電話も長くならないように気を付けてやってた。あんまり頻ひん繁ぱんに会うとすぐに飽あきられそうだから、できる限り我が慢まんしてたのに結局……浮気されるしな」

「だから、浮気じゃない。プレゼントは、後こう輩はいにやろうと思って取って置いただけだ」

　俺は岡本とのやりとりを手短に説明する。潤はそれを疑わしそうな目をして聞いていた。下手な言い訳じみた真実だ。信しん憑ぴよう性せいが薄うすいのは俺も認めるが、事実なのだから仕方ない。

「仮にそれが本当でも、肩を抱いたらその時点で浮気なんだよ。勝手に人にキスしておいて、女と二人きりで食事に行くなんて信じられない」

　それが浮気の基準なのかと、苦く笑しようして手を伸のばす。潤が逃にげないことに安あん堵どしながら、再び抱き締める。今度は先さき程ほどのように引きはがされることはなかった。

　肩を抱いたのは、潤とつき合う前だという言い訳はするつもりはなかった。嫉しつ妬とされるのが、嬉うれしかった。

　勝手にキスをした、と詰なじられるのも嬉しい。酔よった潤を介かい抱ほうした夜、潤に意識があったということは、あの抱ほう擁ようも相手が俺だと知っていたということになる。

「もう一回言うけど、俺は別れる気なんてないし、一人で考えさせる気もない。その代わり、潤の良いようにする。電話やメールが鬱うつ陶とうしいならできるだけしないようにするし、逆ならできるだけまめにする。抱かれるのが嫌いやなら、そういうセックスはしなくていい」

　抱かれるのには俺も抵てい抗こうがあるから、その気持ちも分からなくはない。

　考えてみれば潤にだけそれを強しいるのが間ま違ちがっていたのだろう。潤だって今までずっと抱く側だったのだから、抵抗を感じて当たり前だ。

　挿そう入にゆうを伴ともなわないセックスでも、二人で気持ち良くなれたらそれでいい。二度も味わった快楽を前にして我慢するのは相当忍にん耐たい力を使いそうだが、それでも別れるよりはずっとましだ。

「二度と浮気はしない」

　そう誓ちかいを立てると潤が「絶対そうしろ」と呟く。

　潤に不相応な子供じみた口調に、思わず口元が弛ゆるむ。

　俯うつむいた視界に自分の姿を入れたくて顔を覗のぞき込むと、睨み付けられる。

　うっすらと潤の唇くちびるが開く。

　誘さそわれるように、その場所にキスを落とす。柔やわらかな唇の感かん触しよくを確かめながら、舌を入れた。

　音を立てて、舌を吸って、無意識に背中を撫なでてそのまま手を下ろす。

　形のいい尻しりに触ふれた途と端たんにびくりと潤の肩が揺ゆれて、慌あわてて手を離す。

「悪い」

　自分の手て癖くせの悪さを反省しながらそう言うと、潤は赤い顔のままで「別に、続けて良い」と口にした。

「こういうの嫌きらいなんだろ？」

　毎回さりげなく避さけられていた。折せつ角かく仲直りしかけているこの段階で、わざわざ落とし穴を探るような真似まねはしたくない。

「嫌なわけじゃない」

　頰ほおが摺すり寄せられ、ふわりと潤の匂においがする。

「……こういうことすると、女め々めしいこと言いそうで嫌だっただけだ」

「女々しいこと？」

「……」

「思ってること何でも言えよ。恋こい人びとなんだから、何でも聞く」

「……」

　潤は何も言わずに俺のネクタイに手を掛かけた。

　先程とは違ちがい、優やさしい手つきでネクタイが解かれる。そのままボタンにも手を掛けられた。

「いいのか？」

　ボタンを外していた手を取って、握にぎり締める。

　指先が僅わずかに震ふるえていた。もしかしたら、緊きん張ちようしているのかもしれない。

「期待するなよ。一回目は、男が初めてでわけわからなかっただろうし、二回目は気分が盛り上がってたからいろいろ気にしなかっただろうけど……、そろそろ幻げん滅めつする頃だろ」

　いつもと違って饒じよう舌ぜつな潤を珍めずらしく思いながら、その服に手を掛ける。

　シャツの裾すそを摑つかむと、潤が「人の話聞いてるのかよ」と悪態を吐ついた。

「聞いてる」

　あり得そうもない憶おく測そくだと聞き流してはいるけれど。

「最中に女と比べて萎なえたりしたら、絶対に別れるからな。それから……」

　もしかしてそれが嫌で今まで避けられていたのだろうか。

「潤」

　べらべら喋しやべる唇を親指の腹で撫でる。

　ああ、そうか。

　不安で少し揺れているその瞳ひとみを覗き込みながら、ようやく気づいた。

「なんだよ」

「緊張すると饒舌になるタイプなんだな」

「っ」

　思わず、と言った風に唇を閉じた潤を見て、小さく笑った。今まで気づかなかったなんて間ま抜ぬけな話だ。

「可愛かわいいな、お前」

「！」

　驚おどろいて目を丸くする顔がおかしくて吹ふき出した。

　潤は余計に怒おこったように、だけど唇だけは頑かたくなに閉じたままで、意思表示するように繫つないだ手にぎゅっと爪つめを立てた。










　裸はだかに剝むいた相手の体を見下ろしながら、綺き麗れいだと心から思った。

　間接照明を点つけた室内で、僅かに光こう沢たくを持つシーツの上に横になった肢し体たいはどこから見ても男の体だ。

　女とは違うと分かっているのに興奮する。

　先程の動どう揺ようをなかったことにしている澄すました顔かおを崩くずしたくて、下着のままベッドの縁ふちに腰こし掛かける。

　ぎしりとスプリングが音を立てたが、潤は俺の方を見ようとしなかった。

　つれないのは緊張しているからだと知ってしまえば、どんな態度でも許せる気がした。素っ気ない態度は俺に嫌われたくなかったためだと知れば、眦まなじりが下がりそうになる。

「潤」

　片方の足首を摑んで、屈かがんで口元に近づけた。

「おい……っ」

　驚いた潤を無視して踝くるぶしの部分に唇を押しつける。かすかにボディソープの匂いがした。

　そのまま舌を這はわせると、もう片方の足で腰こしを軽く蹴けられる。

「こういうのは、嫌だ…っ」

　赤い顔で反はん抗こうされても、止める気にならない。

「こっちも舐なめて欲しいのか？」

　蹴ってきた足を摑む。両足を摑む形になり、そのまま視線を潤に向けると、あからさまに性器が見えた。

　少しだけ反応している陰いん茎けいと、その奥にある陰かげりに視線が向かう。

「……っ」

　俺の視線がどこを見ているのか気づいた潤が俺を睨にらむ。摑んだ足をそのまま大きく開くと、潤の体がさあっと赤くなった。

「やめろっ」

　だけどその制止は聞かずに、体の中心部に顔を寄せる。

「孝士っ」

　悲鳴じみた呼び方に興奮する。抵抗されると燃えるなんて、自分の新しい性せい癖へきを知ってしまった。

　脚あしの付け根から陰茎の根本まで舌を這わせると、潤は視線を逸そらして体を硬かたくする。

　色の違う柔らかな皮ひ膚ふを舐め、剝き出しになっている亀き頭とうを舌の先で柔らかく刺し激げきした。

「はっ、あっ」

　摑んだ足首が震える。俺の頭を引きはがそうと潤の指先が頭に触れるが、ろくに力が入っていない。

　下生えを撫でながら根本から舐め上げた。だんだん硬くなるのを目の前で見せつけられると、俺までその反応に引きずられる。

　硬く反り返るその幹を唾だ液えきで濡ぬらしながら、睾こう丸がんを揉もみ込んだ。浮うき出た血管を辿たどるように親指の腹でそれを押してやる。

「いっ…ぁっ」

　同じ男のモノを舐めることに対する嫌けん悪お感かんはなかった。

　初めて抱だいた時と同じで、そんな感情はどこからも湧わいてこない。

　ただ突つき上げるような情動のままに、舐めてしゃぶった。

「んっ、ふっ、ぁっ」

　小さく上がる潤の声を聞きながら、唇を離はなす。

　自分の下着を脱ぬいで、勃たち上がりかけている自分の性器を潤の性器で擦こする。

　腰を抱だき寄せて、手で両方の陰茎を握り込む。硬く張りつめたそれが擦すれる度たびに、生々しい音が聞こえて、熱い吐と息いきが漏もれた。

「熱い」

　潤が戸と惑まどうような声でそう言った。

　触れ合ったところは確かに熱を持っている。はち切れそうに膨ふくらみ、存在を主張していた。

　もう片方の手で尻しり肉にくを摑み、指先で深い場所に触れた。しっとりと汗あせばんだそこに指先をわずかに滑すべり込ませる。

「あ……っ」

　弾だん力りよくのある尻を揉みながら、ずぶずぶと指を埋うずめていく。半ばまで入れると潤の性器が徐じよ々じよに濡れていくのが分かった。

「中を弄いじられるのが気持ちいいのか？」

「っ」

　きっと睨まれて、内側をえぐる。

　鋭するどい視線はその瞬しゆん間かん甘くとろけて、しどけなく緩ゆるんだ口元から赤い舌が覗のぞく。

「ふ……、うぁ、あ」

　二本目の指を入れてぐりぐりと動かすと、潤が嫌いやがるように首を振ふる。

　けれどその仕草を裏切るように、性器からは先走りが溢あふれて睾丸まで濡らしていた。

　普ふ段だんの清潔感のある見た目からは想像できない潤の痴ち態たいに喉のどが鳴る。

「中も濡れるんだな」

　先ほどから指を入れている場所が、濡れた音を立てている。

　まだ硬い入り口を解ほぐすように、一度抜ぬいた指の腹で柔やわらかく揉んだ。潤はその間嬌きよう声せいを堪たえるように、自分の指を嚙かむ。

　強く立てられた歯が指を傷つけるのが心配になって、その場所に舌を這わせる。

「っん、ん」

　うっすらと開いた唇くちびるの中に舌を入れて、キスをする。

「ん、ぅ」

「やっぱり、えろいよな。その目元」

　目元に落ちた泣きぼくろは、赤らんだ頰ほおの中で一ひと際きわいやらしい。

　舌で舐めると潤が身を捩よじった。

「綺麗だな」

　そう言うと、目の縁が僅わずかに潤うるむ。それから嫌がるように俺の腕うでから逃のがれようとする。

「潤？」

「……お前が好きなのって、俺の顔だけかよ」

　拗すねたように言われて、戸惑う。

「そんなわけないだろ」

「噓うそつけよ。どうせ、最初からそうだったんだろうが」

　確かに最初は否定できない。

「そんなのお互たがい様さまだろ」

　知り合って数時間で体を重ねた最初の一回目は、お互い顔以外にほとんど知る時間がなかった。確かに俺も潤の顔に見み惚とれた。けれど笑い方が好みだったり、飾かざらないしゃべり方も気に入っていたのだ。気の強そうな態度も。

「……俺は顔だけじゃない」

「そうなのか？」

「魚の食べ方が綺麗だったって思った」

「魚？」

「食べ物残さないし、気がきくし、そういうところ、いいなって思った。顔も、確かに好みだけど。俺が気になっていたのは一いつ緒しよに食事してた男じゃなくて、お前のことだ」

「え？」

「あいつはただの友達だ。何か勘かん違ちがいしてたみたいだけど、そういうんじゃない」

　初めて聞く潤の気持ちを促うながすように、先さき程ほどまでとは違ちがい優やさしく甘やかすように肌はだを撫なでた。

「……つき合いたいって言ってくれて、本当は嬉うれしかった」

　照れたように視線が逸らされる。それを強ごう引いんに引き戻もどして合わせると、先程よりもさらに潤の頰が赤らんだ。

「でも、鬱うつ陶とうしいのは嫌いなんだろ？　俺もその気持ちは分かるから鬱陶しくならないようにしてた」

　初めて聞く告白が嬉しくて、潤がしゃべってる間中その頰や髪かみに口づけた。

　べたべたと触さわるのは好きではないと思っていたから、今までは自重していたが我が慢まんする必要がないと知って執しつ拗ように体に触れる。

　けれど潤はもう拒こばまなかった。

　始めから俺が見み栄えなんて張らなければ、こんな風にこじれたりはしなかったのだろう。

「今いま更さらで悪いんだけど、それ……噓なんだよな」

「噓……？」

「本当は俺が鬱陶しくしてふられたんだよ。見栄張ってた。我慢してたのは潤より俺の方だ」

　しなやかな体をより密着させながら、性器同士を再び擦り合わせた。

「っ、あ」

「会いたかったし、抱きたかった。何よりお前に、好きだって言って欲しかった」

「っん、ぁ……あっ」

　擦り合わせたところが、粘ねばついた音を立てる。

「ふ…ぁ……ふぅ、う」

　キスをしながら、尻を摑つかむ。弾力がある形のいいそれを開きながら、熱の塊かたまりを押し当てる。

「た、孝士」

　頼たよりない声で名前を呼ばれる。

　三回目なのに怯おびえている潤を、宥なだめるようキスをした。舌を愛あい撫ぶすると、少し落ち着いたのか力が抜ける。それを感じてゆっくりと中に入りこんだ。

「あ、あ、……入る」

　切っ先が熱くて硬い入り口に飲み込まれていく。そのままずるずると奥の方まで、狭せまい内側を拡ひろげていった。

「あ、う、う…ぁ、熱い」

　全身で衝しよう撃げきを受け止めるように体を震ふるわせながら潤が耐たえる。しなやかに反り返る体を抱きとめながら、奥へ奥へと穿うがっていく。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　最後まで埋めてからそう尋たずねると、潤がきつく閉じていた瞼まぶたを開く。

「孝士」

　子供のような瞳ひとみだと思った。仕草もいつもよりも少し幼くて、けれど同時に体は子供ではありえない色いろ香かを放っている。

　縋すがるような手が背中に回った。

　女ではあり得ない、男の手だ。けれどなんだかいじらしく思えて、必死にしがみつくそれが愛しくてたまらない。

「動いて良いか？」

　潤が小さく頷うなずく。ゆっくりと腰こしを揺ゆらした。

　できる限り潤に痛みを与あたえたくない。浅い挿そう入にゆうを繰くり返していると、潤が途と中ちゆうから嫌がるように腰を揺らめかせる。

「潤……？　痛いのか？」

　耳にキスをしながら問いかける。甘い吐息に混じって、微かすかに潤の声が聞こえた。

「ん？」

　声が聞き取れなくてもう一度、と促すように唇を指先で撫でる。

　柔らかな唇はしっとりと濡ぬれていて、その間から赤い舌と白くて綺き麗れいな歯が見えた。

　どこもかしこも完かん璧ぺきな男だと思いながら、もう一度泣きぼくろにキスを落とす。その途と端たん、ぎゅっと潤が瞼を瞑つぶる。同時に俺を包み込む熱い肉にく壁へきも、収縮した。

「っ」

「……お、奥」

　掠かすれていて聞きづらい、ひどく小さな声で潤が言った。

「焦じらすな……孝士、これじゃいけない。もっと……深く」

　恥はじ入るように、けれど明確に強請ねだられて、もともと細かった理性の糸が切れた。

「潤」

　嚙みつくようなキスをして、腰を一度に奥まで押し付けた。

「っん、ぁっ、あっ」

　潤が喉をそらしながらシーツを引っ搔かく。

「いい？」

　びくびくと蠢うごめく内側を一番敏びん感かんなところで感じながらも、潤の口から聞きたくて尋ねる。

「いい、はっ、いい、孝士」

　潤の唇の端はしから零こぼれた唾だ液えきを舐なめ取って、もう一度深く潤の体を突つき上げる。

「ふっ、あっ、あっう」

　いつもは出さないような高い声に、興奮した。

　体の間で押しつぶされている潤の性器に手を伸のばすと、もうぐちゃぐちゃに濡れていた。

　手の中ではち切れそうに存在を主張している。

「俺もいきそうだ」

　潤の内側は熱くて狭い。すぐにでも果てそうになる。

「孝士……っ」

　泣きそうな声に誘さそわれて、唇を合わせた。キスをしながら潤の中で達した。濡れた感覚で、潤も達したのが分かる。

「あ、あ……っ」

　引き抜ぬこうとすると、潤の口から悩なやましい声が聞こえる。

　硬こう度どを保ったままのそれが声に煽あおられた。

「声、やらしすぎるだろ」

　掠れていて、下半身に直接響ひびくような卑ひ猥わいな声だ。それを潤が出していると思うと、余計に興奮してしまう。

「う、るさい」

　達して少し冷静さを取り戻したのか、悔くやしそうな顔で潤は俺を睨にらみ付ける。

　意図的にしている訳じゃないとは分かっているが、恋こい人びとのそんな反応に余計に中に入ったままの物が膨ふくらむ。

「あ…拡げるな……っ」

　眉まゆ根ねを寄せて要求されるが、そんなことをされると逆効果だ。先程より僅わずかに弛ゆるんだその場所は、代わりに一度目よりも熱くざわめいている。

　奥へ奥へと引き込むような動きに潤も気づいているのだろう、居たたまれない顔をしてつま先でシーツを搔いた。

「悪い」

「っ、何……？」

　一度で止やめてやろうと思った。まだ慣れていない潤には負ふ担たんが大きいだろうと、今までもずっと一度で納めていたが、今日はそれができそうにない。

　繫つながったままでぎりぎりまで抜いて、それから腰をぶつける勢いで奥まで抉えぐる。

「あ……」

　痙けい攣れんしたように、潤の体が細かく震える。けれど待ってやれるほど余よ裕ゆうもなく、何度も同じ動きを繰り返す。肉がぶつかる音と、濡れた音が響き、ベッドが軋きしむ。

「あ、あっ」

　閉じることのない唇くちびるから、声が漏もれる。

「潤、潤」

　何度も名前を呼びながら顔中にキスをした。

「好きだ」

　深く深く突き刺さしながら乳ち首くびを弄り唇を合わせる。下唇を舐めると、「もっと」と強請られた。

「これ？」

　先さき程ほどまでろくに触ふれなかった乳首を指先で引っ搔いて虐いじめると、「馬ば鹿か」と言いたげな目で潤が首を振ふる。熱に溶とけきっている瞳が、ゆらゆら揺れながら俺を映した。

　体中どこもかしこも、爪つめの先から髪かみの毛一本、虹こう彩さいに至るまで綺麗でえろい。男の俺だって堪こらえられないのだから、これが女だったらもっと堪たまらないだろう。

　一いつ瞬しゆん潤の会社にいる女子社員の顔が浮うかんで嫌いやな気分になる。あの子だけでなく、色んな所から秋波を送られているんじゃないかと不安になる。

「もっと……言えよ」

　伸ばされた両手が首筋に絡からみつく。

「なぁ」

　促うながすような声こわ音ねの後に、唇を舌で辿たどられる。

「好きだ」

　呟つぶやくと「うん」と小さく潤が頷く。熱に浮かされたような目が、さらに色を濃こくしていく。

　抱だき締めながら数え切れない程好きだと言った。そのたびに律りち儀ぎに頷く様が妙みように幼おさな気げで、余計に歯止めが利きかなくなった。

「また中で出していい？」

　余裕のない状態で尋ねると、潤が震える睫まつげを伏ふせる。仕草で示された了りよう承しように、甘えるようにぐっと奥まで入り込む。

「っ…あ、ん、ん」

「潤」

　潤を掌てのひらでいかせて俺は名前を呼びながら、再び中で弾はじける。抜く時も精液を擦すり込むように、何度かゆるゆると犯おかしながら潤の中から出る。

「ふ、う…ぅっ」

　どろりと一いつ緒しよに潤の内側に注ぎ込んだものが一緒に漏れてきた。泡あわだったそれが殊こと更さら卑ひ猥わいに見えて、今いま更さらながらに顔に血が上る。

　潤はぐったりとベッドに沈しずみ込んだ。

「何か飲むか？」

　まだ余よ韻いんを残して濃のう厚こうな色気をまとう姿を見ていると、このまま潤のことも考えずにまた襲おそいかかってしまいそうで、視線を逸そらして立ち上がろうとした。その瞬しゆん間かんに、後ろから腕うでをゆるく摑つかまれる。

「行くなよ」

「え？」

「した後に、すぐにいなくなるな」

　赤い顔のまま、拗すねたように要求される。

　意外な言葉に、まじまじと潤を見つめてしまうと「男同士だって、そういうの、言ってもいいんだろ？」と言われた。

「恋人なんだからいいって、お前が言ったんだ」

　そんな風に言ってから拗ねたように背を向けた男の体を、抱き締める。

「面めん倒どう臭くさいとか、思ってるんだろ」

「面倒臭いっていうか……。どっちかっていうと、俺もこういうの好きな方だから」

　あまりべたべたすると鬱うつ陶とうしがられると思って、潤相手にはろくにしていなかったけれど。

　意地を張るように頑かたくなに振り返らない頰ほおにキスをする。それを繰くり返していると、潤の唇から小さく吐と息いきに掠れた声が漏れる。

「好きだ」

　その手の台詞せりふを聞くのは初めてだった。不覚にも胸が熱くなる。

　たった一言。それだけで最悪な一日が最高の一日に変わる。会社のことも、システムのことも、どうでもいいと思えた。その言葉に馬鹿みたいに勇気づけられる。

「俺も好きだ」

　あのとき触れられなかった項うなじに唇を落として、もう一方の手で潤と手を繫ぐ。

　背中から抱き締めながらしっとりと汗あせばんだ指を交こう互ごに絡めて、柔やわらかく握にぎる。

「なんでこの間、機き嫌げん悪かったんだよ」

「ん？」

　微睡まどろんでいるとばかり思ってた潤が、やけにはっきりとした口調でそう言った。

「この間、物件見に行った時」

「……デートって感じじゃなかったから拗ねてた。悪い」

　正直に言った。見み栄えを張るのはもう止めると決めた。

「つまらなかったか？」

「いや、そういうんじゃなくて……個人的にいろいろあってな」

「いろいろって何だ？」

　格好悪いから言いたくなかった。それでも返事を待っている潤に、観念して事情を話す。

　部長のことや、転勤のことを今日あったことを含ふくめて洗いざらい口にした。

　愚ぐ痴ち混じりの情けないエピソードを、潤は最後まで黙だまって聞いていた。

「呆あきれて良い」

　何もコメントをしない潤に、引導を渡わたすようにそう言う。

　部長にいびられ、信用していた元上司を失い、退職宣言までするなんて、なかなか一日で体験できることじゃない。

「いっそ、起業でもするかな」

　少し計画としては早いが、起業に向けて動き出すのも良いかも知れないと、楽観的に考えて、ぽつりと口にした。

「この間、物件見に行っただろ」

「ああ」

　潤は長い沈ちん黙もくの後でそう言った。

　やはり眠ねむいのかも知れない。話がちぐはぐだ。

「お前と見に行った物件を一応押さえてもらってるんだ。オフィスはそれほど広くないけど駅から近いし、居い抜ぬき物件でデスクや棚たなも揃そろってるし」

「もう物件を押さえてるのか」

　その行動力に素す直なおに感心した。

「本当はあの日、プロポーズしようと思ってたんだ」

　潤はそう言って俺を振り返った。唇が触れるほどの至し近きん距きよ離りで視線が合う。

　相変わらず作り物のように綺き麗れいな顔が目の前にある。

「プロポーズ？」

「どこかの女に横取りされないうちに」

　潤が口元に笑えみを載のせた。

「俺と一緒に会社をやろう」

　その言葉に、思わず目を見開く。

「は？」

「独立を考えてるんだろ？　共同経営者って形で一緒にやれないかなとずっと思ってた。あの日言おうと思ってたんだが、お前が機嫌悪かったから切り出せなかった」

　拗ねたように潤が唇を尖とがらせる。

「追いかけてくると思ったら追いかけても来ないし」

　捨てられた気分だった、とぽつりと潤が呟く。

「悪い」

「悪いと思うなら頷うなずいてくれ。お前となら上手くやれそうな気がする」

　潤はそう言うと繫つないだままの手を引き寄せる。

「一緒に新しいことをやろう」

　潤は俺が知ってる顔の中で一番魅み力りよく的に笑ってみせると「後こう悔かいはさせない」と口にした。

「だから、俺と組めよ」

　呆れるほどストレートで魅力的な誘さそい文句だった。

「どっちが代表なんだ？」

　俺の答えは決まっていたが、焦じらすように質問した。

「もちろん俺に決まってるだろ」

「おい、もちろんてなんだよ」

　少しぐらいは考こう慮りよしてもいいんじゃないだろうか。

「その代わり、自社製品を作るとなったら、その時はお前が作りたい物を最初に作って良い。お前の考えたあの企き画かくは絶対に成功するだろうし、実じつ践せんする価値のある物だ」

「……」

「お前が作りたい物を作るために俺がサポートする」

　男らしい笑みを浮うかべて、潤が返事を促うながすように、俺の唇くちびるをゆるく嚙かんだ。

「だから俺のものになれ」

　その言い方がやけにいやらしく聞こえて苦く笑しようする。

「分かった」

　負けを認める気分でそう口にする。そもそも最初から勝ち目がない勝負だった。

「代表はお前に譲ゆずる」

　そう言うと潤は満足げに頷いた。

　楽しそうに微笑ほほえむ潤を抱き締めながら、先にぶら下がる不安要素を考える。しかしそんなのどうでも良いと思えるぐらいに、わくわくしていた。

　潤といると良くも悪くも、子供の頃ころのような気持ちに戻もどってしまう。

「その代わり、デスクはお前と同じ大きさにしろよ」

　そう要求をすると、潤が声を立てて笑った。










　年が明けて二月になり、岡本への引き継つぎが正式に終わったその日、俺の退職届は受理された。

　取引先への挨あい拶さつも済み、俺は数少ない自分の荷物をまとめた。退職が決まってから少しずつ持ち帰っていたので、普ふ段だん使う鞄かばんの中に入る程度にしか物は残っていなかった。

　部署の人間は送別会をすると言ってくれたが、それは断った。そんな場所でまで部長の厭いや味は聞きたくなかった。

「寂さみしくなるな」

　そう言ってみんなの前で俺に花束を差し出した平井先せん輩ぱいに「ありがとうございました」と頭を下げる。

「こんな時期に辞やめるなんて馬ば鹿かじゃないのか？」

　ぼそりと部長がそう呟つぶやいた。

　再就職するわけではないが、確かに会社を興おこすのにもいい時期とは言えない。

　この後起業のための準備を行う。潤とは対立するかと思ったが、今のところ会社の方向性や資金面では意見が違たがうことはなかった。

「お世話になりました」

　そう言ってオフィスを出るときに頭を下げる。

　開発者である鈴木のように、仕様書や設計書を消去するような真似まねはもちろんしていない。

　必要な資料は全て岡本に引き継いだし、一応念のため外部記き憶おく媒ばい体たいに焼き付けてある。

　たった四年だが、この会社にはそれなりに愛着があった。

　荷物を持ったままエレベーターに乗り込む。

「この景色も見納めか」

　遠くまで広がるビル群。それを縫ぬうように走る道路や線路を見つめた。

　一階のロビーに着くと、ちょうどその場に岡本が居た。

「なんだ、上にいないと思ったら……」

　岡本は息を切らしながら「外回りから必死で帰ってきたんですよ」と言った。

「お疲つかれさま。これから大変だと思うけど、がんばれよ」

「佐藤先輩も、がんばってください。そして業績が安定してボーナスが出せるようになったら、俺を呼んでください。年ねん俸ぽうはとりあえず四百万スタートでいいですよ」

「おい」

「冗じよう談だんです。俺はどうにか内側から腐くさった会社を建て直しますよ」

　岡本はそう言って笑った。

「期待して見てるよ。でも、あの部長に耐たえられなくなったらいつでも電話しろ。酒ぐらいは奢おごってやるよ」

　岡本は小さく頷いてから、もう一度頭を下げる。

　岡本に見送られながら会社を出て、その足で向かったのは、数ヶ月前に潤と最初に飲んだあの居酒屋だ。

　時代を感じる縄なわのれんをくぐり、店に入る。あいかわらず繁はん盛じようしている店には、店員の元気な声が響ひびいていた。

　隅すみの席に座っている潤を見つけ近づく。テーブルに着いた途と端たん、タイミング良くビールが二人分運ばれてきた。

「とりあえず乾かん杯ぱいな」

　そう言って潤がグラスを掲かかげる。

　カチン、とグラスを合わせるときに「退職おめでとう」と言われる。

「どうも」

　おめでとうという言葉が相応ふさわしいのかどうか分からないが、苦笑しながら頷く。

　潤の方はまだ残務整理ができていないので、辞めるまであと一ヶ月かかるようだ。

　しばらくは一人で起業準備を行う羽目になりそうだが、それでもそんな不測の事態ですら楽しんでいる自分がいた。

「何にやにやしてるんだよ」

　弛ゆるんだ口元をめざとく見つけた潤にそう尋たずねられて、茶ちや化かすように「今夜のことを考えてた」と誤ご魔ま化かす。

「今夜？」

　さりげなくテーブルの上に置かれた潤の手の上に自分の手を重ねて、柔やわらかく握にぎり込むと潤の顔が赤くなった。

「っ」

　子供みたいな反応と、凜りんと整った顔とのアンバランスさが可笑おかしい。

「前から思ってたけど、潤は攻せめるの得意なのに攻められると弱いよな」

　含ふくみ笑わらいでそう言うと「黙だまれ」と睨にらまれる。

　そんな顔をされても少しも不ふ愉ゆ快かいだと思えないのは、潤がただ照れているのだと知っているからだ。

「でも、お祝いだからな」

　重なった手に視線を落としながら、潤が言う。

「好きにさせてやる」

　挑ちよう発はつ的に笑った顔を見ながら、つくづく敵かなわない相手だと再確かく認にんする。

　最悪な一日をいつも変えてくれる。そんな力を持った相手には、これから先も潤以外は出で逢あえない気がした。

　だから最悪だと思っていたシステムや、最悪だと思っていた開発者にほんの少し感謝する。

「潤と出会えて良かった」

「だからすぐそういうことを言うな」

　本気で退ひきながらも重ねた手を振ふり払はらわない男を見ながら、これから先のことを考えると子供のようにわくわくした。

　明日も明後日あさつても、先のことを考えるのが楽しみになる感覚なんて、もうとっくに忘れていた。

「好きだよ」

「知ってる」

「でももう一回言いたかった」

「分かったから黙ってくれ。この店にもう来られなくなるだろ。そういうことは、家に帰ってからにしろ」

　わずかに顔を赤くしながら「だから早く食べ切ってくれ」と言って料理を寄よ越こした潤が可愛かわいくて笑う。

　素す直なおじゃないのに素直な言い方が愛いとしい、なんて言うのは、家に帰ってからにしようと決めた。

　綺き麗れいで照れ屋な恋こい人びとが、これ以上拗すねてしまわないように。










お前まえになんか惚ほれてない！








成なり宮みやゆり
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